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乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…２









第一章　魔法学園の入学が迫る







　私は、カタリナ・クラエス、公こう爵しゃく家けの令嬢である。

　八歳の春に石に頭をぶつけた拍子に前世の記憶を思い出した私は、しばらくしてこの世界が前世で亡くなるその日までプレイしていた乙女ゲームの世界であると気がついてしまった。

　そしてなんと私、カタリナはそのゲームで、主人公をいじめ攻略対象との仲を邪魔する悪役令嬢であったのだ。

　ゲームでの悪役令嬢カタリナの行く末は、身一つで国外へ追放か、攻略対象に殺されるという破滅エンドのみ。

　殺されるのも絶対に嫌いやだが……身一つで国外に追放されても、そのままのたれ死んでしまう可能性が高い……。そんなのあんまりだ～～！

　前世では途中退場だったのだから、今世ではぜひ、長生きして膝ひざに猫をのせて日向ぼっこして暮らすような優雅な老後ライフを迎えたい！

　うら若き乙女盛りで亡くなるのなんてもうこりごりだ！　私は絶対にこの破滅エンドをのりきって長生きするのだ！

　そう決意した私は破滅をのりきるための対策を立てた。

　まず、カタリナに破滅をもたらすかもしれない一人目の攻略対象。カタリナの婚約者で国の第三王子ジオルド。

　彼は主人公に、ひどいいじめをしたカタリナを国外追放にするか、主人公を襲ったカタリナを剣で返り討ちにして殺してしまう。

　そんなジオルド対策として……国外追放された際には、他国では珍しい魔力を使って仕事をもらい生きていく。ジオルドがもし切りかかってきた時は、彼の苦手なヘビに似せて作った玩具おもちゃを投げて動揺させ、その隙に剣を素早くかわす。

　そのため、私は魔力の腕を磨き、庭師のトムじいちゃんの協力の元、よりヘビにそっくりな玩具の開発に勤いそしみ、また剣を素早くかわし対抗できるよう剣術も習った。

　そしてカタリナに破滅をもたらすであろうもう一人の攻略対象、義弟のキース。

　彼も主人公にひどいいじめをしたカタリナを国外追放にするか、主人公を襲って消えない傷を与えたカタリナを許せずに魔法で殺してしまう。

　そんなキースの対策として……彼を孤独にしないように日々、連れ回す。

　ゲームでは、ずっと孤独に生きてきたキースは、その孤独を主人公に癒いやされることで、恋に落ちるという設定だった。

　そのため、ようはキースを孤独にしなければ主人公と恋をしないはず！　と考え、彼がクラエス家に引き取られたその日からどこに行くにも引っ張りまわした。




　このように魔法学園に入学し、乙女ゲームが始まるまでの七年間、私はたくさんの努力を重ねてきたのだ。

　そのかいがあり、十五歳の年を迎えた今、剣の腕はその勢いを褒ほめられ、ヘビの玩具はもうほとんど本物と変わらないほどの素晴らしいできとなり、義弟のキースは孤独とは程遠い環境で育った。

　我ながら、本当によくやったと自分を褒めてやりたい。

　しかし……一つだけ、うまくいかなかったこともある。それは魔力の腕を磨くことである。

　本来の計画では、魔力を学び、強化することで国外に追放されても魔法で仕事をして生きていく予定だったのだが……いくら頑張っても、元々つかえた唯一の魔法、土を少しボコッと持ち上げる魔法、その名も『土ボコ』以外の魔法が使えるようにはならなかった。これではとても仕事はもらえそうにない。

　よって、現在は計画を変更し、身一つで追放されたら、農家で雇われ農民になるべく、農業の勉強に勤しんでいる。

　こうして、破滅フラグへの対策を七年かけ完かん璧ぺきに整えた私は、もうすぐ魔法学園に入学する。







　もう冬は終わりを迎える。すっかり春の暖かな日差しが差し込んできているクラエス家の庭には、七年間でだいぶ大きくなった私の畑が広がっている。

　もうじき、魔法学園へ入学し寮に入らなければならないため、しばらくこの畑ともさようならだ。そんな風にちょっぴり寂しい気持ちで畑を眺めていると。

「魔法学園への入学、もう少しですわね。ふふふ。楽しみですわ」

　ゲームでは私と同じライバルキャラであった美少女メアリ・ハントが、愛らしい笑みを浮かべてそう言ってきた。

「そ、そうね……」

　私的には破滅が待ち受けるかもしれない学園に行くのは、あまり楽しみなことではないのだが、それは嬉うれしそうに微笑ほほえむメアリを前にそんなことは言えなかった。

　それに……。

「本当に、楽しみですわね」

「そ、そうね……」

　同じくゲームではライバルキャラで、こちらも美少女ソフィア・アスカルトもそう言って嬉しそうに微笑んでいるのだ。よりいっそう私はあんまり……なんて言えない。

　そもそも、ゲームの通りならば本来はカタリナとまったく接点はなく、むしろ悪役令嬢のカタリナを嫌ってさえいる様子だった二人なのだが……今ではこうして日々、我が家に遊びにきてくれる私の大切な親友になっている。

「何が、そんなに楽しみなのですか？」

　そう言って、いつものどこか胡う散さん臭くさい笑顔で声をかけてきたのは、私の婚約者で国の第三王子であるジオルド・スティアート。

　彼も本来ならカタリナにまったく興味はなく、接触はほとんどしていないはずだったのに……なぜか三日と空けずに我が家へ通ってきて、今ではすっかり仲の良い友人だ。

「もうすぐ学園に入るので、それが楽しみですねと話していましたの」

「そうですね。本当に楽しみですね」

　ジオルドもとてもいい笑顔だ。

　やっぱりジオルドも楽しみなのか……。

　私には乙女ゲームが繰り広げられ、破滅が待ち受けるかもしれない学園に行くのは憂ゆう鬱うつだという皆には言えない事情があるのだが……それを抜きにしても学園に入れば、みっちり魔力の勉強をさせられる訳で……そんなに楽しいとも思えないのだが……。

　一体、皆は何がそんなに楽しみなのだろうか？

「え～と、皆は学園のなにがそんなに楽しみなの？」

　あんまりに嬉うれしそうな友人たちにそう尋たずねると。

「もちろん、カタリナ様とずっと一緒に過ごせるからですわ！」

　頬ほおを赤くして、やや興奮した様子のメアリがそう言うと。

「その通りです！　学園に入ったらカタリナ様とずっと一緒に過ごせますもの！」

　ソフィアもメアリと同じような表情でそう言う。

　そう言われれば、確かにその通りだ。

　乙女ゲームのことばかり気になってそこまで考えがいかなかったが、一緒の学園に通うとなればこの大好きな友人たちと毎日、ずっと一緒に過ごせる。

　そう思うと憂鬱でしかなかった学園入学も少し楽しみになってくる気がした。

「きっと寮も一緒ですから、ぜひ僕の部屋にもきてくださいね。カタリナのために特別なお菓子を用意しておきますからね」

　とてもいい笑顔でジオルドが言う。

　おお、王子様が準備する特別なお菓子とは！　それは非常に気になる。

「はい。ぜひ行き……」

「それはだめですよ！　寮では男女の生活スペースは分けられているそうですから！　絶対に行ってはいけませんよ！　義姉さん」

　私の言葉を遮ってキースが、私とジオルドの間に入ってくる。

　ゲームではカタリナを嫌い、避けているはずだったキースも長年、引っ張りまわしたためか、すっかり私に懐いてくれ、実に義姉あね思いのよい義弟おとうとになってくれた。

「キース。確かに、寮では男女のスペースは分かれていますが、許可があれば行き来は自由らしいですよ」

「許可があればですよね。身内ならともかく、他人である男性の部屋に行くのに許可はでないのではないですか？」

「何を言っているのですか、僕とカタリナは婚約者であって他人ではないですよ。ただの義弟のキース・クラエスくん」

「まだ今だけ婚約者なだけで、いずれ婚約が解消されれば立派な他人ですよジオルド様」

「この僕が、婚約解消なんてさせると思いますか？」

　そうして、またいつものようにジオルドとキースが楽しそうな笑顔で、盛り上がり始めた。

　この二人もゲームではそんなに接点はなかったはずなのに、今ではすっかり仲良しでよくこうやって私を蚊か帳やの外にして楽しそうに盛り上がっているのだ。

　こんなに仲の良い二人だが、もし学園に入学して二人とも主人公に恋をしてしまったら……二人はライバルになってしまう訳で……そう思うと少し可哀相になる。

　仲良しの二人で一人の女の子を取り合うなんて不ふ憫びんである。どうか、二人には主人公以外の素敵な子を見つけて幸せになって欲しいと願う。

「……寮に入ると、そういう危険も出てくるのね……これは何か対策を考えておかなくては」

「ん？　メアリ、どうしたの？」

　すっかりキースとジオルドに気を取られていると、いつの間にかメアリの顔が険しくなっていた。

「いえ、ちょっと考え事を……そうですわ！　ニコル様。寮内の見取り図などはわかりますか？」

　そう言って、メアリに声をかけられたのは、こちらもまた本来、接点がないはずだった攻略対象の一人でソフィアの兄でもあるニコル・アスカルトだ。

　皆と同じようにすっかり仲の良い友人になっている彼は、一つ年上で一年早くすでに魔法学園に入学しており、本日は学園の春休みを利用してクラエス家に遊びに来てくれていた。

　そんな、ニコルはメアリの突然の問いに、いつもの無表情で簡潔に答えていた。

「ある程度なら」

「とりあえず、今はある程度で構わないので、教えていただけません？　敵が不ふ埒らちなことができないように対策を立てなければなりませんから！」

「……わかった」

「メアリ様、お兄様。私もお手伝いしますわ！」

　そうしてメアリ、ニコル、ソフィアの三人は、使用人に紙とペンを用意させ、畑の脇わきに設置してあるテーブルにその紙を広げ、何やら真剣に話を始めてしまった。

「え～と、メアリたちは一体、何を始めたのかしら？」

　私は横で同じようにポツンと取り残されている人物に、とりあえずそう聞いてみたのだが……。

「俺だって何がなんだかさっぱりわからん」

　ジオルドの双子の弟アラン・スティアート王子はそう返してきた。こちらも本来、私とは接点はないはずなのに、気がつけば皆と同様に今では仲の良い友人である。

　そんなアランの答えが、私が予想していた通りだったので。

「ですよね～」

　と生暖かい目をアランに向けた。

　だって、アランってばいつまでたってもお子様感が半端ないし、何よりすごく鈍そうだ。

　ゲームでもなかなか主人公への思いを自覚できないという設定もあった、お子様な王子様。

　そんなアランに、私にわからないことがわかるとも思えない。

「なんだ、その目は」

　私から、やや小ばかにした雰囲気を感じとったのか、怪け訝げんな目を向けるアランに。

「なんでもありませんわ。ただアラン様も、もう十五歳になられたのですから、もう少し大人っぽくされたらよいのではないですか」

　いつまでたっても子供っぽいままでは、メアリに愛想をつかされてしまうかもしれないしね。

　そう思ってアドバイスしてあげたのに。

「………その言葉をそっくりそのままお前に返すぞ」

　と失礼なことを返された。まったく、そんな風に言ってしまうところがお子様なのだよアラン。

　しかし、アランとは違いもう立派な大人である私は優雅に返す。

「まぁ、アラン様ったら、私は立派なレディですわ」

　アランはその後も何やら「いや、どう考えてもお前の方が」とかぶつぶつ言っていたが、大人な私は華麗にスル―した。

　ジオルドとキースのおしゃべりはまだ続いており、メアリたちもまだ何やら真剣に話している。
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　正直、破滅が待ち受ける学園に行くのは不安でしょうがなかったが、こうして皆とずっと一緒に過ごせるのだと思うと、少しだけ楽しみな気持ちも芽生えてきた。

　願わくば、これから始まる乙女ゲームを破滅なく無事に乗り切り、そして、皆ともずっと一緒にいられますように。













　私の名前は佐さ々さ木き敦あつ子こ。今年で十三歳になる。つい数日前に地元の中学に入学したばかりだ。

　そして、まだ落ち着かない雰囲気の教室の一番後ろの席で一人本を広げる日々を過ごしている。

　周りではそれぞれの小学校からきた女子たちがどんどん新しいグループを作っている。

　本来なら、私もそのグループに入れてもらえるように、親しく話しかけたいのだけど……私はどうもそういうのが苦手だった。

　どうやって話しかければいいのか、仲間に入っていけばよいのか、私にはわからなかった。

　小学校では、そうして戸惑っているうちに気がつけばいつも一人になっていた。

　そして、皆の輪の中からあふれた私は異質なものとして他の子たちから無視されたり、からかわれたり、時には物を隠されたりするようになっていた。

　そんな日々を過ごし、気がつけば人が怖くなり、より一層誰ともしゃべれなくなっていった。

　そのため、こうして中学という新しい環境になった今でも……自分から人に話しかけることもできない。

　だから、私はいつも周りで楽しそうにおしゃべりするクラスメイトたちを横目に、一人家から持ってきた本を開くのだった。

　マンガに小説、私は本が好きだった。本を読んで、物語の中に入ってしまえば、独りぼっちで寂しい気持ちを忘れることができた。

　本を読み、物語の主人公になった自分を想像する。

　いつも独りぼっちで俯うつむいている私も、物語の中では人気者の素敵な女の子になれた。

　だから、私は今日もいつものように本を開く。

　寂しい現実から逃げるために……。







　そうして日々は過ぎ、中学に入学して数週間がたった。

　私は放課後のホームルームが終わると、図書館に寄って本を借りて帰る。それはここ数週間で、私の日課となっていた。

　生徒玄関で靴を履きかえ、運動部が部活をしている校庭を横目に校門へと向かう。

　私は部活に入っていない。本当は部活に入った方が友達も作れるのかもしれないが……一人で部室を訪ねていける勇気がなかったのだ。

　いいな、楽しそうだな。校庭をおしゃべりしながら駆けていく女の子たちを見てそんな風に思っていた、その時だった。

「あぁ～～～～」

　頭上で謎なぞの叫び声が聞こえ、なんだろうと確認する間もなく突とつ如じょ『ズドン』と身体に凄すさまじい衝撃が走った。そのあまりの衝撃に私は意識を手放した。







「ううう、本当にごめんなさい」

　誰かの泣いている声が聞こえて、ゆっくりと目を開けると目の前に涙と鼻水でぐしゃぐしゃになった少女の顔があった。

　どうやら泣いていたのはこの少女のようだ。

「あっ、起きたよ！　目を覚ましたよ先生！」

　私の目が開いたことに気がついた少女はそう叫ぶと、白いカーテンの向こうに飛んでいった。

　状況がまったくわからない。私は眠っていたのだろうか？

　ゆっくりと周りに目を向ける。

　白い天井、揺れている白いカーテン、そして私が横たわっていたのは白いベッドだった。

　場所はよくわからないが、天井は見覚えのある校舎のものだ。

　どうやら、ここは校舎の中のようだった。

　あれ、でも私は確か校庭を横切って校門に向かっていたはずだったのだが……。

　そう思い、困惑する私の元に今度は白衣を着た女性が現れた。

「気分はどう？　頭はクラクラしない？　身体はどこか痛いところはある？」

　白衣の女性に尋ねられ、私は自分の身体を確認する。

　特に痛いところもないし、頭も大丈夫だと思う。

「……だ、大丈夫です」

　私がそう答えると白衣の女性は穏やかな笑みを浮かべた。

「そう、よかったわ。でも一応、何かあるといけないから病院に行って検査してもらってきてね。親御さんにはさっき、連絡させてもらったから」

「……え、病院？　検査？」

　全然、状況がつかめずに茫ぼう然ぜんとする私に白衣の女性が困ったような顔を向けた。

「そうよね。突然のことで何がなんだかわからなかったわよね。ここは保健室で、あなたは気を失ってここに運ばれたのよ」

「……気を失って……」

　ここは保健室だったのか、ちゃんと入ったのは初めてだったので、どこかわからなかった……ということはこの白衣の女性は保健室の先生なのだろう。

　それにしても、私は特に持病もないし、今日も具合が悪いところなんてなかった。

　なのになんで、気を失ったりしたのか……ますます疑問が膨ふくらみとても困惑する。

　そして、私のその疑問に気づいたのだろう先生が苦笑を浮かべた。

「おそらく、気を失ったのはあなたの体調が悪かったからではないと思うわ。というか原因は間違いなくこの子だから」

　そう言って、先生が示した先には、先ほどの少女が立っていた。

　相変わらずその顔は涙と鼻水でぐちゃぐちゃのままだ。

「ごめんなさい」

　少女はそう言って私に向かって深く頭を下げた。

「つい、校庭の木の魅力に誘われて登りたくなって……初めは良かったんだけど少し調子に乗っちゃったら、足を滑すべらせて落ちちゃって……それであなたを下敷きにしてしまったの。本当にごめんなさい」

　そういえばあの時、頭上から謎の叫び声がして、その直後に凄まじい衝撃がきたような気がする。

　あれは、この少女が私の上に落ちてきたからだったんだ。

　それにしても小学生なら、まだしも中学生のしかも女の子が校庭の木に登るとは……。

　しかも「校庭の木の魅力に誘われて」ってよく意味がわからない。

　私は泣き顔で必死に頭を下げて謝る少女を改めて見つめ気がついた。

　少女が制服のスカート姿であることに……そしてそのスカートが土で汚れ、しわくちゃになっていることに。

　おそらく木から私の上に落ちた時に汚れたのだろうが……ということは……つまり、この少女はスカート姿で校庭の木に登っていたということになる。

　なんだかだいぶ変わった子みたいだ。

「あの、もう大丈夫なので」

　いつまでもこんな風に頭を下げられるのは、なんだかいたたまれなくて私はそう少女に言った。

「……でも」

　困った顔をする少女に私はもう一度、繰り返した。

「本当にもう大丈夫なのであまり気にしないでください」

　突然、頭上に落ちてこられて下敷きにされた。

　本当ならもっと怒ってもいいのかもしれなかったが……目の前の少女はこんなにも反省している。それに、困り顔で眉まゆを下げている少女はなんとも憎めない不思議な雰囲気を持っていた。

「わざとではないのだし、本当に気にしないでください。それよりあなたに怪我は？　大丈夫でしたか？」

　私はそう言って少女に笑顔を向けた。

「私は大丈夫。ありがとう、佐々木さんは優しいんだね」

　ずっと泣きそうな顔をしていた少女も笑顔になった。

　それにしても……。

「……どうして名前を……」

　なんでこの子は私の名前を知っているのだろうか。持ち物か何かで確認したのだろうか。

「何、言ってるの？　知ってるよ。だって私たち同じクラスじゃない」

「!?」

　きょとんとした顔でそう言った少女の顔を私はまじまじと見つめた。そう言われれば、なんだか見たことがあるような気もした。

　そうか、クラスメイトだったのか……。

　中学に入学して数週間、人と関わらずに一人で本ばかり読んでいた私は、まだほとんどクラスメイトの顔も名前も覚えていなかった。

「……私、まだあんまりクラスの子の顔も名前も覚えていなくてごめんなさい」

　相手が覚えていてくれたのに、私は覚えていないことが申し訳なかった。

　不快にさせてしまったらどうしよう。そんな私の不安をよそに少女はにっこりと微笑んだ。

「そうなんだ。では、改めまして私は一年三組の――」

　そう言って自己紹介した少女が、私に手を差し出した。

　差し出された手を思わず握り返せば、少女は満面の笑みで言った。

「これからもどうぞよろしくね」

　しっかりと握られた少女の手はとても温かかった。

　そうして、その日から、私の独りぼっちの生活は激変した。

「これからもよろしく」という言葉通りに、次の日からこの木登り少女は何かというと私に寄ってくるようになり、気がつけば私の初めての友人になっていた。

　そして――。

「あっちゃん～～助けて～～」

　友人が情けない声を出しながら背後から抱きついてきた。

「……今度は何？」

　私は至極冷静に聞き返した。

「英語の訳が今日、あたる日なんだけど、やってくるの忘れちゃって……前も、その前も忘れちゃってるから先生から『今度忘れたら罰として掃そう除じをやらせる』って言われてるのに……」

　半べそ顔の友人に私は呆あきれてため息をついた。

「忘れすぎでしょう」

　私が呆れながらも英語のノートを差し出せば友人は、ぱぁーと笑顔になった。

「英語の授業までには返してよ」

「あっちゃん様、ありがとうございます」

　そう言って私に頭を下げると友人は自分の席にダッシュで戻り、必死にノートを写し始める。

「佐々木さんって、もうすっかり野猿のお世話係になっちゃってるね」

　私と友人のやりとりを近くで見ていたクラスメイトの女子の一人がそう言って苦笑した。

「……野猿？」

「そう、野猿。小学生の時のあの子のあだ名。私、小学校が一緒だったの」

　私の疑問に彼女はそう答えて、また苦笑した。

「休み時間には校庭の木に登って飛び移って遊んで、近所の山でも、いつもそんな風に遊んでいたらしくて、そのあたりで一時期『あの山には巨大な猿がいる』なんて噂うわさも流れたのよ」

「……それはすごいね」

　確かに、そんな小学生時代だったのなら、中学の校庭の木にちょっとスカートで登るくらいなんともないのだろう。

「しかも、あの通り課題も忘れてばっかりだし、先生にもいつも怒られてばっかりで、なのに次の日にはもうそれも忘れちゃうみたいで……また普通に忘れてくるの」

「……それはすごいね」

　確かに友人はいつも怒られた直後は落ち込んでいる様子を見せるのだが、翌日には、もうケロッとしている。

　どうやら、友人はどんなに怒られても、だいたいのことは翌日には、忘れてしまうというなんとも羨うらやましい能力を持っているようだった。

　しかし、それは本人的にはいいかもしれないが……周りは大変である。

　私が「それだと周りは大変だったね」と言うと彼女は、ちょっぴり意味深な表情を浮かべた。

「でもね……あれはあれで一緒にいるとなんか楽しいんだよね」

　そう言ってにやりと笑った彼女につられて私も思わず笑ってしまった。

　その後、彼女に友人の小学生時代の武勇伝をたくさん聞かせてもらいおおいに盛り上がった。







　そうして、気がつけば私には野猿の友人の他にもたくさんの友人ができていた。

　そして、しばらくたった頃、ずっと野山をかけていたという野猿は、私の影響でマンガやアニメにはまり始めた。

　そのお蔭かげか、野猿は昔ほど野山をかけずりまわらなくなり、彼女のご両親には「猿を人間にしてくれてありがとう」というよくわからない感謝をされることとなった。

　また、同じ趣味の友人を得たことで、私もさらにマンガやアニメに深くはまっていった。

　そして二人して立派なオタクになった頃、私たちは親友となっていた。

　そうしてオタクな友情を育はぐくみつつ、中学三年を迎え、近隣の高校へ一緒に行こうという話になっていたのだが……。

「あっちゃん……私はもう、駄目だ……後のことはまかせた……」

　そう言って教科書を閉じようとする親友の頭を私は丸めたプリントでポコンと叩たたいた。

「何、言ってるの……まだ、始めて十分も経ってないでしょ！　そんなんじゃ、高校浪ろう人にんになっちゃうよ」

「……うっうっ、だって……この厚い参考書の文字の羅ら列れつを見てるとどうしても眠気が……これはきっとこの参考書に呪のろいがかけられているに違いないわ」

　そう言って、始めて十分しかたってない受験勉強を終了しようとする親友に私は深くため息をついた。

　親友は運動神経こそいいが、勉強はからっきしだめだった。頭が悪いというより興味がないことには打ち込めない性格のようなのだ。

　正直、学校のテストだけならヤマを教えてあげればなんとかなってきたのだが……さすがに高校受験ではそうもいかない。

　どうしようか……このままでは一緒の高校に受かるどころか、本当に高校浪人になってしまうかもしれない。

　何か、この子をやる気にさせる方法は……。

「よし！　この受験が終わったら、私の秘蔵の乙女ゲームたちを思う存分やらせてあげる！」

「……お、乙女ゲームとは……あの……」

『乙女ゲーム』それは最近、私が貯ためたお年玉で購入し、はまり始めている新たなジャンルの商品である。

　本来なら、親友にも勧めてやってもらい、共に語りあいたいのだが……。

　親友はその大おお雑ざっ把ぱすぎる性格から「大金を渡したらすぐ無駄に使ってしまう」とご両親に判断され、決まったおこづかいを貰もらっておらず、お年玉も強制的に貯金へとまわされている。

　そのため、親友は自分の意志で高価な買い物ができないのだ。よって彼女は、ゲームはおろかゲーム機さえ持っていない。

　さすがに私もゲーム機を二つ買って貸してあげる余裕もなく……羨ましそうに見つめる親友には申し訳なく思っていたのだ。

「……でも、あっちゃん。私、ゲーム機持ってないけど……」

　そう言って親友はしょぼんとする。そんな彼女に私はとびっきりの笑顔を向ける。

「貸すわ！　試験にちゃんと合格できたら、しばらくゲーム機ごとレンタルしてあげる！」

「……あ、あっちゃん様……」

　親友は、それはキラキラした目で私を見つめ立ち上がり。

「ありがとうあっちゃん！　私、乙女ゲームのために必ず、高校に合格するよ！」

　と高らかに宣言した。

　こうして高校に合格するための動機としてはいささか問題がある宣言をした親友は、それは努力し、見事に私と同じ高校に合格することができた。

　そしてさらに幸運なことに高校合格の祝いに親友は両親からゲーム機を買って貰うことに成功し、私の貸す乙女ゲームに私ともども、どっぷりはまっていった。







　高校ではさらなるオタク友達も増えた。

　そしてマンガやゲームを買うために親友と一緒にバイトをしたり、相変わらずに課題を忘れてくる親友をフォローしたり、賑にぎやかな日々を過ごした。

　小学生時代ずっと一人で本を読み、誰とも話すこともなく過ごしていた日々が嘘うそのようだった。

　賑やかで楽しい日々を、問題児だけど憎めない親友と過ごしていく。

　これからもきっと変わらず、こんな日々が続いていくのだと、そう思っていた。







　その日は偶然、携帯を家に忘れてきたこともあり、二年になってクラスが分かれた親友が登校してこなかったのを私は知らなかった。

「そういえばあの子、今日は遊びに来ないな」くらいにしか思っていなかった。

　そして、放課後……私はもう二度と親友に会うことができないことを知った。

　当たり前に続くと思っていた日々は、あまりにも突然に終わってしまった。

　お通夜でも、お葬式でも……私は泣くことができなかった。

　そもそも、これでもう永遠に親友に会うことができないことが信じられなかった。

　だってあの子のことだもん、なんだかんだでひょっこりまた戻ってくるかもしれない……。







　お葬式を終えて、またいつもの日常がやってきた。

　でも、待っても待っても親友は戻ってきてくれなかった。

　そして数日が過ぎたある日、私はスマホのメッセージに未読のものが残っていることに気づいた。親友のお通夜のことなど友人たちと連絡は取っていたのだが……気がつかなかった。

　いつ送られてきたのだろうか？

　そうしてそれを開くと―――そこには見慣れた親友の名前があった。

　日付は親友が事故にあった前日の深夜。

『あっちぁん。腹黒ドＳ王子が攻略できない～』

　困り顔の絵文字付きで送られてきていたそのメッセージは、おそらく親友が必死にやっていた乙女ゲームのことだ。

　最後のメッセージがこれって……本当に最後の最後まであの子らしい。

　そう思うとなんだか可笑おかしくなって私は笑ってしまった。

　笑って笑って、笑いすぎて涙まで出てきた。

　そうして、溢あふれ出た涙は留まることなく次から次へと流れていった。もう目が溶けてしまうのではないかというほどずっとずっと流れ続けた。

　あの子はいなくなってしまったけど、もう私は独りぼっちではなかった。

　だってあの子が私に新しい世界をくれたから。

　私はあの子の最後のメッセージを映しているスマホを握りしめた。

　もうあの子は帰ってこないのだ。私はこれからあの子のいない日常を生きていく。

　あの子がくれた新しい世界を私はちゃんと生きていく。

　だから……もし、どこかの小説みたいにこの命が尽きた時、新しい命に生まれ変わることができるのなら……。

　その時は―――もう一度、あの子と友達になりたい。

　もう一度、あの賑やかで楽しい日々をあの子と一緒に過ごしたい。







★★★★★★★★★★★







「……ソフィア様、ソフィア様」

　誰かが呼んでいる声が聞こえてゆっくり目を開けると、ベッド脇でとても心配そうな顔をしたメイドが私を見つめていた。どうやら、彼女が私を呼んでいたらしい。

「……どうしたの？」

　私はまだ、ぼーとする頭で聞き返した。

「……あの、だいぶうなされておいででしたので、大丈夫ですか？」

「……うなされていた？」

　私自身に自覚はなくてそう聞き返した時、自分の頬が濡ぬれていることに気がついた。

　ああ、私は泣いていたのか……そしてその原因にはなんとなく心あたりがあった。

「……とても悲しい夢を見ていたので、きっとそれでうなされてたのかもしれないわ」

「夢ですか？」

「ええ、とてもとても悲しい夢だったの……でも、起きたらどんな内容だったのかすっかり忘れてしまったわ」

　そう、内容はまったく覚えていないのに……それがとてもとても悲しい夢だったことは覚えていた。

「たぶん昔にあった出来事だと思うのだけど……」

「……昔のことですか……」

　私の呟つぶやきにメイドはなんとも言えない表情で固まってしまった。

　私は数年前まで、異質な見た目からたくさんの誹ひ謗ぼう、中傷を受け部屋に閉じこもっていた。

　おそらく彼女はその頃のことだと思ったのだろう。

「……あのね。部屋にこもっていた頃のことではないのよ。それよりもっと、もっとずっと昔のこと……」

　そう言った私にメイドは不思議そうな顔をする。

　それはそうだろう。まだ成人もしていない私がそんなずっと昔のことを覚えているはずないのだから……。

　正直、私自身だって、よくわからないのだ……内容をまったく覚えていない悲しい悲しい夢。

　でもそれは確かに昔に、ずっとずっと昔にあったことだった気がするのだ……。

　そして、内容は覚えていないのに、胸にはとても悲しく辛つらい気持ちだけがしっかり残っていて、私をせつなくさせた。

　そうして沈んだ気持ちでいると、メイドが私を元気づけるように言った。

「ソフィア様、本日はクラエス家にお伺いする日ですよ」

　それを聞いて私の胸に残っていた悲しく辛い気持ちが少し晴れていった。

　そうだった。今日は、カタリナの家に遊びに行く日だった。

　昨日のうちにまたお勧すすめの本を選んでおいたのだ、カタリナは喜んでくれるだろうか。

　カタリナのことを考えると私の気持ちは浮上した。

　身支度を整えて食事をして、準備をすませると私はいつものように兄と共にクラエス家へと向かった。







　クラエス家に着くとカタリナはいつものように庭に出ていた。そしていつものように義弟のキースも一緒にいた。

「キース、だから、これは絶対に食べられるキノコよ」

「いや、姉さん、その辺の木にはえてた得体の知れないキノコ、絶対に食べられないから」

「いやいや、これは食べられるやつよ。だってシイタケと同じ匂においがするもの。これ絶対シイタケの仲間だから」

「何、シイタケって……とにかくそんなよくわからないキノコ絶対に食べちゃダメだよ。お腹を壊すよ」

「いや、食べてみないとわからないじゃない……あ、ソフィア！」

　何やら、キースと言い合っていたカタリナが私に気づき、そして満面の笑顔で駆けよってくる。

　その笑顔を見たら、胸に残っていた悲しい思いが薄らいでいく。

　数年前のあの日、お城でのお茶会に参加して本当に良かった。

　あの日、カタリナ・クラエスに出会えて本当に良かった。

「カタリナ様、新しいお勧めの本を持ってきましたわ」

「本当!?　ありがとうソフィア！」

　そう言って本を差し出せば、カタリナは飛び跳ねて喜んでくれた。

　カタリナと過ごす日々は賑やかでとても楽しい。カタリナと友達になれて本当に良かった。

　気がつけば、胸に残っていた悲しく辛い気持ちは綺き麗れいに消えていた。







第二章　魔法学園に入学しました







　春を迎え、ついに私たちは魔法学園へと入学した。

　魔法学園、その名の通り魔法について学び訓練をする学園である。

　十五歳を迎えた魔力を待つ者を国中から集め、全寮制でみっちり二年間の教育を行う学び舎である。

　この学園は国により運営されており、国内の学び舎では一番の規模を誇る。

　その巨大な敷地の中には、学舎はもちろんとして、学生と教師の寮、魔法の研究施設などの様々な建物がある。

　ちなみにこれほど立派な学園が国によって造られているのには理由がある。

　それは魔力を持つ者、そしてその者によって生み出される魔法がこの国の大切な財産であるからだ。

　他国では、魔力を持って生まれる者はほとんどいない。ゼロでこそないが、それはかなり少数である。

　我が国は他国に比べ群を抜くほどのたくさんの魔力を持つ者が生まれる。

　そして国はその魔力を持つ者たちの魔法の力を使い、大きく発展してきたのだ。

　そんな大切な財産である魔力を持つ者たちが、その力を立派に扱えるようになるよう、そして国としてより高い魔法の才ある者を見つけるために魔法学園は創られたのだ。

　この学園で、その魔法の実力を認められた者はこの国で国王に次ぐ権力を有しているとも言われる、魔法省と呼ばれる強大な魔法使いの組織での地位が約束されている。

　そうして毎年、十五歳を迎えた魔力を持つ少年少女たちが、国中から学園に集められる訳なのだが……そのほとんどが貴族なのである。

　なおかつ高位な貴族の方がよりその割合は多いのだ。

　そのためなのか、魔力の有無、大きさは貴族のステータスと考えられている。魔力があることその力が高いことがわかるとより高位の貴族に養子にだされる者も多いのだ。学園に入学する頃には、魔力を持つ多くの者が高位の貴族になっている。

　だが、もちろんすべての魔力を持つ者が貴族である訳ではない。

　とても稀まれではあるが、平民の中にも魔力を持って生まれる者はいる。

　そして、例え平民であっても、魔力を持つ者は必ず学園に入学することになっている。

　もう十年以上この魔法学園に平民の生徒はいなかったらしい。

　そんな中、今年は約十年ぶりに平民で魔力を持つ者が学園へと入学してきた。

　マリア・キャンベル。平民であるというだけでも、かなり珍しい存在である彼女はさらに光の魔力を持っていた。

　五つの魔力のうち、最も強い力を持つという光の魔力。その魔力を持つ者は本当に少なく、現在、我が国でもほんの一握りしかいないと言われている。

　そんな『平民』であり『光の魔力の保持者』マリア・キャンベルに注目が集まらないはずがなく、入学式から彼女は、それは多くの視線を集めていた。

　そして、私も皆の視線の先を辿たどり、彼女を見つけていた。

　金色に流れる美しい髪に、青く澄すんだ瞳のそれは美しい少女。そのあまりの美しさに思わず、見み惚とれてしまいそうになる。

『平民』で『光の魔力の保持者』きっとこの学園、いや今この国で一番特別な女の子、マリア・キャンベル。

　乙女ゲーム『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』の主人公である少女が確かにそこにいた。

　ついに主人公が登場しゲームは始まったのだ。

　これからゲーム終了までの一年間、カタリナ・クラエスの破滅フラグとの戦いが始まる。

『破滅フラグになんか負けないわ！』

　私は拳こぶしを握りしめ深く、決意を固めるのだった。







　学園の寮は貴族の位によってその建物が違う。

　王族、公こう爵しゃく家、侯こう爵しゃく家、伯はく爵しゃく家の建物と、子し爵しゃく家、男だん爵しゃく家の建物で分かれている。

　まぁ、王族や公爵家はそもそも数が少ないので、いない年も多いらしいのだが……今年は勢せい揃ぞろいであり、伯爵家でも位の低い方たちの何人かは、子爵以下の寮に入らざる得なくなったとも聞いた。

　しかし、幸いなことに私の友人たちは位の高い貴族であったので皆、同じ寮に入ることができている。

　ちなみに寮の建物の中では、男子と女子のエリアに分かれているが、基本的に食事をとる食堂や談話室といった場所は男女共同だ。

　また、男女エリアの間で、管理をしている人の許可があれば割と行き来も自由である。

　それに寮の外にでるのも深夜でなければ大丈夫だ。

　それは、この魔法学園の敷地自体が、厚く高い壁と警備で厳重に守られている安全な場所だからだ。

　まぁ、そんな訳で寮に入っても特に窮屈さを感じることなく、屋敷にいた時と同じように割と自由に友人たちとも会うことができる。

　入学式から数日たった本日も、夕食後にジオルドに「珍しいお菓子が手に入りましたから僕の部屋においで」と誘われて彼の部屋に行く予定だった。

　しかし、ジオルドの所に行く準備をしていると、どこでその話を聞いたのかキースが部屋にやってきて「僕も一緒に行くからね」と言って同行することになった。

　だいぶ必死な様子だったので、キースも珍しいお菓子をそうとう食べたかったのだろう。次からはちゃんとすぐに声をかけてあげよう。

　そうして、キースと共にジオルドの部屋へ行くと、そこにはそれは美お味いしそうなお菓子が並べられていた。

　しかもかなり種類がある。どれから食べよう。

　そうして、目移りする私の横でジオルドとキースがおしゃべりを始める。

「僕はカタリナだけに声をかけたんですけど。なぜ、君がついてきているんですか？　キース・クラエス」

「いくら注意してもまったく自覚も危機感も持ってくれない姉なので、姉付きの使用人たちに何かあればすぐに知らせるように頼んでおいたんですよ。それがまさかこんなに早く行動を起こすとは……頼んでおいて正解でした」

　ああ、本当に見たことない珍しいお菓子だ、美味しそう。

　早く食べたいのに、ジオルドもキースもいつまでも楽しそうにしゃべってて全然、席に着いてくれない。うう、早く食べたいのに！

「それは、ちょっと干渉がすぎるのではないですか。キース、君はただの義弟おとうとで……」

「ジオルド様！　これ、もう食べてよろしいですか？」

　私はついに我慢できなくなり、二人のおしゃべりを遮ってしまう。

「どうぞ、君のために準備したのですから、好きなだけ食べていってください」

　ジオルドが少し苦笑ぎみでそう言ってくれたので、ありがたく頂くことにした。

　その横でキースも苦笑を浮かべている。

　これは食い意地のはった奴やつだと思われたな。

　だって……こんな美味しそうなお菓子を前にして我慢できなかったんだもん。

　そうして三人で席に着き、お菓子を食べお茶を啜すすっていると。

「そういえば、先ほど、光の魔力を持つ女の子に会いましたよ」

　ジオルドがそんなことを話し始めた。

　貰もらったお菓子を頬ほお張ばりながら、お茶を啜ったまさにその瞬間、この話を聞かされ、私は危あやうく飲んでいたお茶を吹き出しかけた。

　なんとか、口の中で食い止め飲み込んだが、もう少しでジオルドの部屋のテーブルクロスと、目の前の王子様をお茶色に染め上げるところだった。

　本当に危なかった……。そうしてあわやの事態を回避してほっとする私の横で、キースがジオルドの話に興味を示した。

「ああ、今、色んな所で話題になっている平民の子ですね」

「そうです。先ほど学園の敷地内を散策していたら、その子に偶然出くわしたんですよ」

　学園敷地内の散策中に出くわした……それってジオルドと主人公の出会いイベントだ！

　主人公は持ち前の好奇心で、学園の敷地を散策してみるのだが、あまりに広くて途中で迷子になってしまうのだ。

　そして、もう自分がどの辺りにいるのかもわからなくなった主人公は「木に登って高い所から位置を確認すれば、ここがどこかわかるかも」とスカートのまま木に足をかけ登ろうと試みる。

　するとそこに金きん髪ぱつ碧へき眼がんの王子様、ジオルドが現れるのだ。

　ジオルドに、はしたない姿を見られ顔を赤くする主人公。

　そしてスカートで木に登ろうとしていた、ちょっとお転婆な主人公に、ジオルドは興味を持ち、迷子になって困っていた彼女を寮までエスコートする。

　……というだいたいゲームのシナリオ通りの出来事をジオルドは話し、私はそれを絶望的な気持ちで聞いていた。

　ああ、やはりゲーム通りなんだ。

　この出会いでジオルドは主人公に興味を持ち始めて……そして、もう少しするときっと恋に落ちるのだ。

「へぇー。姉さん以外にも、スカートで木に登ろうとするような女性がいるんですね」

「僕もカタリナ以外では初めて見ましたよ。まあ、カタリナで見慣れていますから、特になんてこともなかったのですが、あちらはだいぶ取り乱していましたね」

「……そうですよね。普通はスカートで木に登っている姿を見られたら取り乱しますよね……『私は木登りのプロだからこのくらい大丈夫よ』とか得意げに返しませんよね……」

「まあ、カタリナは規格外ですからね。でもそこがカタリナの素敵なところですけどね……というか、カタリナ聞いていますか？」

　ああ、そうして主人公に恋をしたジオルドは、他の貴族令嬢たちからの防波堤代わりに仕方なく婚約していた婚約者のカタリナ・クラエスの存在が邪魔になり……そして、邪魔者を……。

「カタリナ聞こえていますか？　……駄だ目めですね。まったく聞こえてないですね。カタリナは本当に人の話を聞いてないですね……」

「……それは本当にその通りです」

　ああ、だめだ……まだ始まって数日なのにもうジオルドが攻略されそうになっているなんて……主人公の魅力すごすぎるわ……これはもう、すでに破滅が着々と近づいてきている。

　こうして、動揺しまくり、すっかり自分の世界に入ってしまった私は、肝心のジオルドと主人公の恋の進展具合を確認することも忘れて……。

「もう、よい時間ですから自室に戻らないと」とキースに促うながされるまで一人悶もん々もんとし続けたのだった。

　そして、どうも、私の様子が可笑しくなったことに気づいた二人から。

「姉さん。さすがに、もうここは家じゃないのだから、あまり変なものを拾って食べたら駄目だよ」

「そうですよ、カタリナ。君ももう十五歳になったのですから、変なものを拾って食べるのは止めないといけませんよ」

　と『拾い食いをして調子が悪くなった』というあらぬ誤解を受けることとなってしまった。

　まあ、今までも何度かそういうことあったからね……。

　でも、一つ言い訳させてもらうと……私は『拾って』食べてなどいない！　木などの植物から『もぎ取って』食べているのだ！　決して地面に落ちているものを食べているわけではないので『拾い食い』ではないのだ！

　それに、十回食べたうちだったら、お腹を壊したのはたったの二回くらいの話なのに……。

　そうして、その日はあらぬ誤解を受けつつ、しょんぼりと自室へ戻った。







「僕もこの間、ジオルド様が話していた光の魔力を持つ女の子に会ったよ」

　ジオルドの衝撃の告白から、わずか数日後、今度は義弟キースがこのような発言をしてきた。

　それは朝の仕度を終えて、迎えにきてくれたキースと一緒に登校しましょうかというところだったので、今度は口からお茶を吐はき出す心配をしなくても良かった。

　なので……。

「……なにっぬ！」

　という謎の叫びを上げるだけで済んだ。

「……ね、姉さん。どうしたの」

　突然、謎なぞの叫びを上げた姉に、やや怯ひるんだ様子の義弟に私は詰め寄った。

「そ、それはまさかナンパしたの!?」

　ゲームでのキースと主人公の出会いイベントはキースによるナンパだ。

　なぜならゲームでのキースはナンパなチャラ男であり、女の子と見ればとりあえずひっかけるような、危険な男であった。

　そのため、偶然、見つけた噂うわさの光の魔力を持つ、他の令嬢たちとは毛色の違う主人公に興味を持ちナンパするのだ。

「……な、なに『なんぱ』って……」

「…え～と、ナンパとは……なんだろう……。う～ん。女の子をふしだらな行為に誘うことかな……」

「……ふ、ふしだらな行為に誘うって……そんなことする訳ないだろう！」

　キースは真っ赤になって叫んだ。

　まぁ、確かに今のキースがナンパするとか考えられない。

　ゲームではチャラ男の遊び人だったキースだが、私の教育の賜たま物もので実際は、チャラ男とはほど遠い素晴らしい紳しん士しに育った。

　まぁ、無自覚の女タラシにはなってしまっているが……。

　顔を赤くして必死に否定するキースに「じゃあ、どうしたのよ」と詰め寄ると。

「前を歩いていた彼女が、ハンカチを落としたから拾ってあげただけだよ……」

「……ハンカチ……」

　そうだ！　ゲームのキースは主人公に興味を持ち、初対面でナンパするもあえなく失敗。

　しかし、自分の誘いを断った主人公により興味を持つ。

　そして、キースの誘いを断り去っていった主人公は去り際にハンカチを落としていく。

　それを見つけたキースは、後日そのハンカチを手に再び主人公の前に現れ「これ、君のだろう？　返して欲しければ僕と遊んでよ」と再び主人公に迫っていくのだ。

「……で、そのハンカチはどうしたの？」

　おそるおそる、そう問えば……。

「どうしたも何も、拾ってそのまま本人に渡したよ」

「そ、そうなの」

　そうか、ハンカチはキープしてこなかったのか……ではそのハンカチで、主人公に迫ることはなさそうだ。

　だけど、ここはジオルドの時の失敗を教訓にきちんと確認しておかなければなるまい。

「……で、その光の魔力の持ち主さんに会って、キースは……そのどんな感じだったの？」

「どんな感じって？　普通にいい子だったよ。ハンカチ渡したら丁寧にお礼を言っていったし」

　キースはよく意味がわからないといった様子で答えたが。

　ああ、違うのよ！　キース。私が聞きたいのはそう言うことではないのよ！

　ここはもう、直球で聞くしかあるまい！

「だから！　マリアさんと会ってキースはどう思ったのよ？　マリアさんの美しさに恋に落ちちゃったりしたの？」

　私よりだいぶ高くなってしまったキースの肩をがっちりと掴つかみながらそう問うと、キースは目を大きく見開いた。

「!?　……恋に落ちたって、姉さんそれは一体どういう意味？」

　ああ、こんなにも驚いている義弟を見るのは彼がクラエス家に来た頃以来だ……。

　これはきっと図星なのだ……間違いない！　キースはすでにマリアに惹ひかれているのだ！

「やっぱり、もうマリアさんのことを好きになったのね」

「え、姉さん。本当に一体、何言ってるの……」

　私は掴んでいたキースの肩にさらに力を入れた。

「いいのよ。隠さないで、私たち義姉弟じゃない！　ただね、一つ言っておきたいのは……私はキースとあなたの好きな人の仲を邪魔する気はまったくないということよ！」

　ゲームのカタリナは、公爵家の位を持つキースと平民のマリアが親しくなるのが気に食わず、二人の仲を激しく邪魔する。

　その結果として、キースによって消されてしまうのだ。

　もちろん、今の私に二人を邪魔する気はまったくない！

「私はマリアさんとキースのことちゃんと応援するから！　絶対に邪魔はしないから！」

　私は必死にそう訴えながら、キースの顔を仰ぎみる。

　すると、なぜだかキースは表情を失くしていた……心なしかさっきよりも顔色が悪くなっている気もする。

「……キース？」

　きょとんとする私に、私の後ろについていたアンが声をかけてきた。

「お嬢様、どうかそれ以上は……キース様はもう限界でいらっしゃいます」

　限界……そうか！

　アンの言葉で、私は自分が無意識のうちにキースの肩を掴んだまま、激しく揺さぶってしまっていたことに気がついた。

　先ほど、朝ご飯を食べたばかりなのに激しく揺さぶられて、気持ち悪くなってしまったのだろう。無意識とはいえ、ひどいことをしてしまった。

「ごめんね、キース。朝ご飯を食べたばかりなのに揺さぶってしまって、気分が悪いようなら授業をお休みして医務室で休んでいる？」

　私は謝り、そう提案したのだが。

　相変わらずの顔色の悪さのままキースは「大丈夫」と答えた。

「でも、気持ち悪いようなら」

「いや、気持ち悪い訳じゃないから……そもそも身体は大丈夫だから……問題なのは精神面だから……」

　キースはなんだか、よくわからないことをぶつぶつ呟つぶやきつつも「本当に身体は大丈夫だから」と医務室に行くことを拒否した。

　そして、幼おさな馴な染じみの友人たちと合流し、学園に向かう途中もキースの顔色が戻ることはなかった。

　かなり我を忘れていたので、それは激しく揺さぶってしまったのだろう。本当に、申し訳ないことをしてしまった。







　魔法学園の授業は座学と実技が半々くらいで構成されている。

　座学は国の歴史や成り立ちなど、家で家庭教師に教えて貰っていた学問の復習のようなものと、魔力・魔法についての学問を教わる。

　これに対して実技は、実際の魔力を用い魔法を使う訓練をする。

　この二つを午前「学問」午後「実技」という感じで、間にいくつか休憩を挟はさみながら行っていくのだ。

　一応、座学の一年生用の教室というものはあるが、席が決まっている訳ではなく自由に座ってよいのだ。

　ちなみに私の両隣にはだいたいメアリとソフィアが座って、後ろにジオルド、キース、アランと座っている。

　本日の午前もいつものように教室で座学だったのだが……私のせいで具合を悪くさせてしまったキースの様子が気になって全然、集中できなかった。

　まぁ、そうでなくても座学の時間はいつも眠くなるので、ほとんど集中できた例しはないが。

　そうして始めの授業がようやく終わり休憩時間となった。

　すぐに、キースの様子を確認すると、もうすっかり顔色も戻っていたのだが。

「そもそも、敵のその鈍さと頓とん珍ちん漢かんさを甘く見ていたことが原因だから……これからはもっとどんどん押していくことにする」

　と私の手を握りながら、その綺き麗れいな顔をぐっと近づけ、そんなよくわからない宣言をしてきた。

　とりあえず、具合がよくなってくれて一安心だ。

　しかし……ただでさえ、異様にモテるのに、軽々しく女子の手を握りしめて顔を近づけるなんて、なんて危険な子なのだろう。義姉あねの私だからよいが……。

　こんな調子だとまた純情な女の子たちをむやみに誑たぶらかしてしまうではないか！

　今日は私のせいで具合を悪くさせてしまったばかりだから言えないけれど、あまりこんなことが続くようなら姉としてしっかり注意せねばなるまい！




　それにしても……本当に主人公マリアさんの魅力はすごいな。

　まさかこんな数日で、もうジオルドの興味を引き、キースを魅了してしまうなんて……。

　本当にさすがだ。想像以上である。

　これはもう一度、きちんと作戦を立てた方がよさそうだ。







　そうしてその夜、私は寮の自室にて作戦会議を決行した。

　では、カタリナ・クラエス破滅エンド回避のための作戦会議を開幕します。

　今回は副題に『～主人公マリアさんの魅力がすごいので～』を入れたいと思います。

　議長カタリナ・クラエス。議員カタリナ・クラエス。書記カタリナ・クラエス。

『では、皆さん意見をお出しください』

『はい』

『はい。では、カタリナ・クラエスさんどうぞ』

『副題にもありますが……主人公のマリアさんが想像以上に魅力的です！　すでにジオルドの興味を引き付け、キースを魅了しているようです！』

『そのようですね。さすが主人公さんですね』

『でも、ジオルドはまだ魅了された訳ではないのでは？』

『あの何にも関心なさそうな、ジオルドが興味を持ったんですよ。もう魅了されるのも時間の問題ですよ』

『そうですか？　確かにゲームでのジオルドはそうでしたけど、実際のジオルドは結構、色んなものに関心あるようだけど、畑のことも詳しくてアドバイスをしてくれるし、お菓子にも詳しくて色々持ってきてくれるもの』

『……確かにそうね。でも特定の人に興味を持ったのは初めてじゃないですか？　だって、ジオルドときたら、いつもカタリナのことばかりで、彼の口から気になる女の子の名前とか聞いたことないもの！』

『そうね、そう思うと初めて興味を持った女の子であるマリアさんに惹かれるのも時間の問題かもしれないですね』

『本当に、マリアさんはすごいですね』

『このぶんならアランやニコルもすぐにマリアさんに魅了されてしまうでしょうね』

『そうですわね……』

『……果たしてそうでしょうか？』

『え!?　どういうことですか？』

『確かに主人公のマリアさんはゲーム通りなら勉強もできて魔力も高くて、おまけにすごい美少女だけど……それならメアリやソフィアだって全然、負けてないわよ！』

『『!?』』

『アランやニコルのライバルキャラである二人は、頭もいいし魔力も高いし二人ともマリアさんに負けないくらいの美少女なんだから！　マリアさんだってそう簡単には勝てっこないわ！』

『その通りね！　あんなに魅力的な二人がそう簡単に負けたりしないわよね！』

『そうよ、二人が簡単に負けっこないわ！　負けるとしたら、頭も魔力もしょぼいカタリナくらいよ！』

『そうね。負けるとしたらカタリナくらいだわ。それなら、良かったわ』

『そうね、良かったわ』

『…………………ってちっともよくないでしょう!!　カタリナが負けたらだめじゃないですか!!　破滅エンド一直線じゃないですか！』

『本当だわ!?　カタリナ負けたらだめだったわ！』

『……確かに、負けたらだめでした……でも、皆さん。冷静に考えてみてください。頭がよくて魔力も高い美少女に、頭も魔力もしょぼい悪役顔の女が勝てると思いますか？』

『…………』

『…………』

『………は、畑を作りましょう！　この間読んだ『農業のすすめ』に『農業とは経験の積み重ね』と書いてありましたわ。国外追放後、農民として立派に生きていくためにも、やはり学園にいる間も畑作業を怠おこたるわけにはいかないわ！』

『そうですわね！　それにジオルドが恋の邪魔になると切りかかってきた時に、動揺させるために彼の苦手なヘビに似せて作った玩具おもちゃも、いざという時にちゃんと投げられるように練習しておかなくては！』

『後は、先生からオッケーを貰ったとはいえ、剣の訓練も怠らずに続けましょう！　ジオルドを動揺させても、剣をかわさなきゃ終わりなんですから！』

『そうですわね！』

『では、明日から学園にお願いして畑を作りつつ、ヘビの玩具を投げる練習と、剣の訓練を続けるということでよろしいですかな』

『『はい』』

　こうして、カタリナ・クラエス破滅エンド回避のための作戦会議は終了した。

　特に新しい案がでることもなく……。

「朝になったら、学園の先生に園内で畑を作らせて貰えるようにお願いしに行こう」

　そうして私は、実家より少し小さめのベッドにもぐり眠りについた。







　数日後、授業を終えた私は、ほとんど人は来ないであろう学園の敷地の隅っこで、土を掘り返している。

「お嬢様、これは花か壇だんなのですよね？」

　アンが怪け訝げんな顔でそう尋ねてきた。

「ええ、そう花壇よ。アンとキースが畑は絶対にダメだって言うから、花壇にしたんじゃない」

　そうなのだ。私はもう畑を作る気満々だったのに「公爵家令嬢が自分の家の敷地内ならまだしも、学園内で畑作りはだめだろう」とキースとアンに大反対されたため、「じゃあ花壇で」と妥協し、学園にも「花壇を作ります」と届けでた。

　貴族の趣味としての園芸は意外と一般的らしく割とあっさり許可もおりた。

　だから、私はこうして花壇を作っているのだが……アンがさらに怪訝そうな顔を向けてくる。

「しかしお嬢様、私にはそこに並べてある苗がどうしても花には見えないのですが……」

「アンったら、何を言っているのよ。これはちゃんと花よ。こっちはきゅうりの花が咲くし、こっちはナスの花が咲くのよ」

「……お嬢様、つまりは私の見間違いではなく、間違いなくそれは野菜の苗なのですね」

「そうね、確かに最終的には野菜が実るけれど……その前にはちゃんと花が咲くわ！」

　そう言って胸を張る私を見て、アンが深いため息をつく。

「どうりですぐに納得されたと思ったら……」

「もう、こうして苗も取り寄せてしまっているし、いいでしょう？」

　そう言って上目づかいでアンを見つめれば、彼女は再び深いため息をついた。

「……わかりました。ただ、他の生徒の方々や、学園の方には、畑だとばれないように気をつけてくださいね」

「ありがとう！」

　やった～～！　アンに許して貰えた。

　後はキースを説得できれば、もう文句を言う人はいないはずだ。

「……それにしても、お嬢様、その鍬くわと作業着にどうも見覚えがある気がして仕方ないのですが……」

「ああ、これ？　見覚えがあって当然よ。だってずっと家で使っていたものだもの」

　私がそう言うと、アンがひどくげっそりした顔をする。

「……やっぱり。しかし、お嬢様、私の記憶が正しければ、その作業着と鍬は確かにクラエス家のお屋敷においてきたはずなのですが……」

「そうなのよ！　せっかく私がちゃんと荷物に詰めたのに、アンったら荷物から抜いておいてきてしまうんだもの！　仕方ないから、わざわざ家から庭師のトムじいちゃんに届けてもらったのよ！」

「……トムさん、まさかの裏切り……」

　そう呟いたきり、静かになったアンを横目に私はせっせっと鍬を動かした。

　家の畑に比べればこぢんまりした畑だが、日々の授業があるため、あまり畑にばかり時間もとれないので頑張らなくてはならない。

　その後、だいぶ小言を貰ったがなんとかキースの説得にも成功した。

　ちなみに友人たちにも畑の存在はすぐにバレた。

　畑を耕す私を見て、アランは「まさかこんな所にきてまでこんなことするなんて」と腹を抱えて爆笑し、ジオルドはそんなアランの横でひたすら俯うつむいて肩を震わせていた。

　メアリとソフィア、ニコルは、最初は驚いていたが、「必要ならまた、お手伝いします」と言ってくれた。

　乙女ゲーム終了まであと一年、破滅フラグを乗り越えるために私は日々、一生懸命に畑を耕す。







　魔法学園に入学して数週間がたち学園での生活にもだんだんと慣れてきた。

　座学の授業なんかは、家で家庭教師につきっきりで教えられるものよりも緩ゆるい感じなのでむしろ楽ちんだ。ただその分、多少、居眠りがひどくなってしまってはいるが。

　魔力の実技授業も、それぞれの専門の魔力を持つ先生が色々な魔法を教えてくれるので面おも白しろい。

　まぁ、それでも私は相変わらずの『土ボコ』しか使えないのだが。

　他の生徒たちも私の身分が高いためか、さすがに気安く声をかけてはくれないが、皆、親切にしてくれる。

　例外は私がジオルドと婚約していることが気に食わない令嬢たちだ。

　彼女たちは、よくすれ違いざまに憎まれ口を叩たたいてきたり、睨にらみつけたりしてくる。

　特に私がジオルドと婚約する前に、一番の婚約者候補だったという令嬢にはかなり目の敵かたきにされている。

　すれ違うたびに「とてもジオルド様に釣つり合わないわ」的なことをいつも言われている。

　しかし、まぁ、憎まれ口と睨まれるだけなので特に実害はない。

　そんな風にそれなりな学園生活を送っていた先日、ついにゲームシナリオにもあった入学した生徒の実力を測るための学問と魔力のテストが行われた。

　学問は主に国の歴史などこれまで家庭教師に教わったものの復習、魔力はそれぞれが使える最大の魔法を魔術教師の監視の元、発動させるというものだった。

　そしてテストが終わり、結果が貼はり出されると――キース、ジオルド、アラン、メアリ、ソフィアと、私の義弟と友人たちがほぼ上位を独占する結果となった。

　さすが私の義弟に友人たちだ。ほんとうに素晴らしい。

　そして、そんな友人たちと同じく上位入りを果たしたのはもちろん、ゲーム主人公のマリアだった。

　平民である彼女は、貴族である私たちのように専属の家庭教師をつけて勉強してきたわけではなく、普通に近所の学校に行って学んでいただけのはずだ。

　それなのに、他の貴族の子たちを抜いて上位に食い込むとはさすが主人公である。

　ちなみに私の順位はというと……安定の平均すれすれである。平均万歳、よく頑張ったと自分を褒ほめてやりたい。

　そういえば、この学問テストの順位がゲームのシナリオ通りに、ジオルド、マリア、アランの順だったわけで……ゲーム通りならば、この事実を受けアランが自分より上位だったマリアに絡んでいくはずだったのだが……。

「別に、勝ち負けにこだわってないからな。人には向き不向きがあるんだから、いちいち気にしていたって仕方ないだろ」

　となんでもない顔でそう言ったアランはその言葉通り、マリアに絡みにいく様子をまったく見せず。

　それどころかまったくマリアとは関係ない話を私に振ってきた。

「昨日、バイオリンの練習をしていたら『学園内でも演奏会をしたらどうか』と教師に言われたのだが……どう思う？」

「それはいいですね。学園に入学して、アラン様の演奏会が減ってしまうと悲しんでる方は多いですものね」

「……お前は、お前も聴きたいか？」

「え、はい。もちろん。私もですわ」

「そうか、じゃあ、演奏会をすることにしよう」

　そう言って、学問のテストで負けてしまったことを悔しがる素振りなどまったく見せず、むしろなんだか、嬉うれしそうな顔で去っていった。

　このように、ちょっとゲームとは違うこともあったが、ゲーム通りのこともあった。

　それは、生徒会メンバーの選抜である。

　生徒会それは『生徒の自治活動により学園生活の改善と充実を図る』という大義名分の元に学園創立と共に、作られた組織である。

　まあ、その実際の活動は、先生方の授業の手伝いから生徒間のトラブルの処理などと……雑用係みたいなものなのだが……。

　この生徒会は、前世で私が通っていた学校のように立候補して、選挙するという方式ではない。今回のテスト結果の上位者がもれなく強制で任命されてしまうものなのだ。

　強制なんて、なんだか少し気の毒にも思えなくないのだが……。

　この生徒会に選ばれることは優秀だという証であり、とても名誉なこととされているため、だいたい皆、喜んで引き受けるのだそうだ。

　そして選ばれた人たちは学園生徒の憧あこがれの的となるのが常なのだそうだ。

　そういうことで、このテストで上位を独占した義弟に友人たち、それに主人公のマリアは、もれなく全員、生徒会のメンバーとなったわけだ。

　まったく、ゲーム通りだった。

　まあ、強しいて違いを言うなら、義弟と友人たちが「カタリナ（様）も一緒が良い」的なことを言って先生方を少し困らせたらしい。

　皆が生徒会に入ってしまうと、私が独りぼっちになってしまうのできっと優しい彼らはその辺のことを考慮してくれたのだろう。

　ちなみにメイドのアンは基本的に寮での生活をサポートするだけなので、学舎では一緒にいないのだ。

　それでも、放課後の畑仕事には「お嬢様だけでは何をしでかすかわかりませんので」とぴったりとついてくるのだが……。

　友人たちにそんな風に心配してもらえて嬉しいのだが、私は皆と一緒にいるのもとても楽しくて好きだが、一人で気ままにブラブラするのも嫌いではないのでさほど問題はない。

　とそのようなことを説明したのだが……。

　気がつけば、基本的に生徒会メンバーしか入れないことになっている生徒会室への入室許可が特例でおりて、ちょいちょいと半ば強制的に招かれるようになった。

　どうやら、義弟と友人たちが何かしたみたいなのだが……聞いても、うまい具合にはぐらかされるため真相はいまだ不明だ。







　そうしてなんやかんやで、私はたびたび生徒会室にお邪魔しているわけなのだが……。

「どうぞ、カタリナさん」

「あ、ありがとうございます」

　そう言って、笑顔で私にお茶を差し出してくれたのは、二年生で生徒会、ひいては学園生徒のトップ的な存在である生徒会長だった。

　鮮やかな赤毛に灰色の瞳で子犬のような愛らしい雰囲気を持つ彼は、他のメンバーに引けをとらない美少年だ。

　ちなみに副会長は『魔性の伯爵』ニコルがやっている。

　生徒会は学力と魔力の高さで選ばれているはずなのだが……ここの人たちを見ていると顔も基準に入っているのではないかと思ってしまう。

　ただ、一年の選抜生徒会メンバーが七名なのに対して、二年のメンバーはこの会長と副会長のニコルだけだ。

　会長の話によると、初めは今年と同じ七名が選ばれたらしいのだが、ニコルをめぐってあれやこれやのいざこざが起こり、皆、辞めてしまったり、通ってこなくなってしまったらしい。

　会長だけは自身も美少年だからなのか、ニコル耐性があり大丈夫だったそうだ。

『魔性の伯爵』の魅力、恐ろしすぎる。

　そんな訳で、カツカツだった生徒会に……ニコルに耐性を持っている一年生たちが入ってきたことに会長は、それは喜んでいるようだった。

　そのためなのか、生徒会に関係のない私が友人たちに引きずられ、頻ひん繁ぱんにやってきても少しも嫌いやな顔をすることもなく、こうして親切にお茶まで出して迎えてくれるのだ。

　そうして快く迎えられているお蔭かげで、私もかなり生徒会に入り浸るようになってしまっている。

　まぁ、ほぼ私を心配した優しい友人たちにより引っ張られてきているのだが。

　そうして入り浸っていれば、友人たち以外の生徒会のメンバーとも自然と関わりが出てくる訳で。

「クラエス様、よろしかったらこちらもどうぞ召し上がってください」

　会長に淹いれて貰ったお茶を啜る私にお菓子を勧めてくれる美少女に、私は思わずドキリとなる。

「あ、ありがとう。キャンベルさん」

　私がお礼を言うと、美少女、マリア・キャンベルはにっこりと微笑ほほえんだ。

　そうなのだ。生徒会室に入り浸るうちに、私は主人公のマリアちゃんともそこそこに、関係を持つようになり、生徒会室にくればこうして笑顔でお菓子を勧めて貰えるくらいには親しくなっていた。

　そうして、私は今までゲームの主人公としてしか認識していなかったマリアちゃんという人物を知ることとなったのだが……。

　マリア・キャンベル……はたしてその正体は―――優しくてすごくいい子だった。

　それはもう仕事もできれば、気づかいもできる素晴らしいお嬢さんなのだ。

　そして、そんなになんでもできるのに、驕おごることもなく謙虚な姿勢で、もう本当に魅力的で素敵な女の子なのだ。

　なんでゲームのカタリナはこんないい子をあんなに目の敵かたきにしていじめ抜いたのか……と戸惑うほどだ。

　きっと、攻略対象である友人たちも徐々にマリアちゃんの魅力に惹かれているのだろうなー。

　そんなことをぼんやり考えながら、いただいたお菓子を口に放り込む。

　む!?　このお菓子なかなか美味しい。

「このお菓子、美味しいですね」

　差し出してくれたマリアちゃんにそう言うと、こんな返事が返ってきた。

「とても美味しいですよね。学園の生徒さんが生徒会への差し入れでくださったものなんですよ」

　おお、差し入れでしたか。

　この学園では生徒会は生徒たちの憧れの的であるため、差し入れもかなり入るらしい。

　しかも、この学園の生徒には高位の貴族が多数なので、差し入れのお菓子もいちいち高級そうだ。

　あ、お菓子といえば……。

「キャンベルさんはお菓子を作ってこないの？」

　ゲームの中のマリアの趣味はお菓子作りだった。そこで、生徒会にも何度か手作りのお菓子を差し入れていた。

　高級菓子とはまた違った手作りの素朴で美味しいお菓子が、攻略対象たちのお腹とハートを鷲わし掴づかみにしていたはずだ。

　その手作りお菓子のイラストはとても美味しそうで、前世の私はあまりの食べたさに思わずコンビニに似たようなお菓子を買いに走ったものだった。

　そうして、画面越しに焦こがれていたマリアの手作りお菓子……今なら、本物を食べることができる！

　――という下心満載の質問だったのだが。

「……え」

　マリアちゃんが固まってしまった。

　もしかして「お菓子を作ってきなさいよ」的な脅おどしに聞こえてしまったか!?

　私は弁解しようと慌あわてて口を開く。

「あ、いえ、あのね。別に無理に作ってこいというわけでは……」

「……あの、なぜ、私がお菓子を作ることを知っていらっしゃるのですか？」

　あ、そっちか。確かにマリアちゃんは自分から「お菓子作っているよ」と公言していない。

　ゲームでも、初めはこっそり食堂の調理場の隅を借りて自分用にちょっぴり作って食べていただけだったはずだ。

　好感度が上がってきた攻略対象と打ち解けると、その話題が出てきて「じゃあ、僕（俺）にも作ってきてよ」となるんだった気がする。

　でも、マリアちゃんのこの反応だとまだ、誰ともそんな話はしていない感じだ。

　う～ん。まさか『ゲームで作っているのを見た』とか言えないし……。

「え～～と、そ、その、食堂の料理人にそのような話を聞いて……」

「……そうですか」

　ややしどろもどろになった言い訳だったが、とりあえずマリアちゃんは納得してくれたようで、ほっとひと安心だ。

「……確かに食堂の調理場をお借りして自分用に少しお菓子を作っていますが……でもそれは、とても皆様にお出しできるほどのものではないので……」

　テーブルに置かれた高級菓子を見ながら、マリアちゃんが困った顔をした。

　確かに、ここに並ぶのは高級店で購入された菓子ばかりで、素人しろうとの手作りのものはない。

　なぜなら、この国の貴族たちは女性であってもほとんど料理をしないのだ。基本、料理は雇われている料理人たちの仕事とされているからだ。

　ちなみに由緒正しき公爵家令嬢である私もお菓子はもちろん料理も作れない。

　そもそも、クラエス家において、私は調理場の立ち入りを禁止されていた。

　前世の記憶が戻った頃には、何度か入ってその辺の食材をつまんだり、謎のスパイスを舐なめてみたり、庭に生えていたキノコを調理してみようとしたりなどしていたのだが……そのうち「調理場は刃物や火など危険なものが多いので、大切なお嬢様が怪我をされたら大変ですから」と料理長に言われて、入れて貰えなくなったのだ。

　まったく箱入りお嬢様も大変だ。

　まぁ、ようするに貴族令嬢は自分で料理はしないので、生徒会に差し入れられるお菓子はすべて専門の料理人が作ったものなのである。

　なのでマリアちゃんとしては、そんな中に素人の手作りお菓子は持ってきにくいということなんだろうけど……。

「私、料理人の高級なお菓子も好きだけど、手作りお菓子もとても好きなの」

「え、クラエス様が手作りのお菓子を召し上がるのですか？」

　マリアちゃんがとても驚いた顔をする。

「ええ。屋敷のメイド頭がしらが、お菓子作りが趣味で、よくおすそわけを貰っていたの」

　料理人が作ってくれるお菓子や高級店のお菓子は見た目も凝こっていて美味しかったが、メイド頭の作ってくれた素朴なお菓子もとても美味しかった。

　だから、クラエス家をはなれてあのお菓子が食べられなくなってしまいとても残念だった。

「学園にきて、あのお菓子の味が恋しくて、もし迷惑でなければキャンベルさんが作っているものをちょっぴりでいいので分けて貰えたら嬉しいのですけど、材料費もあるでしょうから、お金もちゃんと払わせて貰うから」

　どうか、あの最高に美味しそうなお菓子を私に……と悪役顔にせいいっぱいの笑顔を作り必死におねだりする。

　そんな私の必死な様子にほだされてくれたのか……。

「とんでもない！　お金なんていりません！　材料だって学園の調理場で余ったものをいただいているだけなので！　………本当に素人の趣味で作っているだけのものですので、クラエス様のお口にあうかどうかわかりませんが……近いうちに作って持ってきますね」

　マリアちゃんはそう言ってくれた。

「ありがとう！」

　こうして、私は、念願のマリアちゃんの手作りお菓子をいただける約束をとりつけることに成功したのだった。







　マリアちゃんから手作りお菓子をいただけるという約束をとりつけた翌日の放課後、畑作業のために寮で着替えをすべく一人、寮への道を歩いていた。

　ちなみに義弟と友人たちは生徒会の仕事で生徒会室に集まっているが、今日は、屋敷の庭師のトムじいちゃんから届けてもらった特製の肥料を早くまいてしまいたかったので、友人たちに引っ張られる前に早々に退散してきたのだ。

　そうして、寮に向けてトコトコ歩いていたのだが……『ぐ～ぐ～』とお腹が壮大に鳴り始めた。

　今日の昼は次の時間の授業の課題を忘れ、キースに小言を言われながら写させて貰っていたので、昼食を十分に食べることができなかったのだ。

　ひと仕事する前に、アンに何か食べるものを準備してもらおう。

　そんなことを考えていると……犬並と自負する嗅きゅう覚かくがなにやら、とても香ばしく美味しそうな匂いをとらえた。

　思わずフラフラと匂いに誘われ、道から少し外れた林の方へ向かうと。

　そこにはマリアちゃんと、おそらく学園の生徒であるのだろう数人の令嬢が立っていた。

　まるで、マリアちゃんを囲むように並んだ彼女たちはその煌きらびやかなドレスからおそらくそこそこに位の高い貴族の令嬢であることがわかる。

　そして、そんな令嬢たちに囲まれたマリアちゃんの腕にはハンカチのかかったバスケットが抱えられており……この香ばしく美味しそうな匂いはそのあたりから漂ってきていた。

　ということは！　あれは、まさかお願いしていた、手作りお菓子ではないのか！

　昨日、約束したばかりなのに、もう作ってきてくれたのね。なんていい子なのかしら！

　感激した私が、こちらに気づいていないマリアちゃんと令嬢たちに駆け寄っていこうとした……まさにその時だった。

『バシン』と大きな音が林に響いた。

　マリアちゃんを囲んでいた令嬢の一人が手を大きく振り上げた。そしてマリアちゃんの持っていたバスケットを地面へと叩き落としたのだ。

　そうして、叩き落とされたバスケットから、おそらくマリアちゃんの手作りであろうお菓子、マフィンのようなものがコロコロと転がり落ちた。

「光の魔力を持っているというだけでチヤホヤされて、いい気になっているんじゃないわよ！　こんな平民が作った貧相なものを生徒会の方々に食べさせようなんて、不相応にもほどがあるわ！」

　バスケットを叩き落とした令嬢はそう言うと、今度は地面に落ちてしまったお菓子をあろうことか、踏みつけようとしたではないか!?

　ちょっと、私のお菓子になんてことを～～!!

「やめなさい！」

　私はそう叫ぶと令嬢たちとマリアちゃんの間へと入った。

「……カ、カタリナ・クラエス様……」

　今、まさにお菓子を踏みつけようとしていた令嬢はもちろん、マリアちゃんの周りを囲んでいた他の令嬢も突然の私の登場に目を丸くした。

「あなたたち、一体何をしているの！」

　マリアちゃんがせっかく私のために作ってきてくれたお菓子になんてことをするのだ！

　私はギロリと令嬢たちを睨んだ。

「……ひっ」

　令嬢たちが途端に青くなった。

　だてに悪役顔はしていない。こうして睨みをきかせばその効果は倍増だ。

　私のお菓子をだめにしようとしたその罪、許し難がたし！

　私は持てる目力を駆使し、さらに鋭い目つきを令嬢たちに向ける。

　そんな私の怒りを感じとったのであろうご令嬢たちは……。

「申し訳ありませんでした」

　と青い顔で頭を下げると我先にと淑しゅく女じょにあるまじき猛ダッシュで去って――いや、逃げていった。

　……うん。今日も悪役面づらの効果は絶好調である。

　それにしても……私は地面に転がったマリアちゃんの手作りお菓子に目を向けた。

　落ちた地面が芝生だったため、土もほとんどついていないようだ。

　私はまずバスケットを拾い、その中に落ちたお菓子を入れていく。

　すると、先ほどと変わらずいい匂いのするそれが空腹であるお腹を刺激し……我慢ができなくなった私はついそのお菓子に手を伸ばしてしまった。

　そして、パクリと口に頬張った。

「……美味しい」

　それは、今まで食べてきた数々のお菓子の中でもかなり上位に入るほどの美味しさだった。

　これ、美味しすぎる！　なんだこのまろやかな口触り、そしてこの甘すぎもせず、物足りなくもない絶妙な甘さ加減がたまらない。

　その、あまりの美味しさにお菓子に夢中になった私は……気がつけばバスケットに拾ったすべてのお菓子を完食してしまっていた。

　そして「ふう、満腹満腹」と顔を上げた私を――マリアちゃんが驚きょう愕がくの表情で見つめていた。

　し、しまった～～!?　つい、調子に乗ってマリアちゃんの手作りお菓子を全部食べてしまった～～。それなりに数があったから、多分、生徒会の皆の分もあったのだろう。

　というか、もう私に作ってきてくれたんだと思いこんで食べちゃったけど……そもそも、私へのお菓子じゃなかった可能性もあるわけで……これはやばい！

「あ、あの、つい調子に乗って全部食べちゃって……ごめんなさい」

　私は大慌てでマリアちゃんに頭を下げた。

　するとマリアちゃんがどこかオドオドしたように言った。

「あ、いえ。それは構わないのですが……あの地面に落ちてしまったものでしたので……」

　ああ、なるほど、そっちね。

「あなたに作ってきたものじゃないのに」とか言われなくて良かった～～。

「落ちたのは芝生の上だったし、ほとんど汚れてなかったから問題ないわよ」

　すぐに拾って食べたのだし、三秒ルール的にもセーフである。

　私はそう言って胸をはる。

「……そ、そうですか」

　マリアちゃんがなんだかちょっぴり困ったように笑った。

　それにしても。

「キャンベルさんは本当にお菓子作りが上手なのね。とても美味しかった」

　そう、マリアちゃんの手作りお菓子は私の期待をはるかに超えるほど本当に美味しかったのだ。

　あのまろやかな口当たりに、あの絶妙な甘さ、もうそこら辺のプロの料理人にまったく、劣らない素晴らしい出来栄えなのだ。

　というような感想を私が熱く語るとマリアちゃんは。

「……ありがとうございます」

　とほんのり頬を赤く染めて恥はずかしそうに笑った。

　その可愛さに思わずドキドキしていると……学舎の方からジオルドがやってきた。

　なんでも、本日は生徒会の会議なのだが、いつまでたってもやってこないマリアちゃんが心配になり、探していたらしい。

　バスケットを抱えこみしゃがみこむ私と、頬を赤くして立ち尽くすマリアちゃんに、ジオルドはなんだか怪訝な目を向けたけれど……マリアちゃんが「偶然、カタリナ様にお会いして、お話をさせていただいていたんです」とごまかしてくれた。

　ここで「クラエス様が皆さんに作ってきたお菓子を全部食べていました」とか言わないでくれてありがとう。

　そんなことが知れたらまた「人の分までお菓子を食べるなんて、令嬢としてはしたない」とジオルドやキースに怒られるところだった。

　そうして、無事にマリアちゃんを見つけたジオルドは、彼女を連れて生徒会室へと戻っていった。

　なぜだかついでにと、私も引っ張って行かれそうになったのだけど、今日は畑に肥料をまいてしまいたかったので、丁重にお断りさせて頂いた。

　そうして、お腹も満たされた私は、寮で作業着に着替えると畑へと向かった。







　それにしても、マリアちゃんがあんな風に嫌がらせを受けていたなんて……。

　私は畑作業をしながら、先ほどのことを思い出していた。

　平民でありながら、特別な光の魔力を持っており成績もよく、顔も性格もいい。

　おまけに学園の憧れである生徒会のメンバーにも選ばれた。

　そんな学園の羨せん望ぼうの的であるマリアちゃんは……プライドの高い貴族たちにとっては嫉しっ妬との対象なのだろう。

　だからこそ、あのように絡んでくる者たちが出てくるのだ。

　そもそもゲームでは、あのように主人公に絡んで嫌がらせをする役割はほとんどカタリナがこなしていたのだが……いまはそれがない。

　それでもこの学園は、爵位がありプライドも高い貴族であふれている。

　たとえ、カタリナが率先して主人公をいじめなくても、第二、第三のカタリナが次々に出てきてしまうのだろう。

　それにしても、マリアちゃんがせっかく作ってきてくれたお菓子をあんな風にするなんて、本当にひどい子たちだ。もう少しで食べられなくなるところだった。

　もう、本当にゲームのカタリナみたいじゃないか！

　プライドが高くて意地悪……あれ？　ゲームのカタリナ？

　そういえば、ゲームのカタリナがまさに今日のように、マリアちゃんに嫌がらせをするシーンがあった気がする。

　マリアちゃんが生徒会の皆のために作ってきたお菓子を持って、生徒会室に向かうところに絡んできて、そのお菓子を地面に叩きつけ、あろうことか踏みつけようとする。

　そんな窮地に攻略対象であるジオルドが颯さっ爽そうと現れ、悪役令嬢カタリナとその仲間たちを華麗に撃退するのだ。

　そして、彼は地面に落ちたお菓子を拾って口に入れて「とっても美味しいですね」と優しくマリアちゃんに笑いかけるのだ。

　もう、普段の腹黒ジオルドとは違う、その優しい笑顔に画面越しにだいぶ興奮したものだった。

　そうか、今日のあれはあのイベントだったのか……悪役令嬢がカタリナじゃなかったから全然、気がつかなかった。

　そう考えれば、後からジオルドがやってきたのも納得だ。だって、ジオルドのイベントだったのだから。

　そうかージオルドのイベントだったのかー。

　ん？　ということは私、ジオルドのイベント横取りしちゃった!?

　だって本来、ジオルドが止めるところをつい私が止めちゃったし、ジオルドが追い払う予定だった令嬢たちも私が悪役面を使って追い払っちゃったし……。

　おまけに、ジオルドが食べて最高に素敵な笑顔を見せるはずだったお菓子を、彼が来る前にすべて私の腹に収めてしまった……。

　うわー、ジオルドごめんなさい。大切な友人の恋のイベントを横取りしてしまったよ……。

　これじゃあ、マリアちゃんとジオルドの恋が進展しないよ。本当に申し訳なかった。

　……あれ？　もしかして進展しない方がよくない。

　だって、ジオルドとマリアちゃんがうまくいってしまうと、もれなくカタリナが破滅してしまう訳だから……。

　むしろ、よくやったじゃないか私！　えらいぞ私！　いとせずに破滅フラグへの道を遠ざけていたなんて、素晴らしい！　よ～し。じゃあ、この勢いに乗ってどんどん頑張るぞ！

　そうして決意も新たに、私はトムじいちゃんに送って貰った特製肥料を畑にまき始める。

　しかし、あまりに調子に乗って多量にまきすぎ……その後、アンに小言を言われながら一緒に回収作業に明け暮れた。







『ジオルドのイベントを横取りしてしまった事件』から、数週間がたった。

　なんだか、あの事件から前よりマリアちゃんと仲良くなれた気がする。

　あれからマリアちゃんは、よく私のためにお菓子を作ってきてくれるようになった。

「どうぞ、クラエス様」

　と笑顔で差し出される最高に美味しいお菓子は、私の足を自然と生徒会室へと向かわせる。

　そして、マリアちゃんの手作りお菓子と生徒会長に淹れて貰ったお茶をいただくという、他の生徒が知ったら嫉妬で呪われそうな贅ぜい沢たくな日々を過ごしている。

　マリアちゃんのお菓子もたまらなく美味しいが、会長も貴族の子息とは思えないほどお茶を淹れるのが上手なのだ。

　会長の淹れてくれたお茶はなんだかとても優しい味がするのだ。

　ちなみに、会長はニコルたちとは遠縁の親戚で子供の頃に何度か顔を合わせたことがあったらしい。つまりが、それがニコル耐性になっているらしかった。

　そして、最近知ったのだが……そんな会長はその子犬のような愛らしい雰囲気からは想像できないくらい優秀な人物らしい。

　我が国の宰さい相しょうの息子であるニコルもかなり優秀なのだが、会長はさらにその上をいくらしく学問の成績も魔力も学年トップだとかで、本当にハイスペックな人なのだとか。

　ニコニコとお茶を出してくれる様子は、なんだか年上なのに可愛らしいと感じてしまうくらいなのに驚きだ。

　しかし、そんな話を聞いて改めて、生徒会室での彼の働きっぷりを見れば、その作業がすごく早いことに気がついた。

　机での書類さばきの早いこと早いこと、ニコニコと穏やかな笑顔とのギャップが半端ない。

　そんな優秀で愛らしい会長であるため、やはり私の義弟や友人たちと同じように凄すさまじい人気者だとか。

　愛好会という名のファンクラブの会員数もニコルに匹敵するらしい。

　そこまで聞いて……果たして昨年の生徒会に選ばれた他の役員たちが、魅了されたのは本当にニコルだけだったのかと疑問に思ってしまう。

　ゲームでは脇役でしか出てこなかったはずの会長なのに、こうして実際に関わるとなんだか攻略対象でもおかしくないほどの人物である。

　そう思うと、それほどの人にお茶を淹れて貰い、さらにおかわりすら淹れて貰っていると、他の生徒たちに知られたら本当に呪いでもかけられそうな気がする。

　生徒会室が生徒会以外立ち入り禁止で良かった。

　そんな風に、友人たち以外の生徒会のメンバーともだいぶ仲良くなってきている私だが……それでも、やはり生徒会室を出るとさほど接点がないのが現状だ。

　会長とは学年が違い授業も別なので、そこは仕方がないとしても、マリアちゃんは同じ学年で授業だって一緒だし、もっと生徒会以外でも仲良くしたいと思っているのだが……。

　なんとなく、生徒会室以外では距離を取られている気がする。

　まあ一応、私たち義姉弟と友人たちは、まさに国の最高峰な身分な訳で……マリアちゃんだけじゃなく、他の生徒たちもそれなりの身分の人じゃないとそんなに親しげによってきてはくれないのだが……。

　ゲームのマリアも初めのうちは生徒会以外では攻略対象ともそんなに親しくしていなかった。ゲームが進んで攻略対象たちの好感度が上がると、彼らの方からぐいぐいとマリアに接近していき、そして生徒会以外でも彼女と共に過すようになるのだ。

　しかし、現時点で特にマリアちゃんと急接近している攻略対象はいないように見える。

　皆、普通に親しくはしているが、マリアちゃんに夢中という感じの人はまだいない気がする。

　むしろ、今の時点なら、すっかりマリアちゃんのお菓子の虜とりこになっている私が一番、マリアちゃんへの好感度が高いんじゃないかとも思うほどだ。

　そんな訳で、誰もマリアちゃんにグイグイ行ってくれないのだ。

　そうして現在、生徒会室以外では一人で行動していることがほとんどのマリアちゃんだが……どうやら、ゲームでカタリナにされていたような嫌がらせを、他の貴族たちから受けているらしいのだ。

　私はそれをなんとかしたかった。

　そう思いながらも、どうすればよいかは思いつかなかったので、賢い義弟に相談したところ、私たちと一緒に行動すればいいのではないかというアイディアを貰った。

　なぜなら、私たちは一応、国の最高峰といっていいくらいの身分である。

　その私たちと一緒にいれば、いくら高位な貴族でもそう簡単には手出しはできないだろうというのが義弟の意見だった。

　生徒会室で課題を忘れていたことに気づき慌てる私にわかりやすいノートを貸してくれ、わからない問題を丁寧に説明してくれたマリアちゃん。

「また作ってきて」とお菓子のおねだりばかりする私に、笑顔でいつも美味しいお菓子を作ってきてくれるマリアちゃん。

　気がつけば、本来なら悪役令嬢の天敵であるはずの主人公マリア・キャンベルという女の子を、私はすっかり好きになってしまった。

　だからこそ、マリアちゃんが嫌な目にあっているのを見て見ぬふりなんてできない。

　よし！　もう行動の遅い攻略対象たちなんて待っていられない！

　自分からドンドンとマリアちゃんとの距離を詰めて、生徒会以外でも一緒にいられるようになろう！







　そう決意を固めた、数日後のことだった。

　お昼休み「今日こそはマリアちゃんをお昼に誘おう！」と決めた私はマリアちゃんを探していた。

　ちなみに私と友人たちはいつも皆で学園の食堂でご飯を食べているのだが、マリアちゃんの姿を食堂で見かけたことはない。

　ゲームの中では確か、高位貴族たちの利用者が多い食堂に気き後おくれしてしまい、寮で自分のお弁当を作って持参し一人、食べているという設定だった気がする。

　そんな情報を元に、ご飯が食べられそうなスペースを探してまわっていた私は――学舎中庭の外れぽつんと置かれた小さなベンチの脇にマリアちゃんを発見した。

　しかし、マリアちゃんは一人ではなかった。

　また、数週間前と同じように貴族の令嬢たちに囲まれていたのだった。

　だいぶ距離があったが、風が令嬢たちの声を運んできた。

「平民のくせに、少し光の魔力を持っているからって、生徒会に選ばれて、調子に乗ってるんじゃないわよ！」

「光の魔力を持っているからって特別扱いされて、それで仕方なく相手をさせられている生徒会の方々も本当にお気の毒だわ！」

「そうよ！　どうせ、学力のテストだって魔力が特別だから贔屓ひいきされたに決まっているわ！」

　マリアちゃんを囲んでいた令嬢たちが口々にマリアちゃんに罵ののしりの言葉を浴びせる。

　そして、そんな罵りが飛び交う中、おもむろに一人の令嬢が手を掲げた。

　その手には赤く燃える炎が揺れていた。

　――あれは、火の魔法!!

　あろうことかその令嬢はマリアちゃんに火の魔法で害をなそうとしていた。

　そして、炎を手にした令嬢がマリアちゃんとの距離を詰めようと足を動かす。

　このままではマリアちゃんが危ない！

　しかし、止めに入るには距離がありすぎた……こうなったら……。

「いでよ！　土ボコ！」

　私の高らかな叫びと共に、マリアちゃんの元へと歩み寄ろうとしていた令嬢の足元の土が十センチほどボコッとあがった。

　そして、その土に足を取られた令嬢はもののみごとにすっ転んで、しりもちをついた。

　よっしゃ!!　私は心の中でガッツポーズを作った。

　見たか私の長年に渡る訓練の成果、土ボコの威力を！

　そうして、しりもちをついた令嬢と、その仲間たちがあたふたしている隙すきに、私はマリアちゃんの元に駆け寄り、令嬢たちの前に立ちはだかった。

　そして、令嬢たちを悪役面で睨みつける。

「あなたたち一体、何をしているの!!　そもそも光の魔力を持っているから贔屓されてるなんて、言いがかりもいいところだわ！　この学園は完璧な実力主義であって贔屓なんて存在しないわ！」

　もし、本当に贔屓があるのだとしたら、クラエス公爵家の令嬢も平均スレスレよりは上位にあげてもらえるはずだ。

「それに、マリアちゃんは、それは努力しているのよ！　テストはその努力の成果なのよ！」

　そうなのだ。ゲームではなんやかんやで無敵の天才だと思っていた主人公マリアだったが、実際のマリアちゃんはとても努力家だった。







[image: ]







　課題を忘れて見せてもらったノートにも、勉強を教えてくれるためにひらいた教科書にもそれはそれはたくさんの書き込みがあり、マリアちゃんが普段とても努力している様子が見てとれた。

　マリアちゃんは天才なんかじゃなく、努力家の頑張り屋さんなのだ。

「それに、生徒会の皆も私もマリアちゃんが光の魔力を持っているから一緒にいるんじゃないわ！　努力家で、なんにでも一生懸命なマリアちゃんが好きだから一緒にいるのよ！」

　私は令嬢たちを悪役面で睨みつけ、悪役らしく口の端だけで笑みを作った。

「あなたたち、こんなことを続けていると――破滅するわよ」

　ゲームの悪役令嬢カタリナ・クラエスのようにね――。

　そして、その私の壮絶な悪役面に恐れをなしたと思われる令嬢たちは、またもや淑女らしからぬ猛ダッシュで一目散に逃げていった。

　ふっ、たわいもない奴らだった。

　あのような小物、この悪役令嬢カタリナ・クラエス様の敵ではないわ！　おーほほほと私は心の中で高笑いを浮かべた。

　そうして、悪役顔を大活躍させ、令嬢たちを追い払って、マリアちゃんを振り返ると――。

　なんと……ポロポロと涙を流しているではないか!?

「マ、マリアちゃん!?」

　私は慌てて、マリアちゃんに近寄り、その震えている背に手を置いた。

　あんな風に囲んで罵られ、恐ろしい魔法を使われて……きっと相当、怖かったのだろう。

　私はそっとマリアちゃんの背を撫なでた。

　そうして、しばらくその背をさすっていると……マリアちゃんがぽつり呟いた。

「……あの、クラエス様……私の名前……」

　ん、名前？　なんのことだ？　しばらく考え、そして思い当った。

　あ、そういえば、うっかり心の中の呼び名『マリアちゃん』を連呼してしまっていた。

　今まで本人には『キャンベルさん』呼びで統一していたのに……。

「あ、あの、ごめんね。いきなり慣れ慣れしく呼んでしまって……」

　慌てる私にマリアちゃんが首を横に振った。

「いえ、全然構いません。むしろ『ちゃん』付けも不要です。私のことはマリアと呼んでください」

　そう言ったマリアちゃんの一生懸命な様子が可愛すぎて、思わずにんまりしつつ、さっそく呼んでみた。

「ありがとう。マリア」

　なんだか、今までよりぎゅっと距離が縮められた気がした。

　すると、マリアは頬を赤くして嬉しそうに微笑んで。

「あの、その……もし、許していただけるなら……」

　なんだか、少し挙動不審な調子を見せた。

　そして、なんだろうと見つめていると。

「あの、私も生徒会の皆さんのように『カタリナ様』と呼ばせていただいてもよろしいでしょうか」

　なぜだか、重大な告白であるかのようにそう言った。

　私は思わずきょとんとなり。

「もちろん、好きなように呼んで貰っていいわよ。だって私たち、もう友達なのだから」

　そう言って笑うと、先ほどまで止まりそうだったマリアの涙がなぜか、また溢れてきて、私はそれを必死になだめることとなった。

　しばらくして、マリアの涙も落ち着いた頃に、いつまでも食堂に来ない私を探しにキースがやってきたので、三人で一緒に食堂に行き、いつもの友人たちと大急ぎで昼食を食べた。

　マリアの手作りお弁当を少し分けて貰ったら、お菓子に負けず劣らずとても美味しかった。

　そして、この事件から私がさらにグイグイいった成果で、生徒会以外でもマリアと一緒に過ごせるようになった。







　それにしてもまさかあんな風に魔法を使ってまで嫌がらせしてくる人が現れるなんて……。

　一日が終わり、寮でベッドに入った私は昼間のことを思い出し、ぶるっと震えた。

　あのまま、あの令嬢を止められず、マリアにあの炎が使われていたら……マリアは無傷ではいられなかったかもしれない……。

　あのように魔法で人を襲うなんて犯罪だ。あんなことを繰り返していたなら、それこそゲームの中のカタリナと同じく、罪にとわれ国外追放になるだろう。

　……そういえば、カタリナも同じようなことをやっていたわね。

　なんとなく気になってきた私はベッドからはい出ると、ここしばらく開いていなかった紙の束を開いた。

　それは、前世の記憶を思い出し、ここが乙女ゲームの世界だと気づいてから、私が思い出したゲームの情報を書き加えている、その名も『前世でのゲームの記憶を書き出した帳』である。

　そこに書かれているあるイベントが私の目にとまった。




　ある日の昼休み、カタリナはいつものように手下の令嬢たちとマリアを取り囲む。

　そして、皆で罵りを浴びせると、手下の一人、火の魔力の持ち主を使い、炎の魔法でマリアを害そうとするのだ。

　そんな危機的状況になった時、マリアの身体がひょいと宙に浮く。

　マリアは人よりだいぶ大きな土の人形に抱き上げられ守られていた。

　それは偶然にも近くに居合わせたキース・クラエスが使った魔法だった。

　キースはそうして『土の人形』を使ってマリアを安全な自分の傍そばへと運ぶ。

　ちなみにキース自身が直接、間に入らず土人形を使ったのは、嫌がらせの首しゅ謀ぼう者しゃが自分の義理の姉であるカタリナだったため、自分が出ていくとよけい面倒なことになると考えたからだ。

　そうして、助け出されたマリアはキースの元へ着くと驚きと、炎を突き付けられた恐怖から震え泣いてしまう。そんなマリアをキースが優しく慰め抱きしめるのだった。

　この時、遊び人のはずのキースがなんだか少しだけ不慣れな様子でマリアを抱きしめるのに、とても萌もえたものだ。







　これは……私、またイベント横取りしちゃった!?　しかも、今度はキースの!?

　なんてことだ！　あんなにキースに恋路の邪魔はしないと誓っておきながら、大事な恋のイベントを取ってしまうなんて……義弟よ、本当にごめんね。

　これじゃあ、マリアちゃんとキースの恋が進展しないかもしれない。

　本当に申し訳なかった……ってあれ？　もしかして進展しない方がよくないか？

　だって、キースとマリアちゃんがうまくいってしまうともれなくカタリナが破滅してしまうかもしれない訳だから……。

　むしろ、よくやったじゃないか私！　えらいぞ私！

　ジオルドの時から引き続き、いとせずに破滅フラグへの道を遠ざけていたなんて、素晴らしい！　私ってなんてすごいんだろう！

　こうして私は自画自賛を繰り返し、上機嫌で眠りについた。







　今回のことで、主人公であるマリアと親しくなったことで、大きなメリットがあった。

　それは恋の進み具合が確認しやすくなったことだ。

　なにせ、いつも一緒にいる親しい友人になったのだ。女の子同士で集まって「ね～～。あなたは誰が好きなの～～」とかいうお決まりのやつも非常にやりやすくなったのだ。

　これで、今、マリアが意中の攻略対象がわかるわ！　とはりきったのだが……。

　しかし、ことはそう思うようにはいかなかった。

　なぜなら「ね～～。あなたは誰が好きなの～～」的な質問をマリアに問うと。

「私は、カタリナ様をお慕いしておりますわ」

　と頬を染めて言ってくれるのだ。

　それはそれでとても嬉しいのだが……そういう好きではないのだけど……。

　ちなみに、このマリアの答えに対して、幼馴染の親友であるメアリとソフィアの二人も同じように――。

「私も、私もカタリナ様をお慕いしておりますわ！　それはもう誰よりも！」

「マリア様もメアリ様もずるいですわ！　私も、私もです！　カタリナ様！」

　と言ってくれる。本当に愛すべく素敵な友人たちなのだが……友よ、私は恋バナがしたいのです……。

　こうして、いつも恋バナは脱線し、なぜだか私への好意を語る大会になってしまう。

　それ自体はとても光栄で嬉しいことなのだが……結局、攻略対象との恋の進展具合も確認できないまま時が流れていく。

　ああ、人生はなかなか思うようにはいかない。

　しかし、より親しくなったために、マリアの魅力のすごさをより一層に感じるようになった。

　例えば、まるで私の好みに合わせて作ってきてくれているかのように美味しいお菓子。

　私のためにとわかりやすくまとめてノートまで作ってくれる優しさ。

　そして時々、目があうと、まるで恥じらうような可愛らしい微笑みを浮かべてくれる。

　もう、私が男だったらすっかり虜になっているところだ。

　例え、イベントの一つや二つ、偶然に横取りしたところでこのマリアのあふれ出る魅力の前にはあらがえまい。

　これは、もう他の攻略対象たちもそうとうにメロメロになっていることだろう。

　こうしてマリアと友人になりつつも、その魅力のすごさに危機を覚えた私は――。







「だから、今の感じはどうだった？　自然だった？」

　私がそう問えば、アンは眉まゆを寄せる。

「……あの、お嬢様、これは？　一体何なのでしょう？」

「何って、ヘビの玩具を自然に投げる練習よ！」

　もう、アンったらさっきも説明したのにと思いながらも、私は先ほどと同じことを繰り返した。

「……そうですね。先ほどもそうお聞きしたので、その行為自体はわかったのですが……そもそもの意味がわかりかねます」

「だから、いざという時がきたら、相手を驚かして隙を突くための練習なのよ」

「……お嬢様……その『いざという時』の意味がそもそもわかりません」

「いざという時はいざという時よ！　ほら、じゃあ、もう一回、投げるから自然だったかどうか見ていてね」

　そう言って、私は再び、ヘビの玩具をポケットにしまうと投げる練習を始める。

「そもそも……ポケットからヘビの玩具を投げるという行為自体が自然じゃないと思うのですが……」

　そんなアンのため息交じりの呟きは、懸命に玩具を投げる私には届かなかった。

　こうして、私はマリアの魅力で虜になった攻略対象によって破滅に追いやられないように、必死にヘビの玩具を投げる練習を重ねた！

　畑も少し拡大し、作物も増やす予定だ！







★★★★★★★★★







　マリア・キャンベルというのが私の名前だ。でも、私をこの名前で呼ぶ人は少ない。

　皆、私をこう呼ぶのだ『光の魔力を持つ特別な子』と。

　国の中心から少しだけ離れた小さな町で育った私が、光の魔力を発動させたのは五つの時だった。

　一緒に遊んでいた友人が転んでしまい、その拍子に足に傷ができた。ぱっくりと開いた傷はとても痛そうだった。

　治してあげられたらいいのにと思いながら、私はそっとその傷に触れた。

　すると、突然、私の手から眩まばゆい光が溢あふれでて、その光に触れた傷はみるみる消えていった。

　光の魔力は癒いやしの力、傷や病気を治す。

　しかし、当時の私にはそんなことはわからなかった。

　貴族の家に生まれていれば、ある程度、魔力について学ぶ機会があったかもしれないが……うちは普通の平民の家庭だった。

　だから、まだ学校にもあがっていない私はそもそも魔力という存在すら知らなかったのだ。そして、それは私が傷を治した友人も同じだった。

　突然、私が手から光を出し、その光に包まれた傷が消えていった。

　目の前で起こった出来事に友人は驚きょう愕がくし、恐怖した。彼女は悲鳴を上げると、私を押しのけて逃げていった。

　すっかり混乱した私は、母親が心配して探しにくるまで、茫ぼう然ぜんとその場に座りこんでいた。

　その後、やっとの思いで母親にその出来事を話すと、すぐに町の役所に連れていかれ、そして、私は国による審査を受け『光の魔力保持者』と認められたのだった。







　魔力が発動するまでの私は、どこにでもいる普通の子供だった。

　家は特別お金持ちではなかったけど、たくましく頼もしい父とお菓子作りが趣味の優しい母と幸せに暮らしていた。

　強いて特別をあげるなら、優しい母は町で一番と言われるほどの美人で、その母によく似た私は、父はもちろん町の皆にも可愛がってもらっていた。

　だけど……私が『光の魔力』を得てしまったことで、すべてが変わってしまった。

　この国の魔力保持者のほとんどが貴族であり、平民が魔力を持つことはほとんどない。

　それでも稀まれに魔力を持って生まれる者もいたが……そういった者のほとんどは貴族のお手つきになった女性が産んだ子供だったのだ。

　そのため、私が魔力を持っているとわかった時……母の不貞が疑われた。

　私が母にはよく似ていたが、父にはあまり似ていなかったことも原因だったのだろう。

　母は美しかったので……どこかで貴族のお手つきになっていたのではないかという噂うわさも流れ始めた。

　もちろんそんな事実はなかったのだが……小さな町で噂はあっという間に広がり、家族仲はぎくしゃくするようになった。

　やがて、いつも仕事が終わるとすぐに家に帰ってきて、母や私の話を楽しそうに聞いてくれていた父はあまり帰ってこなくなった。いつも笑顔だった母はすっかり無表情になり、俯うつむいてばかりいるようになった。

　あんなに好きだったお菓子作りも、まったくしなくなった。

　………私が魔力なんて持っていたから……。

　そして、変わったのは家族だけではなかった。

　あんなに親しくしてくれていた町の人たちも、気がつけばどこか遠巻きになり、それまで仲良くしていた友達も、私と一緒に遊んでくれなくなった。

　どこかの貴族の隠し子かもしれない、魔力というほとんどの平民が持たない異質な力を持つ子供。

　平穏を生きる小さな町の人々にとっては容易には受け入れられない存在だったのだろう……。

　こうして、『光の魔力』を手にした私は――皆から煙たがられ、怖がられ、避けられる存在になった。

　それでも私は……それを仕方ないことだと諦あきらめることができなかった。

　父に戻ってきて欲しかった。母に顔を上げて笑って欲しかった。もう一度、友達と遊びたかった。だから、私は努力した。

　家事を積極的に手伝い、決して我わが儘ままは言わず、勉強も必死に学んだ。

　必死に私が頑張れば、いい子にしていれば、いつかまた元のような幸せな生活に戻れるのではないかと信じて。

　そうして気がつくと『マリア・キャンベルは特別な子』と皆に一目置かれる存在となっていた。

　通い始めた近所の学校でも優秀な成績を修め、教師から賞賛された。

　それでも……相変わらず、父は家に帰ってこず、母は私から視線をそらすようになっていた。

　そして、他の子供たちに、無視をされたり、いじめられることこそなかったが、誰も一緒に遊んではくれなかった。

　必死に頑張り続け『特別な子』と呼ばれる存在になっても、何も変わらなかったのだ。

　それどころか「貴族の隠し子だから何か裏でズルをしているんだ」「魔力を使ってごまかしているのだ」と陰口を叩たたかれた。

　どうやったら、昔のように皆と仲良くできるのか……いつも考えていた。




　そんなある日、クラスメイトの女の子が学校に手作りのお菓子を持ってきて、皆がとても喜んで食べている光景を見た。

　私もあの子のように皆に手作りのお菓子を振る舞えば、少しは仲良くなれるだろうか？

　魔力が発動する前はよく母と一緒にお菓子を作った。母と一緒に作ったお菓子は、それはそれは美味おいしかった。

　その日、家に帰ると私は、母に教えて貰ったことを思い出しながら、初めて一人でお菓子を作った。

　なんとかできたお菓子は、母と作った時ほどにうまくはできなかったが、とても懐かしい味がして、食べると胸がほっこり温かくなった。

　そうして、私はお菓子作りに励み、ようやくうまく作れるようになると、そのお菓子を学校へ持っていった。

　そして、以前にクラスメイトがしていたように、お昼休み、皆の食事をしているテーブルにお菓子を置いて勧めた。

　だけど……そのお菓子は、誰にも手をつけて貰えなかった。

　お昼休みが終わり、皆が席に戻ってから、まるまる残ったお菓子をそっと鞄かばんにしまった。

　放課後、皆が帰り一人になった教室で、鞄からそのお菓子をとり出して口に運んだ。

　いつもは食べると元気がでるはずのお菓子だったのに……ポロポロと涙が溢れて止まらなかった。

　そうして、お菓子を全部、自分で食べて家へ帰るとそのまま寝室で布団にくるまった。

　母が「夕食はいらないの？」と事務的な声で部屋のドア越しに聞いてきたけど「今日はお腹が減ってない」と答えると「そう」とそっけなく呟つぶやき去っていった。

　学校の先生、同じ学校の子たち、町の人たち、そして家族、皆が私を『特別な子』と言う。

　その『特別』は『異質』という意味だった。

　頑張っても、頑張っても、やはり私は煙たがられ、怖がられる存在のままだった。

『光の魔力を持つ特別な子』そんな呼び名で呼ばれたくない！

　貴族の隠し子なんかじゃない、魔力でズルなんてしてない……ただ、必死に、皆に認めて貰えるように、ただ頑張っているだけなのに……。

　誰も私を見てはくれなかった。母親にさえ目をそらされてしまっている。

　誰でもいい……誰でもいいから、誰か、私を見て……ただのマリア・キャンベルを見て！

　十五歳になると、魔力を持つ者は必ず魔法学園に通うことが国の法で決められている。

　魔法学園……そこにいけば、皆が魔力を持っている。そこならば、私は普通の子になれるかもしれない。そこにいけば、友達になってくれる人が現れるかもしれない。

　暗い部屋の中、ベッドでまるくなった私の胸に湧わいた希望。

　魔法学園に行ったらきっと―――。







　そうして、長年の希望を抱いて入学した魔法学園だったのだが、入って早々に私の希望は打ち砕かれた。

　魔法学園の生徒は皆、貴族の子息令嬢であり、平民である私はもうそれだけでとても異質な存在とされた。

　それに、元々魔力を持っていない平民の人たちの中では、あまり意識したことがなかったが、『光の魔力』というのは魔力のなかでも稀け有うなものであり、魔力保持者の中でも異質なものだったのだ。

　結局、さらに『異質』の要素が増えた私に、友達なんてできるはずもなかった。

　それどころか、平民であるのに光の魔力を持っているのが、生意気であると嫌がらせも受けるようになってしまった。

　それは、町で暮らしていた時と変わらない、むしろより辛つらい日々だった。

　それでも、頑張っていれば、いい子にしていればと必死に努力した。

　そうして、入学してから数週間が過ぎた頃に、魔力と学問のテストが行われ、必死に勉強したかいがあり、どちらのテストでもよい成績を修めることができた。

　そして、その結果から私は生徒会のメンバーとなった。

　一緒に選ばれた他のメンバーは、町で普通に暮らしていたら一生、話すこともないほどの身分の方々で、二年の先輩にあたる方々もそれは同様だった。

　そんな中で初めこそかなり萎縮していた私だったが、メンバーの方々はその身分では考えられないほど、気さくで素敵な人たちだった。

　特に、同じ学年のメンバーの方々にそれは好かれており、生徒会のメンバーではないが生徒会室への出入りを許可されている、公爵家令嬢のカタリナ・クラエス様。

　彼女は平民の私に対しても他の貴族の方々とまったく同じように気さくに、温かく接してくれた。

　学園の中で、生徒会室だけが私の心休まる場所だった。







「キャンベルさんはお菓子を作ってこないの？」

　カタリナ様がそんな風に尋ねてきたのは、ある放課後の生徒会室でのことだった。

　その、突然の問いに私は思わず、固まってしまった。

「……あの、なぜ、私がお菓子を作ることを知っていらっしゃるのですか？」

　確かに、私はあの時からお菓子作りを続けていた。母のレシピで作ったお菓子を食べると、昔の楽しい思い出が蘇ってきて少しだけ元気になれた。

　この学園にきてからも嫌なことや辛いことがあると、食堂の調理場の片隅を借りてお菓子を作っていた。

　しかし、それはあくまでこっそりとやっていることだった。

　もちろん、生徒会室でもそんな話をしたことはない。

　それなのに、なぜ、カタリナ様が知っているのだろうか？　不思議に思い、カタリナ様を見つめていると。

「え～～と、そ、その食堂の料理人にそのような話を聞いて……」

　そんな答えが返ってきた。

　確かに、料理人さんたちに特に内緒にしてくれと頼んではいないので、そのような話が噂になったのかもしれない。

「……確かに食堂の調理場をお借りして自分用に少しお菓子を作っていますが……でもそれは、とても皆様にお出しできるほどのものではないので……」

　私はテーブルに置かれた高級菓子を見つめる。

　今までの生活でお目にかかったこともないような高級そうなお菓子……こんな素晴らしいものを食べている人たちに、とても私の作った安っぽいお菓子なんて出せっこない。

　そうして俯いた私に……。

「私、料理人の高級お菓子も好きだけど、手作りお菓子もとても好きなの」

　カタリナ様が言った。

「え、クラエス様が手作りのお菓子を召し上がるんですか？」

　私はとても驚いた。貴族の方々は基本料理をしないと聞いていた。

　そのため、お菓子も職人が作ったものを食べるため、素人しろうとの手作りなど食べることはないと思っていた。

「ええ。屋敷のメイド頭が、お菓子作りが趣味で、よくおすそわけを貰っていたの。学園にきて、あのお菓子の味が恋しくて、もし迷惑でなければキャンベルさんが作っているものをちょっぴりでいいので分けて貰えたら嬉しいのですけど、材料費もあるでしょうから、お金もちゃんと払わせて貰うから」

　そう言ってカタリナ様は愛らしい笑顔を私に向ける。

「とんでもない！　お金なんていりません！　材料だって学園の調理場であまったものをいただいているだけなので！　………本当に素人の趣味で作っているだけのものですので、クラエス様のお口にあうかどうかわかりませんが……近いうちに作って持ってきますね」

　その愛らしい笑顔に押され、不相応とはわかりながらもつい承しょう諾だくしてしまった。

　そんな私に――。

「ありがとう」

　カタリナ様がもう一度、優しく微笑ほほえんでくれた。

　もしかしたら、カタリナ様は私に気を遣ってくださったのかもしれない。

　いつも独りぼっちの平民が、調理場で一人お菓子を作り、それを一人で食べているという噂を聞き、同情してこんな風に言ってくれたのかもしれない。

　カタリナ様はとっても優しくて素敵な方だから……気遣われただけかもしれない、社交辞令かもしれない。

　でも、初めてだったのだ……私の作ったお菓子を食べたいと言ってもらえたのは……。

　私はすっかり浮かれてしまい、寮に帰るとその夜さっそく調理場の隅でお菓子を作った。

　誰かのためにお菓子を作るのは、あの日、泣きながら一人お菓子を食べきった時以来だった。







　翌日の放課後、生徒会室に向かう前に、寮の調理場に置かせてもらっていたお菓子を温めなおした。カタリナ様に少しでも美味しく食べてもらいたかったからだ。

　そして、温めたお菓子をバスケットに入れて、生徒会室へと向かった。

　その途中で……それは起きたのだった。

　寮から学舎へ向かう道で、私は数人の女生徒に声をかけられた。

　それは高価そうな煌きらびやかなドレスをまとった彼女たちは、おそらくかなり高い爵位の貴族の令嬢であるとわかった。

「少し話があるの」

　そう言われ、強引に林の方へと連れて行かれた。

　道から外れた林に着くと令嬢たちは「平民風情が！」と私に罵ののしり始めた。

　学園に入ってから何度かこういうことはあったので、私は黙って令嬢たちの怒りが落ち着くのを待っていたのだが……。

「これはなんですの？」

　令嬢の一人が私の抱えるバスケットに興味を示した。

「……あ、これは……生徒会の皆さんへの差し入れのつもりで作ったお菓子で……」

　突然の問いに私は思わず素直に答えてしまい……そして、すぐに自分のうかつさを後悔した。

　その私の答えを聞いた令嬢たちの顔色が目に見えて変わったのがわかった。

　顔を真っ赤にした令嬢たちからは先ほどとは比べものにならないほどの怒りが感じられた。

　やってしまった……自分の不用意な発言が令嬢たちの怒りをさらに大きくしてしまったのだ。

　そして―――『バシン』と大きな音が響き、抱えていたバスケットが一人の令嬢の手によって地面へ叩き落とされた。

　落ちたバスケットから、コロコロとお菓子が転がり落ちていく。

「光の魔力を持っているというだけでチヤホヤされて、いい気になっているんじゃないわよ！　こんな平民が作った貧相なものを生徒会の方々に食べさせようなんて、不相応にもほどがあるわ！」

　そう叫んだ令嬢が、今度は、地面に落ちたお菓子を踏みつけようと足を上げる。

　それまでとは比べものにならないほどの激しい怒りをぶつけられた私は、茫然と目の前で起こる光景を見つめていた。

　その時だった。

「やめなさい！」

　突然、響いた凛りんとした声。背に流れる美しい茶色の髪、澄んだ水色の瞳、その声と同じ凛とした姿。

　なぜ、こんな所にいるのだろう、放課後はいつも生徒会室にいるはずなのに……。

　そしてその人は、まるで私を庇かばうかのように、すっと前に立った。

「……カ、カタリナ・クラエス様……」

　今、まさにお菓子を踏みつけようとしていた令嬢が茫然と呟いた。

　私もとても驚いたが、私を囲んでいた令嬢たちはもっと驚いたようだった。

　目を見開き固まってしまっていた。

「あなたたち、一体何をしているの！」

　そして、カタリナ様が厳しい声を上げると令嬢たちは途端に真っ青になる。

　それもそのはずだ。クラエス公爵家のご令嬢であるカタリナ様は、国の第三王子である婚約者のジオルド様をはじめ、学園中の憧れである生徒会の方々がとてもとても大切にされている方で、またその朗らかな人柄から密ひそかに慕っている者もかなり多い方なのである。

　そんな、カタリナ様の不興をかえば学園はおろか、国にすらいられない状況に陥いることだって考えられる。

　そして、先ほどまでの剣幕が嘘うそのように大人しくなった令嬢たちは……。

「申し訳ありませんでした」

　そう言ってカタリナ様に頭を下げると……まるで競争をしているかのように我先にとすごい勢いで走り去っていった。

　そんなあまりに急な展開についていけず、私は茫然としばらく立ち尽くしていたが……。

　そういえば、生徒会室に行かなくてはいけないのだったと思い出した。

　作ったお菓子を持って生徒会室に向かう予定だったのだ……そして、お菓子がもう私の手の中にないことも思い出した。

　私が作ってきたお菓子は、すべて地面の上に転がっていた。

　ああ、これではとても生徒会室に持ってなどいけない……いつかのあの日を思い出した。

　誰にも食べてもらえず、机の上にポツンと残っていた手作りのお菓子……どんなに頑張って作っても無駄なのだ……誰にも食べてなど貰えない。

　立ち尽くす私の代わりに、カタリナ様が落ちたお菓子をバスケットに拾ってくれていた。

　それに気がついた私は慌てた。カタリナ様に地面に落ちたものを拾わせてしまうなんて。

　そして声をかけようとした時……カタリナ様が地面から拾ったお菓子をパクリと口に入れた。

　そして――。

「……美味しい」

　そう言って、微笑んだのだ。

　地面に落とされたお菓子……あの日と同じように自分で処理しなければならないと思ったそれを――カタリナ様は美味しいと笑って食べてくれていた。

　あまりに衝撃的な出来事に私は目を見開き、カタリナ様をただ見つめていた。

　そして、すべてのお菓子を食べ終わったカタリナ様が顔を上げ、その澄んだ水色の瞳と視線がぶつかった。すると。

「あ、あの、つい調子に乗って全部食べちゃって……ごめんなさい」

　突然、頭を下げられた。しかも、なぜか『食べた』ことを謝られた。

「あ、いえ。それは構わないのですが……あの地面に落ちてしまったものでしたので……」

　戸惑う私にカタリナ様がどこか得意げな顔で言った。

「落ちたのは芝生の上だったし、ほとんど汚れてなかったから問題ないわよ」

　あまりにきっぱり言われて、なんとも返しようがなく私は少し困った笑みで返した。

「……そ、そうですか」

　そして、カタリナ様はこれでもかというくらいに私の作ったお菓子を褒ほめてくれた。

　そんな風に褒めて貰ったのは初めてで、嬉しくて恥はずかしくて、顔が熱くなっていた。

　そうしていると学舎の方から生徒会のメンバーであるジオルド様がやってこられた。

　生徒会の会議に、いつまでたってもこない私を探しにきてくれたとのことだった。

　バスケットを抱えしゃがみ込むカタリナ様と、頬を赤くして立ち尽くす私に、怪け訝げんな目を向けるジオルド様に「偶然、カタリナ様にお会いして、お話をさせていただいていたんです」と説明をした。

　嫌がらせを受けていたことを知られて余計な心配をかけたくなかったのだ。

　そして、そんな私の気持ちを汲くんでくれたらしく、カタリナ様も話を合わせてくれた。

　ジオルド様と一緒に生徒会室に戻っている途中にも、なかなか顔にのぼった熱が引かない私に―――。

「あれは、凄すさまじいタラシだから気をつけたほうがよいですよ」

　ジオルド様が意味深な笑顔でそう言ったけど……一体、なんのことだかよくわからなかった。

　それからの私は、ほとんど毎日のように手作りお菓子を生徒会に持参し、そのたびにカタリナ様は、それは喜んでくれた。







　カタリナ様に庇ってもらってから、嫌がらせも少し落ち着いていたので、すっかり油断していた頃に、それは起きた。

　ある日のお昼休みのことだった。

　学園の学舎の食堂は、たくさんの貴族の方々が通っているだけあって、とても大きく立派である。そして、学園の生徒である貴族の方々の多くがそこで昼食を食べている。

　学園の寮は、その身分ごとで建物が分かれ、食堂も分かれているため、平民の私でもそこまで気負うことなくに利用できるのだが……学舎の食堂は一つであり、高位な貴族の方たちが大勢、利用されている。

　そのため、平民の私は気後れしてしまい、とても利用できなかった。なので、私はいつも寮で自分用にお弁当を作って持参し、一人中庭などで食事をしていた。

　そして、その日もいつものように、学舎中庭の外れに置かれた小さなベンチに腰を掛けて、お弁当を開こうとした。

　その時だった。気がつけば、また見覚えのない令嬢たちに囲まれていた。

「平民のくせに、少し光の魔力を持っているからって、生徒会に選ばれて、調子に乗ってるんじゃないわよ！」

「光の魔力を持っているからって特別扱いされて、それで仕方なく相手をさせられている生徒会の方々も本当にお気の毒だわ！」

「そうよ！　どうせ、学力のテストだって魔力が特別だから贔屓ひいきされたに決まっているわ！」

　私を囲んだ、令嬢たちは口々に罵りの言葉を浴びせてきた。

　私はまたいつものように黙って、彼女たちの怒りが落ち着くのを待った。

　彼女たちの言葉は、ここにきてから……いや、今までずっと言われてきたことだった。

『光の魔力を持っているから』

　その魔力を発動したその日から、ずっとずっと私についてきた言葉。

　どんなに私自身が頑張っても……すべては『光の魔力を持っているから』なのだと言われてしまう。

　欲しいのならば、誰かにあげられるのならば、喜んで差し出すのに……こんなものいらないのに……私はただ……。

　罵りを浴びながら、そんなことを考えていた時だった。

　おもむろに一人の令嬢が手を掲げた。その手には赤く燃える炎が揺れていた。

　今までも、何度か頬を打たれたり、足を踏みつけられたりという嫌がらせを受けたことがあったが……このように魔法を使われるのは初めてだった。

　真っ赤に燃える炎には現実味がなくて、私はまるで別の世界の出来事のようにぼんやりとそれを見つめていた。

　そして、炎を掲げた令嬢が私に歩み寄ってきた、その時だった。

　また、あの凛とした声が聞こえたと思うと、炎を掲げ私の所へ歩み寄ろうとしていた令嬢が、目の前でひっくり返りしりもちをついた。

　気がつけば、あの凛とした背中が私の前にあった。

「あなたたち一体、何をしているの!!　そもそも、光の魔力を持っているから贔屓されているなんて、言いがかりもいいところだわ！　この学園は完璧な実力主義であって贔屓なんて存在しないわ！　それに、マリアちゃんは、それは努力してるのよ！　テストはその努力の成果なのよ！」

　以前のように私を庇うように立ち、カタリナ・クラエス様はそう言ってくれた。

　そうだ、カタリナ様の言うとおり、私はずっとずっと努力し続けてきた。

　テストもズルなどしていない。ただ必死に頑張っただけだ……でも、そのことに気づいてくれる人なんて誰もいなかった……いないと思っていた。

　それなのに……この人は、カタリナ様は気がついてくれた。

　私は目を見開き、カタリナ様のその凛とした背を見つめた。

　そして、茫然とする私の前で、カタリナ様がさらに続けた。

「それに、生徒会の皆も私もマリアちゃんが光の魔力を持っているから一緒にいるんじゃないわ！　努力家で、何にでも一生懸命なマリアちゃんが好きだから一緒にいるのよ！」

　その言葉に目じりが熱くなり、涙が頬をつたっていた。

　光の魔力を持ったその日から、皆から特別という呼び名で異質なものとして扱われてきた。

　どんなに努力を重ねて成果をだしても、特別な力があるのだから当たり前だ、ズルをしているのだ、と言われ続けてきた。

　皆が『光の魔力を持つ特別な子』として私を見た。

　誰も私をマリア・キャンベルという一人の人間として見てはくれなかった。

　なのに、カタリナ様は―――私が努力していることに気がついてくれた。

　光の魔力を持っている子だからではなく、マリア・キャンベルだから好きだと……一緒にいたいと言ってくれた。

　まるで、ずっと溜ためていたダムが壊れてしまったのではないかと思うほどに、涙がとめどなく流れ続けた。

　カタリナ様は、ボロボロと涙を流し続ける私に近寄り、そっと背を撫なで言ってくれた。

　その優しい手の温もりに、先ほどから感じていた疑問がぽつりと口から漏もれてしまった。

「……あの、クラエス様……私の名前……」

　カタリナ様はいつも私のことを「キャンベルさん」と呼んでいた。でも、先ほどから「マリアちゃん」とファーストネームで呼んでくれていたのだ。

「あ、あの、ごめんね。いきなり慣れ慣れしく呼んでしまって……」

　そう言って慌てた様子のカタリナ様に、私は大きく首を横に振った。

「いえ、全然構いません。むしろ『ちゃん』付けも不要です。私のことはマリアと呼んでください」

　そう頼めば、優しいカタリナ様が笑顔で言ってくれた。

「ありがとう。マリア」

　そうしてその凛とした声で名前を呼んで貰い、私は勇気を振り絞った。

「あの、その……もしその、許していただけるなら……私も生徒会の皆さんのように『カタリナ様』と呼ばせていただいてもよろしいでしょうか」

　私が決死の思いでそう打ち明けると、カタリナ様はきょとんとした表情になり、そして――。

「もちろん、好きなように呼んで貰っていいわよ。だって私たち、もう友達なのだから」

　優しい笑顔でそう言ってくれた。

　こんなに身分の差のある平民の私を友達だと言ってくれた……やっと落ち着きそうだった涙がまた溢れてきた。

　誰でもいい、誰でもいいから、誰か私を見て……ただのマリア・キャンベルを見て欲しい……ずっと願ってきた。

　私がもっと頑張れば……学園に入れば。……持ち続けていた希望はことごとくうち砕かれ、この願いはもう叶かなわないのかもしれないと思っていたのに……。

　カタリナ様の温かい手に背を撫でられながら、私は涙を流し続ける。

　長年の願いが叶ったその喜びに―――。

　しばらくして、私の涙も落ち着いた頃、キース様がカタリナ様を迎えにやってきたので、三人で一緒に食堂に向かった。

　カタリナ様に差し出された手に思わず顔が赤くなってしまった私を見て、キース様が「……まさか、また！　一体、どれだけタラシこむ気なんだ……」と茫然と呟かれた。

　一体、どういう意味だったのだろう。







　それから、私は生徒会以外でも、カタリナ様たちと親しくさせてもらっている。

　今日も、一緒に授業を受け、そのまま生徒会室にやってきた。

　そして、生徒会の差し入れ用に作ってきたお菓子を出すとカタリナ様はとても喜んでくれた。

　嬉しくて思わず、にやけてしまった顔がちょっぴり恥ずかしくて目をそらしてしまう。

　しかし、そのまま周りを見渡せば、他の生徒会の方々も皆、カタリナ様にとても愛おしいといった目を向けて笑っている。

　ジオルド様たちはもちろん、普段ほとんど、表情が変わらないニコル様も微笑んでいる。

　そうして、生徒会の皆さんを見ていたのだが……あれ？　なんだか違和感を覚え、私はもう一度、その人に目を移した。

　すると、その人はいつもと変わらない柔らかで愛らしい笑みを浮かべていた。

　……気のせいだったのだろうか？　一瞬、その人がとても冷たい表情をしていたように見えたのだ。

　でも、再び目を移したその顔はいつもと変わらない優しい表情を浮かべている。

　だから、私は見間違いだったのだと結論づけた。

　だって、いつもあんなに優しいその人が、あんな冷たい表情で……カタリナ様を睨にらんでいるなんて……ありえないことだもの。

「マリア、このお菓子、とても美味しいわ」

　なぜ、変な見間違いをしてしまったのだろうと考えこんでいた私に、カタリナ様が満面の笑顔で言った。

　また、とっても嬉しくなってそんな考えもすっと消えてしまった。

　明日もこの笑顔を見るために、腕によりをかけてお菓子を作ってこよう！

　光の魔力を手にしてから十年、頑張って、いつかはと願い続けた幸せな日々を――ついに、手に入れることができた。







第三章　夏休みがやってきた







　学園に入学してから、初めての夏がやってきた。

　前世の学校ほどの長さではないが、魔法学園にも夏休みがある。そして、その夏休み、たいていの生徒は学生寮から実家に帰宅する。

　私、カタリナ・クラエスも例にもれず、自宅である公こう爵しゃく家に帰宅していた。

　そして、自宅にて来きたるべき破滅フラグに向け対策を重ねた。

　まず、ジオルドに切りかかってこられた時に投げて動揺させるためのヘビの玩具おもちゃを庭師のトムじいちゃん協力の元により投げやすく改良し、身一つで国外に追放された際に農民として生きていけるように、農業関係の本を読み漁あさり、畑仕事に精を出した。しかし……。

「やっぱり、実物を見てみたいのよね～～」

　そう呟つぶやいた私に、隣にいたキースが怪け訝げんな目を向けた。

「……今度は、一体なんなの？」

「畑よ！　畑の実物を見てみたいのよ！」

「……畑？　実物も何も、ここにあるじゃないか」

　クラエス家の庭を徐々に侵食しつつある畑を指差しつつ、さらに怪訝な表情になったキースに、私は「違うのよ！」と主張する。

「こんな庭に趣味で作っている畑じゃなくて、ちゃんと農家で作っている大きな畑の実物を見ておきたいのよ！」

「……なんで？」

「もちろん！　もしもの時に、立派な農民になるためによ！」

　そう言って私が胸を張れば、その横でキースは頭を抱えていた。

「……もう、どこから突っ込めばいいのかわからない……」

　げんなりした様子のキースに、その後も「農家の畑の実物を見に行きたい」と主張し続け、見事、許可を得ることに成功した。







　そうして許可を得た数日後、キース付き添いのもと、お忍びで農家の見学へ出かけた。

　なぜお忍びかというと公爵家の令嬢が突然、農家を見に行ったら農民の皆さんを驚かせてしまうからと、後はお母様に怒られないように――という配慮からである。

　そうして、公爵家令嬢とわからないように、商家の娘さん風を装って、念願の農地の見学ができた。

「やっぱり、本物の農家の畑は圧巻だわ～～。大きさも規模も桁けた違ちがいね～～」

　見学を終え、ご機嫌な私は商家から借りた馬車に揺られながら窓の外の景色を楽しんでいた。

　最初は大きな畑ばかりだった景色も、しだいに変わっていき、畑の先にいくつかの建物が見え始める。

「あ、あれは何かしら？」

「ああ、あれは町だよ」

　同じように窓の外を見ていたキースが教えてくれた。

「こんな所に町があったのね」

　行きの道は念願の農家見学に興奮していて窓の外をろくに見ておらず、気がつかなかった。

「そうだね。確か、あの町はマリア・キャンベルさんの育った町だね」

「!?」

　まさか、こんな所にマリアの育った町があったなんて！

　確か、国の中心から少し離れた小さな町だと聞いていたのだが、まさかここがそうだったとは驚きだ。

　そうか～～ここがマリアの育った町か～～。ん、そういえば……。

「もしかして今、ここにマリアがいるんじゃない？　確か、休みには家に戻ると言っていたわよね？」

「そういえば、そう言っていた気がするけど……まさか!?」

「行ってみましょう！」

「………やっぱり……」

　そうして「迷惑になるから駄目だって」としぶるキースを「ほんの少しだけだから」と強引に説得し、私はキースと共にマリアの生まれ育った町へと向かった。







　国の中心から少し離れたその町はマリアから聞いていた通りに、さほど大きくない町だった。

　そのため、勢いでやってきたはいいが……マリアの家に辿たどりつけるのかと思っていたが……町の人に尋ねるとすぐに家を教えて貰うことができた。

　前世の私が育った田舎いなかのように、町の人皆がだいたい顔見知りという感じなのだろう。

　そうして、教えて貰ったマリアの家をキースと共に突撃訪問すると。

「はい。どちら様ですか？」

　家の入口から現れたのは、それは美しい女性だった。

　その容よう貌ぼうはマリアによく似ていた。おそらくマリアの血縁者なのだろう。

「あの、マリアさんの友人でカタリナ・クラエスと申します。マリアさんはいらっしゃいますか？」

　私が元気いっぱいにそう挨あい拶さつすると、女性はなぜだがとても驚いた顔をした。

「……今、少し出かけていて……すぐに戻るとは思うのですが……よろしかったら、家の中でお待ちになりますか？」

　そう言って女性は私とキースを家に招き入れてくれた。

　キャンベル家は、ごく普通の民家だったが、家は清潔できちんと掃除が行き届いていた。

　女性は「マリアの母です」と名乗った。予想通り、マリアの血縁者だった。

　それにしても私のお母様とは比べものにならないほど綺き麗れいで儚はかなげな美人である。きっとマリアの母は、間違っても鬼のような形相で娘を引っ張りまわさないだろう。

　そうしてマリアの母は、おそらく家族の食卓なのだろうテーブルを勧め、お茶とお菓子でもてなしてくれた。

「これは、マリアさんの手作りですか？」

　出されたお菓子を見て私が、そう尋ねるとマリアの母はまた驚いた顔をする。

「……いいえ、町で購入したものです。……その、あの子はまだお菓子を作っているのですか？」

「はい。マリアさんは本当にお菓子作りがお上手で、いつも作ってもらっているんです！」

「……あの子の作るお菓子を食べてくださっているんですか？」

「はい。美味おいしくいただいています！」

　私が言うと、マリアの母は俯うつむき、どこか弱々しい声で「そうですか」と呟くように言った。

　そして、しばらくして家のドアが開き、買い物袋を抱えたマリアが帰宅した。

　食卓のテーブルに座る私たちを目にしたマリアは、初めこそそれは驚いたが。

「この休みの間はカタリナ様たちにはお会いできないと思っていたので、お会いできて嬉うれしいです」

　と喜んでくれたのだった。

　そうして、マリアと他愛のない話をして時を過ごした私たちは、気がつけば夕暮れ時が迫ってきていることに気づき、慌あわててキャンベル家を後にした。

　本日はお忍びのためクラエス家のものではなく商人の使用するような馬車を借りているとはいえ、さすがに庶民のお宅の前に乗りつけるのは憚はばかられたので、私たちの使っていた馬車と従者には少し離れた広場で待機して貰っていた。

「馬車までお見送りします」というマリアを「ここでよいから」と説得する。

　もう夕飯の支度時だったので、私たちはともかくマリアは色々と急がしいだろうからだ。

「カタリナ様、キース様、本日はわざわざこのような所にきていただいて、ありがとうございます」

「ううん。こちらこそ突然やってきて、ごめんね」

「本当に考えなしの義姉ですみません。次からはちゃんと連絡してから訪問するようにさせるので」

　そんなやりとりをし「さあ、帰ろう」と歩き出した時、それまで黙って頭を下げていたマリアの母が私たちの方に駆け寄ってきた。

　そして。

「……あの、どうかこれからも娘をよろしくお願いします」

　マリアの母はそう言って深く頭を下げた。

　マリアによく似た美しい母親に真剣な顔で頭を下げられ、少し緊張しつつ。

「もちろん、こちらの方こそよろしくお願いします」

　私もそう言って頭を下げた。そうして、私たちは今度こそ、馬車へと向かい家路を急いだ。







★★★★★★★★★★★







　国の中心から少し離れた小さな町で生まれた私は、町で一番の美人だと皆に可愛がられて育った。年頃になると、たくましく頼もしい町の同年代では一番、女性に人気のあった男性と結婚し、キャンベル姓せいとなった。

　周りの皆から祝福された素晴らしい結婚をし、数年後に自分によく似た愛らしい娘を産んだ。愛らしい娘にはマリアと名をつけた。

　素敵な夫と可愛らしい娘を得て、私は幸せな日々を過ごしていた。







　しかし、そんな幸せな日々は突然、終わりをつげることとなった。

　娘マリアが魔力を発動したのだ。

『魔力』それは私の暮らすこの国では決して珍しいものではない。しかし、その魔力を持つ者は、ほとんどが貴族であった。

　平民と呼ばれる身分で『魔力』を持つ者などほとんどいない。平民で魔力を持つ者のほとんどが、貴族のお手付きの女が産んだ子だと言われていた。

　もちろん、そんな事実はなかった。私は一度も夫を裏切ったことはなく、マリアは間違いなく私と夫の娘だった……それでも、私が不貞を働いたのだという噂うわさが小さな町に一気に広がった。

　初めこそ「大丈夫だ。お前を疑ってなどいない」と言ってくれていた夫も、噂があまりにも大きくなりすぎてしだいに気まずくなってきたのか……気がつけば、家に寄りつかなくなっていた。

　今まであんなによくしてくれていた町の皆もしだいに私から距離をとるようになっていった。

　いつしか、人の目が怖くなり、いつも俯いて歩くようになった。

　あんなに幸せだったのに……なぜ、こんなことになったのか……。

　あの子が、魔力など持っていなければ……あんな子を産まなければ……。

　気がつけば幼い娘にそんな恨み言をぶつけそうになっている自分に愕がく然ぜんとした。

　娘は何も悪くなどない。それはわかっているのに……それでも自分が抑えきれず……私は必死に娘から目をそらした。

　そうして、ほとんど何もしてやらなかった娘だったが、彼女はそんな境遇をものともせず、家事を完璧にこなし、学校では優秀な成績を修めた。

　皆が娘を特別だと褒ほめ称えたが、その裏では貴族の隠し子だからだ、魔力で何かズルをしていると口さがないことを言う者も多かった。

　何度か、娘を養子に欲しいという声をかけられたこともあった。

　それに頷いてしまえば……すべてはうまくいくのではないかと幾度も思ったが……結局、その申し出に頷うなずくことはできなかった。

　目をそらし続ける駄目な母親に、必死に笑いかけてくる娘。自分が愚かな母親だとわかってはいるのに……それでも娘を手放すことができなかった。

　本当は気づいていた。特別だと天才だと褒められる娘が、どれだけ努力しているか、どんなに必死に頑張っているか……。

　そんな娘の姿に、自分勝手な恨み言は薄れていった……でも……そらし続けてきた目を再び、娘に向けるのが怖かった。

　もしかしたら、もう娘はこんな母親を許してはくれないのではないか。

　私を見る目に嫌悪や軽けい蔑べつの色が浮かんでいるかもしれない。

　そして、結局、娘と目を合わせることもできないうちに……娘は遂に十五の年を迎え、魔法学園へと旅立っていった。

　娘のいなくなった家はとても静かで寂さびしくなった。

　そんな娘が、学園の夏の休みを利用して我が家に戻ってきてくれた。

　彼女は家を出た時とは比べものにならないくらい明るい表情をしていた。

　この数か月で娘に一体、何があったのだろう？

　そして数日後、その理由を私は知ることとなる。







「はい。どちら様ですか？」

　ある昼過ぎ、ドアをノックされ入口から顔を出すと、そこには娘と同じ年頃の少女と少年が立っていた。服装は町でよく見かける商人の子息子女が着ているようなものだったが、その佇たたずまいはとても凛りんとしていた。

「あの、マリアさんの友人でカタリナ・クラエスと申します。マリアさんはいらっしゃいますか？」

　茶色の髪の少女の方がそう口を開き、横の少年もペコリと頭を下げた。

　マリアの友人……その言葉に私はとても驚いた。

　なぜなら、魔力を持って以来、他の子供たちから異端の扱いを受けていたマリアには……友人などいなかったのだ。

「……今、少し出かけていて……すぐに戻るとは思うのですが……よろしかったら、家の中でお待ちになりますか？」

　その凛とした佇まいから、それなりの身分であるのだろうと思われる少女たちをこのような家に入れてよいものかとも思ったが……それでも、このマリアの友人だと言った二人をぜひ、もてなしたかった。

　狭い家には客間もないため仕方なく、家族の食卓であるテーブルを勧めたのだが、少女たちは少しも嫌な顔をせずに席についてくれた。

　そして、家にある一番よいお茶を淹いれ、町で買った一番よいお菓子を出す。

　すると。

「これは、マリアさんの手作りですか？」

　突然、少女が聞いてきた。

「……いいえ、町で購入したものです。……その、あの子はまだお菓子を作っているのですか？」

「はい。マリアさんは本当にお菓子作りがお上手で、いつも作って貰っているんです！」

「……あの子の作るお菓子を食べてくださっているんですか？」

「はい。美味しくいただいています！」

　少女は笑顔でそう言った。

　数年前、必死に練習してお菓子を作り学校に持っていった日の夕方、目を真っ赤にはらして戻ってきた娘が、その後、作ったお菓子をどこかに持っていくことは一度もなかった。

　私の前では無理に笑顔を作り、裏では声を殺して泣いていた娘……だめな母親はそんなあなたに何もしてあげられなかったけれど……ようやく、あなたが一生懸命頑張って作ったお菓子を食べてくれる友達ができたのね。




　しばらくして、帰宅したマリアは訪れた少女たちを見てそれは嬉しそうに笑った。

　それはもうずっと何年も見ていなかった本当に幸せそうな笑顔だった。

　このたった数か月で、娘は友人を得てこんなに幸せそうに笑うようになったのだ。

　娘は変わっていく―――私もいつまでも、このままでいい訳がない。

　このまま、俯いて、娘と目もあわせずに過ごしていれば……いずれ、私を置いていってしまうかもしれない。私も変わらなくては。

　夕暮れが近づき、帰宅することになった少女たち、その歩き始めた背中を私は追う。

「……あの、どうかこれからも娘をよろしくお願いします」

　深く頭を下げた。すると少女たちは微笑ほほえみを浮かべ。

「もちろん、こちらのほうこそよろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げ返してくれた。

　そして、少女たちの背を見届けて振り返ると、娘が目を見開いてこちらを見ていた。

　何年ぶりかにしっかり合わせた目。

　娘の瞳は濡ぬれていた。そして、私の視界も歪ゆがんでいた。

　娘の瞳に嫌悪や軽蔑の色などなく……そこには驚きと喜びが映っていた。

　いきなり、以前のようには戻れないかもしれない……それでも時間をかけて少しずつでも……すれ違った日々を取り戻していければ……。

　私は瞳を濡らして立ち尽くしている娘に歩み寄り、その震える体をそっと抱きしめる。

　あんなに小さかった娘の身体は……いつの間にか、私と同じくらいに大きくなっていた。







★★★★★★★★★★★







　思いがけず、マリアにも会えて、しかもマリアとよく似た美しいお母さんにまでおめにかかることができて、私は実にご機嫌だった。

　そうして、馬車がクラエス公爵家に到着したので、ご機嫌気分のまま正面玄関からルンルンと屋敷に入った。

　後ろでキースが「姉さん、その服装のまま正面から入ったら……」とかなんとか言っていたが、ルンルン気分の私の耳には届かなかった。

　そうして、ご機嫌で玄関をくぐると……そこには私によく似た悪役顔のお母様が、ただでさえ吊つり上った目をさらに吊り上げて、仁王立ちで出迎えていた。

「……あ、あのお母様……」

「おかえりなさい。カタリナ」

　そう言って母は笑ったが、目はまったく笑っていなかった。明らかに不穏な空気をまき散らしている。

「ずいぶん、妙な服装をしているのね」

「あ、あのこれは……」

　商人風の服装のままだった私はかなり慌てたが……。

「まあ、その妙な服のことは後でじっくり聞くとして……カタリナ。今日、行った夫人会のお茶会で耳にしたのですが、学園で可笑おかしな噂が広がっているらしいのだけど知っていますか？」

「……可笑しな噂？」

「そうです。とても可笑しな噂なのですよ。由緒ある魔法学園の敷地内にあろうことか、畑を作っている者がいるという話なのですよ」

「…………」

「しかも、作っているのはどうも学園の生徒らしいという話で、貴族の子弟と令嬢ばかりの学園で畑など作るような人物がはたしているのでしょうかね？」

「…………」

「ねぇ、可笑しなお話でしょう？　それで、その話を聞いた時にどうしても一人だけそのような信じられないことをするような人物が思い浮かんで―――カタリナ、少し私の部屋で話をしましょうか」

　そうして、お母様の部屋に引きずり込まれた私は、三時間にも及ぶ厳しいお説教と休みの間の外出の禁止、お菓子禁止、畑禁止という厳しすぎる罰を言い渡されてしまった。

　まあ、その後にキースの助けを得て、なんとか学園で作っているのは花か壇だんであるとわかってもらうことに成功し、罰を撤てっ回かいしてもらったのだが……。

　夏休みの初めから散々な目にあってしまった。







　マリアの所に遊びに行った日から数日後、クラエス家でだらだらと休みを満喫していたら、突然やってきたジオルドに「暑いので湖に涼すずみにいきませんか」とハイキング的なものに誘われた。

　確かに、夏の暑さも結構ピークに達していたので「湖に涼みに」というお誘いはとても素敵だった。

　その日はちょうど、キースが貴族子息たちの親しん睦ぼく会かい的なものに行ってしまっていて、一人で暇ひまを持て余していたし、二つ返事でオッケーしてジオルドと出かけることにした。

　ジオルドの勧めで同じ馬車に乗せて貰い、目的地の湖へと向かう。

　馬車の中でのジオルドとの距離がやけに近い気がするが、気のせいだろうかとか考えていると、馬車が突然止まった。

　え？　なにごと？　事故か何かか？　と驚いていると、馬車の扉がガッと開き、そこにはひどく息を切らしたキースが立っていた。

「……はぁ、はぁ……義姉さん、無事？」

　切れ切れの息でキースはそう言ったが……無事とはどういう意味だ？

「無事も何も、特に怪我をした訳ではないし、ただジオルド様と湖に遊びに行くところだっただけよ」

「……だけって……それが危ないのだけど」

「？　それよりキース。今日は貴族子息の集まりがあったんじゃないの？　なんでこんな所にいるの？」

　そうだ、そもそもキースは今日、親睦会があると朝から出かけていったのに、なぜこんな湖に続く街道の真ん中にいるんだろう。

　ああ、よく見るとキースの後ろにはクラエス家の馬車が見える。

　親睦会の場所は聞いてなかったけど、もしかしてこの近くであったのかしら？　そう思い尋ねると。

「いや、場所は全然違う所だったんだけど……始まる前に偶然、アラン様を見かけて声をかけたんだ。そしたら、アラン様は参加しているのにジオルド様は参加せずに、一人出かけられたと聞いて、嫌いやな予感がしてすぐに屋敷に戻ってみたら、案あんの定じょう、ジオルド様が義姉さんを誘って二人で出かけたなんて言うから……慌てて追ってきたんだ」

　そうか！　つまりキースは……どうしても私とジオルドと一緒に出かけたかったのね。

　仲間外れにされて寂しかったのだろう。もうだいぶ大人っぽくなったと思ったけど、まだまだ子供なのね。ふふふ。

「わかったわ。キース。仲間外れが嫌なんてしょうがないわね。じゃあ、あなたも一緒に行きましょうか」

「……まったく、全然、わかってないみたいだけど……僕も一緒にお願いしますね、ジオルド様」

「……せっかく隙すきをついて、ここまで連れ出したのに……本当に君の執念深さにはびっくりですよキース。……それにしてもあのアホ弟、余計なことを……」

　その後、私がキースの乗ってきたクラエス家の馬車に乗り換えるかどうかで、なぜかもめて結局、三人ジオルドの馬車に乗り込むこととなった。

　ジオルドとキースが隣同士に座り、目的地に着くまでずっと笑顔でおしゃべりしており、また蚊か帳やの外にされた私は外の景色を楽しんだ。

　到着した湖は涼しくてとても綺麗で、だいぶはしゃいでしまった。

　そうしてはしゃぎすぎた帰りの馬車の中で、私はすっかり疲れて眠ってしまった。

「本当にどこまでも無防備過ぎますよ……。キース、クラエス家では一体どんな教育をされているんですか？」

「普通にちゃんと淑女教育を受けているはずなんですけど……」

　うつらうつらと見る夢の中で、ジオルドとキースの大きなため息を聞いた気がした。










　楽しいハイキングから数日後には、メアリと共にアランの演奏会に行った。

　本日はピアノのみでの演奏会ということだったが、その盛況ぶりは相変わらずで沢山の人がいて、すごい人の数だった。

　特に年上のお姉さま方のすごいことすごいこと。演奏中こそ静かに聞いているが、終わった後の歓声は、まるで前世の人気アイドルのコンサートのようだった。

　そんな凄すさまじい歓声の中、演奏を終えたアランにメアリと一緒に花束を渡しに行く。

「アラン様、本日も素晴らしい演奏でしたわ」

「ああ、ありがとう」

　ぶっきらぼうにそう返すアランの姿は、先ほどの演奏中とはあまりにも違う。

　演奏中はなんだかすごく大人っぽくキラキラして見えるのに、終わるとこれとは残念だ。

「そういえば、今日の最後の曲は初めて聴く曲でしたわね。特に歓声がすごかったですけどなんていう曲なんですか？」

　なんだか終わった後の歓声がいつも以上にすごかった。

　それは、ほとんど悲鳴みたいだった。しかも終わった後にお姉さま方が「あの曲って」となんだか頬ほおを染めてきゃあきゃあとされていたので気になっていたのだ。

「ああ、あれは初めて選曲した曲だからな。曲名は……『愛しい君に捧ぐ』だ」

　おお、ラブソング的なものだったのか、普段のアランの選曲にあまりそういった曲はないから、お姉さま方もより盛り上がったのだろう。

　それにしても。

「『愛しい君に捧ぐ』ですか、では好きな人のことを思って演奏されたのですね？」

　婚約者であるメアリか、はたまた主人公のマリアのことを思って演奏したのだろうか。

　お子様だお子様だと思っていたアランも少しは大人になったのだろうか。

　そんな微笑ましい気持ちでそう聞くと。

「えっ、好きな人って、なんだそれは……」

「？　だって、そういう曲なのではないのですか？　好きな人を思って演奏する曲なのでは？」

「そ、それはそうかもしれないが……お、俺はべつにそいつが好きな訳では……」

　おお、この反応はやはり誰かを思いながら演奏したのか、メアリかマリアかはわからないが、とりあえずお子様から少し成長したようで何よりだ。

「お、おれは……べつに……」

　顔を赤くして何やらしどろもどろに言い訳するアランに。

「アラン様、あちらでご令嬢たちがお待ちになっておりますわよ。早めに行って差し上げた方がよろしいのでは」

　メアリがそう言って、こちらをチラチラと窺うかがっていた令嬢たちの元へアランを送り出した。

　しかし、そんなメアリの顔がなんだか少し強こわ張ばっている気がして、私は少し心配になった。

　ゲームでのメアリはアランのことがそれはそれは大好きだったが……現在のメアリは傍はた目めに見ていてゲームの時ほどアランを好きなようには見えないのだ。それでも他の令嬢たちにモテモテのアランの姿があまり面おも白しろくないのかもしれない。

「……あの、メアリ」

　これは、なにか言葉をと思い声をかけようとしたのだが……。

「……危ないですわ。あやうく自覚するところでしたわ。長年かけて気がつかせないようにしむけてきたのに……また後で気づきかけたのをうやむやにさせなくては……これ以上、敵を増やすわけにはいきませんわ」

　メアリはなんだか一人、真剣な顔で考えこみぶつぶつと言い始めてしまった。

　やはり、私が思っていたよりもメアリはアランのことが好きなのかもしれない。いつもアランへの扱いがぞんざいなのは、もしかして愛情の裏返しなのかしら？

　そう考えると、今日、アランが愛しい人を思って演奏した曲の愛おしい人が、マリアでなく、メアリであることを願わずにはいられない。










　演奏会の次の日は、ソフィアとお買いものだ。

　前世に比べるとさほど多くない夏休みを私は完璧に満喫していた。休み前に出されている夏休み中の宿題なんてもう忘ぼう却きゃくの彼方かなただ。

　今日は、町の本屋をこっそり散策だ。ロマンス小説は、はやり出したのが町なので掘り出しものがあるかもしない。

　目立つかもしれないと髪を結んで帽子の中に収納したソフィアと、そんな妹を溺でき愛あいする兄ニコルも護衛のためにと一緒にきたのだが……ソフィアの髪がとかいう以前にこの人形のような美形兄妹が一緒にいるだけでそれはもう目立ってしまった。

　もうそこら中から男女問わず熱い視線が……すごすぎる……。

　それでも、私は常日頃から美形たちに囲まれ視線を集めまくって過ごしているので、しばらく楽しく町を見ていくうちにそんな視線も気にならなくなり、すっかりはしゃいでしまった。

　初めは本屋だけのつもりだったが、可愛い雑貨屋や美味しそうなお菓子屋も軒のき並なみ制覇した。

　あまり町にはこないらしく、やや不慣れな様子のソフィアをグイグイと引っ張りまわしてしまい、気がつけばもう屋敷に戻らなければいけない時間になってしまっていた。

「はぁ～、今日は本当に楽しかったね」

　本日の戦利品である本にお菓子、雑貨を手にして私がご満悦にそう言えばソフィアも。

「はい。町に出てこんなに楽しい気持ちになったのは初めてです」

　と頬を赤く染めて言ってくれた。

　やや強引に引っ張りまわしてしまった自覚があっただけに「もうこんな子とはきたくない」と思われてしまったらどうしようと思ったが、本当に嬉しそうに、そう言って貰いほっとした。

　そして、ではそろそろ馬車で帰ろうかという頃。

「はっ、私ときたらあんまり楽しくて今日のもう一つの目的をすっかり忘れてしまっていたわ！」

「え、突然どうしたのソフィア？」

　なんだか突然、何かを思い出したらしいソフィア。

「あの、私、一つ買い忘れがあったので、もう一度、買いに戻ります」

　どうやら、買い忘れがあったらしい。

「それなら、私も一緒に行くわよ」

　と言ったのだが。

「いいえ。使用人についてきてもらうので大丈夫です！　カタリナ様はここでお兄様と二人でお待ちになってください！　では、お兄様頑張ってください」

　なんだか意味深な笑顔を浮かべたソフィアはそう言うと、店へと引き返していってしまった。

　そうして、私はなぜかニコルと二人取り残されてしまった。

「行っちゃいましたね……」

「そうだな」

　相変わらず、ニコルとの会話はすぐに終わってしまう。ずっと沈黙しているのもなんなので、何か話題はと考えていると珍しいことにニコルの方から口を開いてきた。

「今日は、本当にありがとう。町にきてあんなに楽しそうなソフィアは初めて見た」

「いえいえ。私の方こそとても楽しかったです」

　むしろ、一番、楽しんだのは私だと思う。なので、またぜひお付き合いして貰いたいというようなことを告げると。

「カタリナ・クラエス」

　ニコルがなんだか熱のこもったような瞳でじっと私を見ていた。その吸い込まれそうな黒い瞳に思わず、ドキリとする。

「妹は、それに俺も……君に出会うことができて本当に幸せだ」

「あ、あのニコル様？」

　吸い込まれそうな瞳に見つめられ、おまけにとろけるような声で言われ、すっかりドギマギする私の頬にニコルがそっと手を伸ばしてきた。

「ずっとは望めないのはわかっている。だから、今だけでいい、君の傍そばにいさせてくれ」

　まるで囁ささやくようにそう言われたあたりで私の思考回路は完璧にショートしていた。

　もう言葉の意味なんてまったく理解できない。ただ凄まじく垂れ流される魔性の色気に頭がクラクラしていた。

　そうして私の頭がショートしているといつの間にかソフィアが戻ってきて一緒に家に戻ったのだが……。

　魔性の魅力に完全にやられすぎたらしく、家に帰る頃にはニコルと何を話したのかまったく思い出せなくなっていた。

　そして、私は魔性の伯はく爵しゃくのすごさを改めて思い知らされたのだった。

　昨年の私の誕生日に、ニコルはどうやら人妻か男に密ひそかに思いを寄せているらしいと判明したのだが……その魔性の力を持ってすれば落とせない相手などいない気がした。

　ニコルがどうか道ならぬ恋道に走らないよう祈るばかりだ。







　夏休み中に開かれた貴族の舞踏会で、生徒会長にも会った。

　学校でもかなりの人気者である彼は、舞踏会でもそれはすごい人気だった。特に年頃のご令嬢からのアプローチがすごかった。

　どうやら、会長にはまだ婚約者が決まっていないらしい。

　会長は侯こう爵しゃく家の一人息子で今年、十七歳になるというのに珍しいことだった。

　まぁ、うちにも一人、いつまでも婚約者を決めない義弟がいるけど……。会長もうちの義弟と同じで、くる婚約話をのらりくらりと断り続けている贅ぜい沢たくな口なのか……。それともどこかの魔性の伯爵みたいに熱狂的ファンたちが激しくけん制しあい、婚約話が潰つぶされていくという可哀相なパターンなのか……。

　気になって、挨拶がてら少し尋ねてみた。

「会長はご婚約にはあまり、乗り気でおられないのですか？」

　すると、会長はその愛らしい顔に少し困った表情を浮かべて。

「そういう訳でもないのだけど……皆、素晴らしい方ばかりで決められなくてね」

　おぉ、それではニコルではなく、うちの義弟と同じ決められないと断り続けているパターンなのか、それならば……。

「もしかして、誰か気になる方がいらっしゃるのですか？」

　ちなみに、うちの義弟にはどうやらそのような人がいるらしい。昔からなんとなくそんなことを匂におわせている。

　今でこそ、その相手はマリアちゃんだと思うのだけど……マリアちゃんに出会う前から言っているから、違う人のような気もするが……でも、今はどう考えてもマリアちゃんに夢中な気がするし……よくわからない。

　会長にもそんな人がいるから、婚約を断っているのかしら？　そう思って聞いたのだけど。

「気になる人？」

　なんだか、硬い顔をされてしまった。どこかいつもの彼とは違う雰囲気に、失礼な質問だったかと少し慌てる。

「あ、いえ、その……」

「いませんよ」

「……え……」

「だから、気になる人などいません」

　きっぱりとそう言い切った会長の目が、まっすぐに私の目を捉とらえた。すると、なんだか背にぞくっとしたものが走った気がした。

「あ、あの……会長……」

　なんだか、会長の雰囲気がいつもの穏やかな感じとは違う気がしてどうも落ち着かない。

「ああ。ダンスが始まるよ、カタリナさん。パートナーのジオルド様があちらで待っているよ」

　そう言って微笑んだ会長の顔はいつもの穏やかなものだった。

　気のせいだったのかしら？

　少しだけ疑問に感じたが、その後、会場で会ったメアリやソフィアと楽しくロマンス小説の話をする頃にはそんなことはすっかり忘れてしまっていた。







　こうして、短いながらも充実した私の夏休みは終わろうとしていたのだが……。

「キース、お願い。これもこれも、まだ終わっていないの！」

「……姉さん。一体、この休み、何をしていたの……宿題まったくの手つかずじゃないか！　僕が、何度聞いても『ちゃんとやっているわ』なんて言って、結局なに一つやってないじゃないか……どうするんだよ。もう明後日には学園に戻らなきやいけないんだよ……」

「うっ、でも少しは少しはやっていたのよ！」

「それは、このほんの数行ちょこっと書かれている文字のこと？」

「……すみません」

「とにかく、姉さんの言葉なんかを鵜う呑のみにして信じていた僕にも責任はあるから……」

　私の言葉なんかを……って義弟よ……。

「とにかく、これから学園に戻るまで死ぬ気でやろう！　僕も手伝うから！」

「……はい……」

　こうして、私は学園に戻るまでの二日間、ほぼ徹夜で必死に宿題に取り組んだ。

　眠くて朦もう朧ろうとする頭で、そういえば前世でもいつも夏休みの終わりはこうして宿題を徹夜でやっていたな～～と、懐かしい気持ちになった。







第四章　訪れる破滅の足音







「『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』はどう？　進んだ？」

　休み時間、オタク友達で親友のあっちゃんがニマニマした顔を向けてきた。

「俺様王子とチャラ男は攻略できたんだけど、腹黒ドＳ王子がなかなか攻略できなくて……ライバルキャラの悪役令嬢の邪魔がすごくて」

　私がそう言ってため息をつけば、あっちゃんはさらにニンマリした笑顔になった。

「へへ、私はもう全部クリアしちゃった」

「えっ!?　もう、クリアしたの!?」

「うん、攻略キャラ四人はもちろん、隠しキャラも全員、クリアしちゃったよ」

　そう言って、不敵に笑うオタ友を私は尊敬の目で見つめる。

「さすが、あっちゃんだわ～。早いわ～。そしてやっぱり隠しキャラもいたんだね」

「うん、攻略キャラ四人を全員クリアすると攻略できるキャラとして出てくるわよ。ちなみにどのキャラだったか知りたい？」

「ちょっと、やめて～～ネタバレ禁止～～」

　そう言って耳をふさぐ私に、あっちゃんが意地悪そうな笑みを浮かべる。

「隠しキャラはね～」

「いや～～聞きたくない～～」







「お嬢様、朝ですよ。起きてください」

「う～、嫌いやだ、聞きたくない～」

「お嬢様、寝ぼけていないで、早く起きていただかないと、授業に間に合いませんよ」

「……ん」

　私がのろのろと目を開けると、メイドのアンがベッドの横に仁王立ちしていた。

「……アン、おはよう」

「はい。おはようございます。お目覚めになったなら、早くお支度をお願いします」

　てきぱきと動き出したアンを、まだいまいち起動しない頭でぼーっと見つめながら……さっきまで見ていた夢を思い出す。

「なんか……割と重要な夢だった気がするのよね……」

「……夢ですか？」

　私の呟つぶやきにアンが聞き返す。

「そう、さっきまで見ていた夢……なんだか、重要な夢だった気がするんだけど……起きたら忘れちゃったのよね」

「……そうですか、なにやら色々と寝言を言っておられましたが……重要なようには聞こえませんでしたが」

「あれ？　そうだった」

　そうか、気のせいだったのかな？

　どんな夢だったか、まったく思い出せないので……アンにそう言われれば、そうなのかもしれない。

　重要な夢だと感じたのは気のせいだったのだろう。そう結論づけて、私は学舎に行くための準備を始めた。







　学園に入学し、早くも半年以上の月日が流れ、季節は秋から冬へと変わろうとしている。

　ゲームの主人公マリアとは、もうすっかり仲良しだ。

　それに、生徒会以外にもクラスメイトなど何人かの生徒とも親しくなることができた。

　学園の生活にもすっかり慣れた。相変わらず座学は眠気との戦いだし、魔力はまったく開花する様子を見せないが、とりあえず順調だ。

　何度かあった座学のテストも、皆に勉強を見て貰いなんとか平均スレスレで乗り切ることができた。

　特にニコルや会長は勉強を教えるのがとても上手で、だいぶお世話になった。

　私は本当にいい友達をたくさんもった。

　畑も順調で、ヘビの玩具おもちゃ投げもだいぶうまくなってきている。

　きたるべき破滅フラグへの準備は着々と整ってきている。

　ただ、今後の展開を左右するであろう、肝心のマリアと攻略対象たちの恋の進展具合がまったくわからないのが、唯ゆい一いつの困りごとと言えよう。

　いくら、マリアに意中の人を聞いても「カタリナ様をお慕いしています」とはぐらかされてしまう。

　しかも、マリアにはモテている自覚がまったくない。

「生徒会の男性たちはきっと皆、魅力的なマリアに夢中になっているわよ」

　と教えてあげようとしても。

「それは、絶対にありえないです。皆さんにはすでに夢中になっている方がいらっしゃいますから」

　マリアはとても驚いた顔でそんな風に言うのだった。

　攻略対象である彼らが、こんなに魅力的な主人公マリアを差し置いて、夢中になる人物などいるはずがないのに……マリアはしっかりしていると思っていたが、そこは乙女ゲーム主人公の特性である『鈍感』と『勘違い』が発動しているらしかった。

　この間、マリアとのことで探りを入れたキースも「本当に、どんだけ鈍感なんだろう」とため息交じりに漏もらしていたから、マリアの鈍感さはかなりのものなのだろう。

　これは攻略対象たちもさぞかし苦労しているのだろうな。

　そうして、恋の進行状況こそわからないが、それ以外は実に順調で、穏やかな学園生活を送っていたのだが……それは唐とう突とつにやってきた。

　遂にゲームが動き出してしまったのだ。







　だいぶ寒さを感じるようになってきたある日のお昼休み、私はクラスメイトの何人かと食堂へと向かった。

　いつもなら、生徒会メンバーである友人たちや義弟おとうとも一緒なのだが、その日は皆、用事があり後から行くと言われたのだ。

　思えば、そのあたりからいつもと違っていた。

　生徒会のメンバーである友人たちはそれなりに忙しくて、時折、お昼休みにも仕事があったが……それでも、それが全員であったことなど今までなかったのだ。

　しかし、その時の私はそんなことなど少しも疑問に思わず、今日のお昼の献こん立だてのことで頭がいっぱいだった。

　そうして、何にも気がつくことなく、呑のん気きに食堂を訪れた私に―――それは起こった。

「カタリナ・クラエス。あなたに大事な話があるの」

　食堂に入った私の前にそう言って立ちはだかったのは、それなりに高位の貴族の令嬢であった。

　彼女は私がジオルドと婚約する前に、一番の婚約者候補だった令嬢で……いつも一方的に睨にらまれ口を叩たたかれるだけの関係で……正直、まともに口をきいたことなどなかった。

　しかし、やや吊つり上った目に薄めの唇の彼女は、私と同じ悪役顔の系統で、なんとなくその顔に私は仲間意識を持っていたのだが……。

　その悪役顔の彼女が吊り上がった目をさらに吊り上げ睨みをきかせながら、私の前に立ちはだかったのだ。私は訳がわからずに目を丸くするしかなかった。

　そして、そんな令嬢の後ろには十数名の生徒たちが従い、やはり彼女と同じように私を睨みつけている。

　それは、やはり彼女と同じようによく一方的に憎まれ口を叩いてくる人々であった。

　しかし……どこかで見たことのある光景な気がする。

「カタリナ・クラエス、私たちは今日、この場であなたの悪事の数々を公おおやけのものとするわ！」

　私の前に立った令嬢が食堂内に響き渡る大きな声でそう言った。

　昼食時の食堂は学園の半数以上の者たちが集まっていたが……それなりに騒がしかった食堂はいっきに静まりかえり、食堂にいる人々の視線が私たちに集まった。

　そのことに気をよくしたのか、令嬢は薄い唇をくっと引き上げる。

　そんな中、私はというと……正直、まったく訳が分からず、ただ茫ぼう然ぜんと固まっていた。

　私の悪事って……なんだ？　ヘビの玩具を投げていること？　いや、でもあれは人に投げつけている訳ではないし……特に迷惑をかけてもいないと思うのだが……。

　それとも学園内に畑を作っていることがばれた？　由緒ある学園に畑なんて……ということかしら？　そうして、ぐるぐると思考を巡らす私の様子にかまうことなく、令嬢は続ける。

「あなたは公爵家の令嬢であり、ジオルド様の婚約者であるという、その権力を振りかざし、身分の低い者たちを虐しいたげてきた！　そして、ジオルド様や生徒会の方々と懇こん意いにしている光の魔力保持者であるマリア・キャンベルに嫉しっ妬とし、犯罪まがいの嫌がらせを繰り返している！」

「!?」

　彼女のその台詞せりふで、私は思い出した……どこかで見たことがある光景だと感じるはずだ。

　これはゲームの中で何度か目にしたカタリナ・クラエスの断罪イベントであり……ここで多くの生徒たちの前で罪を公にされたカタリナは破滅へといざなわれるのだ。

　あんなに警戒していたのに、まさか突然、こんな風に窮地に立たされるとは……。

　私は茫然と、目の前に立つ令嬢たちを見つめた。皆、険しい顔で私を睨んでいる。

　しかし……どうも腑ふに落ちない。確かにこれはどう見てもあのゲームの『カタリナ断罪イベント』であるのだが……本来、こうしてカタリナを断罪するのは、攻略対象たちを含む生徒会メンバーであったはずなのだ。

　ジオルドルートなら、ジオルドがマリアを守るように立ちはだかり。キースルートなら、キースがマリアを守るように立ちはだかるはずなのだが……今、ここにその姿はない。

　ひたすら混乱する私に、なぜかゲームの生徒会メンバーの立ち位置にいる令嬢が高らかに告げる。

「とぼけても無駄よ！　こちらにはちゃんとした証拠も揃そろっているし、証人もいるのだから！」

　そうして彼女は、紙の束を掲げ傍そばに控えていた同じように私を睨みつける令嬢を示す。

　掲げられた紙には、私にはまったく身に覚えのないマリアへの嫌がらせの数々に……私が行ったとされる証拠が書かれており、証人だという令嬢は私がマリアに嫌がらせをしている場面を何度も見たと証言した。

　次々と色々なことをたたみかけて告げられ、私はもちろん、一緒に食堂にきていたクラスメイトたちも茫然とし、食堂にはなんとも言えない不穏な空気が流れた。

　食堂に集まった人々は皆、固かた唾ずを呑のんで私たちの動向をうかがっていた。

　そんな時だった……マリアと幼おさな馴な染じみの友人たち、生徒会メンバーが食堂に現れたのは。

　私が入ってきた入口とは反対方向の入口から現れた彼らは、必然的に私と反対に位置する令嬢たちの傍に歩み寄る形になる。

「これは、一体何事ですか？」

　不穏な空気の中、対たい峙じする私と令嬢たちに怪け訝げんな目を向け、ジオルドが口を開いた。

　それに対し待っていましたとばかりに、ジオルドの元婚約者候補の令嬢が、先ほどと同じように私の悪事の説明を始めた。

　私の前に立つ、生徒会メンバーである義弟に幼馴染の友人たち、そしてマリアの顔が険しく歪ゆがんでいく。

　ああ、これこそゲームのカタリナ断罪イベントそのものだ……そこではカタリナの悪事を暴くのはジオルドか、キースだったけれど……。

　その二人の背に守られるように佇たたずむマリアの様子は、まさにゲームの中で見たままだった。

　ゲームのシナリオでは、攻略対象がカタリナの悪事を暴いた後、それまで背に隠れていたマリアが強い意志を宿した瞳で前に進み出る。

　そして―――。

『この話は事実です！　私はずっとカタリナ・クラエス様にこのような嫌がらせを受けています！』

　凛りんとした態度でそう宣言し、食堂に集まった人々はマリアのその内に秘めた強さと凛り々りしさに感嘆するのだ。

　そうして、私がそんな風にゲームの中の出来事を思い出している間に令嬢たちによるカタリナの悪事の暴露がおおよそ終わった。

　すると、まさにゲームのシナリオ通りに、マリアがすっと前に出てきた。

　前世の記憶を取り戻した私はゲームのカタリナとは違い、悪事など働いていない。

　それなのに……本当にゲーム通りになってしまうのだ。

　このままいけば私はもれなく破滅のルートをたどる。身一つで国外に追放されるか……攻略対象に殺されてしまう。

　ポケットにヘビの玩具は入れてきていただろうか……国外追放になったら、愛用の鍬くわを持っていけるだろうか……。

　進み出たマリアはゲームの時と同じで強い意志を宿した瞳をしていた。

　そしてマリアがその口を開く。

「この話はまったくの出で鱈たら目めです！　私はカタリナ・クラエス様にこのようなことをされたことなど一度もありません！」

　その凛とした声は、食堂中に響き渡った。

　そして、マリアはくるっと向きを変え、私を庇かばうように令嬢たちに向き合うと。

「このような出鱈目な話で、私の大切な方を侮ぶ辱じょくしないでください！」

　今まで聞いたことのないような厳しい声を上げた。

　そんなマリアに、最初こそ驚いて固まっていた令嬢たちだったが、すぐに調子を取り戻した。

「何を言っているの！　マリア・キャンベル！　私たちはあなたのためにこうしてカタリナ・クラエスの悪事を暴いてあげたのよ！」

「そうよ！　それに出鱈目なんかじゃないわ！　こうしてちゃんとした証拠も、証人も揃っているのよ！　あなたの方こそ、この悪女に騙されているのではないの！」

「そうですわ、こんな悪女に騙されて可哀相に。マリア・キャンベル。私たちはあなたの味方なのよ」

　令嬢たちはそう言って、次々にまくしたてたのだが……。

「こんな状況証拠だけを持ってきて、ちゃんとした証拠とは笑ってしまいますね」

　紙の束を手にしながら、そう言ったのはジオルドだった。

　そして、笑ってしまうなどと言いながら、その顔はまったく笑っていない、ひどく冷たい無表情。これが、無表情がデフォルトのニコルならばなんてことはなかったが、なにせいつも笑顔のジオルドである……。

　その無表情と、内側からあふれ出る威圧的雰囲気に先ほどまで、あんなに騒がしかった令嬢たちもすっかり怯おびえた様子で口をつぐんだ。

「そもそも、ここに書かれたような緻ち密みつな嫌がらせなんて、単純な姉さんにできるはずがないよ。だいたい、僕はほとんど姉さんと一緒に過ごしているけど、証人と名乗る彼女たちを見かけたことなど一度もないのだけど……本当に姉さんがこんな嫌がらせをしている所を見たの？」

　紙に目を通しながら、キースが見たこともない冷たい笑顔を浮かべて、証人と名乗った令嬢を見ると彼女は「ひっ」と声を上げ後ろへと引っ込んだ。

「本当ですわ！　カタリナ様がこのようなことをなさるはずがありません！　キース様の言われる通り、カタリナ様はとても単純な方です！　こんな緻密な計画は立てられません！」

　険しい顔のメアリがそう言えば、続いてアランが口を開く。

「まったく、その通りだ！　この馬ば鹿かは、そもそもこんな緻密な嫌がらせなどできない！　馬鹿だからやるとしたら真向勝負しかできんのだ！」

　ソフィアとニコルもそれに同意を示す。

「そうですわ！　カタリナ様に裏で動くとか、そんな器用なことなどできませんわ！　カタリナ様にそんな器用さありませんから！」

「その通りだ」

　なんか、皆おそらく庇ってくれているんだけど……なんだろう……貶けなされている気もするのだけど……。

　そうして、友人たちが声を上げてくれると―――一緒に食堂にきたクラスメイト達も「そうよ！　カタリナ様がそんなことするはずがないわ！」「カタリナ様が嫌がらせなどありえないわ！」と次々に声を上げてくれた。

　その声は次第に大きくなり、食堂のあちらこちらから上がり始める。

　そして。

「皆さんの言われる通りカタリナ様がこんな嫌がらせをすることなどありえません！　確かに私はこの紙に書かれているような嫌がらせを受けたこともあります。でも、それをしたのはカタリナ様ではありません！　むしろカタリナ様は何度も私を庇ってくださいました！　そして、この嫌がらせを本当にしてきた人たちを私はちゃんと覚えています。なんでしたら、ここでどなただったか申し上げてもいいのですが」

　いつも穏やかで優しい姿とはまるで別人のように、凛々しく勇ましくマリアがそう告げると……食堂に集つどう人々の何人かが顔色を変える。
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　その中には私に対峙していた令嬢たちも何人か含まれており、彼女たちは顔を伏せた。

　明らかな劣勢……もはや何も言えなくなった令嬢たちは、最初の勢いが嘘うそのように小さくなり、そそくさと食堂を去っていった。

　そして、あまりの出来事にずっと言葉を失っていた私の横にマリアが寄り添ってくれた。

「カタリナ様、大丈夫ですか？」

　とても心配そうな顔で覗のぞき込まれ、私は大きく頷うなずく。

「うん、大丈夫。………あの、皆ありがとう」

　友人たちと、そして他の私を庇う声を上げてくれた人たちにお礼を言う。

「いいえ。むしろ、すぐに助けにこられなくて、すみませんでした」

「遅くなってごめんね。姉さん」

　ジオルドとキースがそっと肩に手をかけてくれた。

　気がつけばずっと張っていた肩の力がゆっくり抜けていく。

　そして『ぐ～』と壮大にお腹がなる。昼食が延びて私の空腹が限界を迎えていたのだった。







「それにしても、まさかあの令嬢たちが、カタリナにこんなことをするとは思いませんでしたね」

「そうですね。確かにあの方たちは姉さんを目の敵かたきにしていましたけど……ここまでのことをする行動力があるようにはとても思えなかったので……」

「そうだな。こんなのでも一応、公爵家の令嬢だ。侮辱したとなれば……色々、立場も危あやうくなる。そうまでして行動を起こすタイプには見えなかった」

「それに、この証拠も……とてもあの方たちが用意したとは思えませんわ。あまりにもうまく作られすぎていますわ」

「確かに、メアリ様の仰おっしゃる通り、あの方たちには、ここまでしっかりした証拠書類を準備できるとは思えませんわ」

「……俺たちが全員、なんらかの用で呼び出されていたこともおかしい」

　ようやくありつけた昼食をとりながら、友人たちが難しい顔をして何やら話をしていたが、私は断罪イベントを乗り切り、破滅ルートを回避できた喜びで浮かれていた。

　乙女ゲームの終了は来年の春前の卒業式までなので、まだまだ安心はできないが……それでも最大のピンチを皆のお蔭かげで見事に乗り切ることができた。本当に良かった。

　こうして、浮かれまくる私は、その時マリアが一人、何かを考え込んでいたことにまったく気がつかなかった。

　そうして、昼食が終わり教室へと戻ろうとした時、マリアが口を開いた。

「少しだけ行っておきたい所があるので、皆さん、先に戻っていてください」

「一緒に行こうか？」

　嫌がらせはだいぶ沈静化したようだったが、なんとなく心配だったのでそう聞いたのだが。

「いいえ、たいした用事ではないので一人で大丈夫です。皆さんは先に行ってください」

　きっぱりと断られてしまった。

　お腹の調子が悪くなってトイレにでも行くのかな？　それだとあんまりしつこく食い下がらない方がよいだろう。

「うん。わかった。授業までそんなに時間がないから早めに戻ってくるのよ」

「はい」

　マリアは笑顔で返事をすると、教室とは反対方向にかけていった。







　その後、私はこの時にマリアと一緒に行かなかったことを深く後悔することになる。

　早めに戻ってくると言ったマリアはその後、いつまでたっても教室に姿を見せなかった。

　具合が悪くなって医務室に行ったのかもしれないと確認しにいったが、そこにも姿はなかった。

　そして、その後どこを探してもマリアを見つけることはできなかった。

　あの昼休みの別れを最後にマリア・キャンベルは姿を消してしまったのだ。










　マリアが姿を消してから二日がたった。

　私たちは必死に捜そう索さくを続けたが、一向に行方はつかめず、手がかりも見つけられなかった。

　ただ焦りで、心が乱れるばかりだった。

　なぜ、あの時一緒についていかなかったのか……後悔は日々、大きくなる。

「はい。これを飲んで身体を温めて。ひどい顔色だよ」

　そう言って生徒会長がお茶を淹いれて渡してくれる。

「ありがとうございます」

　私は受け取ったお茶を口に運ぶ。いつもと同じ優しい味のするお茶が身体を温めてくれる。

　いつもの生徒会室、私はいつもマリアが座っていた席を見つめる。

　普段ならこうして会長がお茶を淹れてくれると、マリアが笑顔でお菓子を出してくれていた。

　しかし今、ここにその笑顔はない。

「マリアさんはしっかりしているし、強い光の魔力も持っているから、きっと大丈夫だよ」

　マリアの席を見つめて固まっていた私に、会長が優しく声をかけてくれた。

　マリア捜索にも、力を貸してくれている彼は、落ち込む私にもこうして優しい声をかけ、気遣ってくれている。

　私だけが辛つらいわけではない……友人たちだって辛い思いをしているだろう。

　会長だってマリアと親しくしていたのだ、こんなことになって辛くないはずはない。

　それなのに、こうして私のことまでも気遣ってくれる。

　後悔して落ち込んでばかりいられない。私ができる精一杯のことをしよう。

　絶対に見つけ出すから……どうか無事で待っていてマリア。







　そして、マリアの行方がわからなくなってから、三日目の夜のことだった。

　寮での夕食も終わり、自室に戻って明日の準備をしていると、険しい顔をしたジオルドが部屋を訪ねてきた。

　あまり良識のある時間帯の訪問ではなく、その険しい表情から嫌な予感が広がる。

「こんな時間に一体、どうしたのですか？　まさか、マリアに何か……」

　私が動揺しながら尋ねると、ジオルドが首を横に振る。

「マリアの行方はまだつかめません。……でも、もしかしたら関係あるかもしれない情報が手に入ったので、早めに君に教えておきたくて」

「……関係あるかもしれない情報？」

「まず、これを見てください」

　そう言って、ジオルドが差し出したのは先日、私の悪事を暴くと断罪イベントを起こした令嬢たちが持っていた証拠書類だった。

「これは……先日の……」

「そうです。先日、あの令嬢たちが証拠として出した書類です。僕はこれらがどうしても気になって、マリアの捜索と並行してこの書類についても調べていたのですが……」

　なんでも、ジオルドは私に断罪イベントを起こしたあの令嬢たちが、私に対してよくない感情を持っていたことにずっと気づいていたそうだ。

　だが、令嬢たちの立場やその力量ではとても私に害をなすことはできないと判断し、そのままにしておいたらしい。

　しかし、そんなジオルドの判断をよそに令嬢たちは先日のような事件を起こした。

　そして、そこに用意されていた書類はあの令嬢たちの力量では作れないようなしっかりとしたものだった。

　それがどうしても気になったジオルドは、ここ数日、マリアの捜索と共にそちらの捜査もしていたのだそうだ。

　すると。

「とても奇妙なことがわかったんです。書類を作ったのはあの令嬢たちではなかったんです」

「……それはどういうこと？」

「書類を作ったのは、あの令嬢たちではなく別の誰かだったのです。そして、さらに奇妙なことに、令嬢たちはあの書類をどこで誰から手にいれたのかまったく覚えていなかったんです」

「……覚えていないって、そんなはず……」

「信じられませんよね。僕も初めは彼女たちが嘘をついていると思い、色々確認したのですが……どうも本当に覚えていないようなのです」

「……」

　あんなに自信満々に出した証拠を誰が作ったものなのかも知らず、どこから手にいれたのかもわからないなんて……ありえない。そもそもそんなものを証拠だと掲げることができるはずはない。令嬢たちは皆で記憶喪失にでもなってしまったのか……。

　茫然とする私に、険しい顔をしたジオルドがさらに続けた。

「でも、実はそれだけではありません。彼女たちはあの日、なぜ、あんなことをしようと思ったのかすら覚えていないのです」

「……え！」

「彼女たちは確かに、あなたを疎うとましく思っていたようです。それは事実でした。でも、だからといってあんな風に公の場で害をなそうするなど考えられなかったそうです」

　令嬢たちは確かに、私を疎ましく思っていた。実際に私が一人でいる時には、すれ違いざまに憎まれ口を叩いてきたりしていた。

　しかし、だからといってカタリナに実際に危害を加えるほどの度胸はなかったのだ。

　私、カタリナ・クラエスは一応、公爵家の令嬢で、第三王子の婚約者であり、かなりの権力を有している。下へ手たに危害を加えれば、しっぺがえしをくらうのは自分たちである。

　令嬢たちはそれなりに高位な貴族であったが、さすがにそんなカタリナに正面から喧けん嘩かを売ろうとは思えなかったらしい。

　それなのに……あの日は違った。なぜか「なんとしても忌いま々いましいカタリナ・クラエスに一矢報いてやろう」という気持ちでいっぱいになったというのだ。それも全員がである。

　しかし、食堂から退散し、少しするとそんな気持ちはたちどころに消え、むしろ「なんであんなことをしてしまったのか」と全員で頭を抱えることとなったのだそうだ。

　そのため、ジオルドに調べられる頃にはもう皆が平謝りだったらしい。

「……でも、それが本当ならとても奇妙な話ね。まるであの令嬢たちは皆、何者かに操られていたみたいね」

　私がそう呟くと、ジオルドの表情がさらに険しくなる。

「操られていたみたいじゃなくて……本当に操られていたのかもしれない」

「……え!?」

「あの時の彼女たちの様子はどうも妙でしたから」

「でも、操るとかそんなこと……」

　土人形ならまだしも人間を操るなんてできるはずない。

　こちらの世界で、催さい眠みん術じゅつ的なものがあると聞いたこともないし、そもそもあんなにたくさんの人を一度に操れるものなのか……混乱する私の横で再び、ジオルドが険しい表情で口を開く。

「人を操る……それは闇の魔力を持っていれば可能なのです」

「……や、闇の魔力って……そんな魔力があるの？」

　この世界での魔力は『水・火・土・風・光』に分けられており、その魔力を有して生まれた者はある程度の年齢になるとその力を発動する。

　学校、あるいは家庭教師から、子供の頃にそう教わり、皆が知っていることだ。

　魔力の種類は『水・火・土・風・光』の五つだ。この魔法学園にきてからも、それ以外の魔力が存在すると習ったことなどない。

「はい、第六の魔力と呼ばれる闇の魔力。その魔力から生み出される闇の魔法、それは人の心を操るものなのです」

「……でも、そんな闇の魔力や魔法なんて聞いたこともないけど……」

「闇の魔法は非常に危険なものですから、禁じられ、そして隠されてきたのです。その存在は国でも一部の者しか知りません」

「……危険？」

「心を操られ、しかも操られた方はそれを憶えてもいない、とても恐ろしい魔法でしょう」

　自分の知らないところで心を操られ、しかもそれを忘れてしまう。

　それは確かに、かなり怖いことだ。

「そして今回の事件を起こした令嬢達は、その闇の魔力を持つ者に操られていた可能性が高いのです。つまり今回、あなたを狙ったのは闇の魔力を持つ者かもしれないのです」

「……私が、闇の魔力を持つ者に狙われていた？　……どうして？」

　令嬢たちにはジオルドの婚約者としてやっかまれていたのは気づいていたが……他にも狙われるようなことがあっただろうか。

「理由はわかりません。そもそもまだ犯人の候補すら特定できていないのですから。ですが、とにかく十分に気をつけてください。くれぐれもむやみに一人で行動したりしないようにしてください」

「……はい……」

　あれは、令嬢たちのただのやっかみから起きた事件で、皆のお蔭でもう解決したと思っていたのに……まさかそんな裏があったなんて……ん？　あれ？

　闇の魔力を持つ者がいて私を狙っている？　狙いは私？　じゃあなぜ……。

「なぜ、マリアはいなくなったのですか？」

　闇の魔力を持つ者の狙いが私ならば、マリアは無関係のはずだ。

「そうですね。目的がカタリナであったなら、マリアは無関係です。でも、彼女は光の魔力保持者です」

「そうだけど……それがどうしたの？」

「闇の魔力は知覚することができないと言われていますが……闇に相反する力、光の魔力を持つ者だけはその魔力を知覚できるとも言われているのです」

「!?　じゃあ、マリアは……」

「あの事件の時に何かに気がつき、そして闇の魔力を持つ者に接触してしまった。そして連れ去られたというのが今のところの推測です」

　闇の魔力、人の心を操る魔法。

　マリアはそれに気がついたの？　それでどこかへ連れて行かれてしまったの？

　突然、もたらされたたくさんの情報に頭がぐるぐるして考えがまとまらない。

　そもそも、さっきまで闇の魔力なんていう存在すら知らなかったのだ。

　禁じられ、隠される魔力……あれ？　でもじゃあ、闇の魔力を持って生まれた人はどうなるのだろう？

「……あの、でも闇の魔力が危険だからと隠されているのなら、その魔力を持って生まれた子はどうしているの？　発動したら隠されるの？　そもそもほとんど誰にも知らされていない魔力じゃ、発動しても対処に困るんじゃない？」

　私は浮かんだ疑問をジオルドにぶつける。

「闇の魔力は、他の魔力のように生まれながらに持っているものではないのですよ。闇の魔力は魔力を持つ者が後天的に手に入れることができる新たな魔力なのです」

「後天的に手に入れることができる新たな魔力？」

　魔力は、生まれながらに持っているものではないのか？　後天的に手に入れるとは……どういう意味なのだろう？

　どんどん困惑が大きくなる私に、ジオルドが静かな口調で告げる。

「闇の魔力を手にするには儀式が必要なのです」

「……儀式？」

「はい、儀式です。その儀式で捧げものをすることで、闇の魔力は手に入ると言われています」

「捧げもの？」

　私の問いにジオルドは一度、口を閉じ、そして息を深く吸いこんだ。

「闇の魔力は儀式において、人間の命を捧げることで、手に入れることができる魔力なのです。ですから、それを持つ者は誰かの命と引き換えにその魔力を得ているのです」













　真っ暗な場所だった。上も下もわからないただ暗いだけの世界に私は立っていた。

　そんな私の足元には大切な人たちが倒れている。

　ジオルド、キース、メアリ、アラン、ソフィア、ニコル、マリア。その顔にもはや生気はない。

「皆、起きて起きてよ！」

　私は必死にそう叫び、皆の身体を揺さぶるが、誰一人ピクリとも動かない。

「……なんで、なんでこんなことに……」

　ぐったりと動かない皆の脇わきで私はしゃがみ込む。

　身体はガタガタと震え、目には涙が溢あふれてくる。

　どうしてこんなことになってしまったのか……大切な人たちをこんな風に失ってしまうなんて……こんな結末を迎えるのならば、私一人が破滅した方がどんなに良かったか。

「……どうして……どうして……」

　私は真っ暗な世界でただ、涙を流し続ける。













　目を開けるとそこには見慣れた天井が見えた。入学して半年以上使っている寮の部屋の天井である。

　まだ、部屋は暗く窓の外にも明かりは見えない。日が昇っていないのだろう。

「……夢……だったのか」

　発した声はかすれており、身体は小刻みに震えている。

　身体中に冷たい汗が伝い、頬ほおに触れるとぐっしょりと濡ぬれている。

　どうやら、夢にうなされ現実でも涙を流していたようだ。

　なんて、ひどい夢だったんだろう。いまだに震える身体を両腕でぎゅっと抱きしめる。

　闇の魔力を手に入れるには誰かの命を引き換えにしなければならない。

　命が対価である魔力。

　そんな恐ろしい話を聞いたせいなのだろう、ひどい夢を見てしまった。

　しかし、あんな未来はある訳がない。

『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』のゲームで、アラン、キース、ジオルドのルートで唯一、命の危険があるのは主人公のライバルキャラである悪役令嬢カタリナ・クラエスだけだった。

　ニコルはまだクリアしてはいなかったが……ニコルのルートのライバルキャラはソフィアだ。

　あの妹大好きなニコルがソフィアに何かするとは考えられない。

　だから……あんな未来は絶対にありえないのだ。

　このゲーム世界で危険なのはカタリナ・クラエス。私だけだ。

　そして、私はその危険を乗り越えるためにこの七年、色々準備を重ねてきている。

「大丈夫よ」自分にそう言い聞かせる。

　それでも、あの夢が……あの光景がいっこうに消えてくれない。

　結局、その後、私はもう一度、眠りにつくことができなかった。







　翌日、夜ほとんど眠れなかったからか、あんな夢を見てひどくうなされたからか……私は午前中に具合を崩し、キース、ジオルドに付き添われ医務室で休むこととなった。

　寝不足だったからか、彼らの顔を見て安心したからか、私は温かいベッドに横になるとすぐに眠りに落ちたようだ。

　目が覚めるとだいぶ時間がたっており、もうすぐ昼休みになる時間帯で、ジオルドとキースはさすがに授業に戻っていた。

　眠ったお蔭で頭もすっきりした私は、医務室の先生にお礼を言い、教室に戻ることにした。

　昨日、ジオルドからは、くれぐれも一人で行動するなと言われたが、医務室から教室までの学舎内の短い道のりくらいは問題ないだろう。

　医務室から教室までは中庭を通ると近道なので、そこを通って戻る。

　私は昼の暖かな日差しが差し込む中庭を進んだ。すると以前、マリアがお昼を食べようとしていた小さなベンチを見つけた。

　私は、少しだけと……小さなベンチに歩み寄り、そこに腰かける。

　私たちと仲良くなるまで、ここでマリアは一人でご飯を食べていたのだ。

　可愛くて、優しいマリア……もう一緒にいるのがすっかり当たり前になっていたのに……今、一体どこにいるのか……。

　昨日の、ジオルドの話が真実ならば……マリアの身はかなり危ない。

　なにせ、他人の命を捧げて、闇の魔力を手にした者が関わっているかもしれないのだから。

「カタリナさん？　こんな所でどうしたの？」

　突然、かけられた声にびっくりして振り返ると、そこには生徒会長がいつもの愛らしい笑顔で立っていた。

「あ、あの……少し具合が悪くて医務室で休んでいて、これから教室に戻ろうと思って……」

「そうだったの。でも、マリアさんもまだ見つかっていないし、こんな人目につかない場所に一人でいるのは危ないよ。僕と一緒に戻ろう」

「あ、ありがとうございます」

　そうして、私は差し出された手をとる。

　そこでふと思った。会長はどうしてここにいるのだろうと。

　今は授業中で医務室には私しか生徒はいなかった。

　彼の方こそ、こんな所でどうしたのだろう？

　そんな疑問が頭をよぎり、会長を仰ぎ見ると、その真っ赤な髪が太陽の光に照らされキラキラと光っている。

　その光景を見た時、私の脳裏にその記憶がよみがえった。







『隠しキャラの攻略はね～意外と大変でね』

　ニンマリ笑うあっちゃんは、ネタバレを嫌がる私をよそに楽しそうに続けた。

『闇の魔力を持っている危険な人なんだよね。攻略が成功すれば主人公と甘々な日々なんだけど……失敗すると主人公とその友人である生徒会メンバーは皆、彼に殺されてしまうっていう、ひどいバッドエンドなんだよね。――――ちなみに、その隠しキャラはね、真っ赤な髪に灰色の瞳の――』







　そう、私はあっちゃんから確かに聞かされていたのだ。隠しキャラの存在とそのエンディングを……。

　昨日の、夢は決してありえない出来事ではなかったのだ。主人公と生徒会メンバーが皆、命を落とす……そんなひどいエンディングも確かに存在していたのだ。

　背に冷たい汗が流れる。

　なぜ、こんなに大事なことを今まで忘れていたのか……私は本当に馬鹿だ……。

　真っ赤な髪に灰色の瞳―――私は目の前に立ち、優しそうな笑みを浮かべている生徒会長シリウス・ディークを見つめる。

　どうりでハイスペックな人気者であるはずだ。

　彼こそ『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』の隠しキャラであり、そして闇の魔力を持つ人物であったのだから。

　この優しく頼りになる先輩が……マリアに生徒会メンバー、私の大切な人たちの命を奪うなんて……とても信じられない。

　しかし、ジオルドの話が真実なら、今回の事件は闇の魔力を持つ者が関わっている確率が高くて……そして前世の記憶が確かなら、会長――シリウス・ディークはおそらく闇の魔力を持っている。

　人の命を捧げて得る闇の魔力を。

「カタリナさん、どうしたの？」

　手をとったまま固まった私を不審に思ったらしいシリウスが声をかけてくる。

　それはいつもの優しそうな表情。本当にこの人なのだろうか……。

「会長は……闇の魔力を持っているんですか？　それで、マリアに何かしたんですか？」

「………闇の魔力ってなんだい？」

　気がつくと思わず、口からでてしまった問いにシリウスが困惑した表情になる。

　それは、そんなものは知らないといった顔だった。

　そうだ、そんな魔力のことなど普通は知らないだろう。

　私だって、ジオルドから話を聞くまで、そんなものが存在することなど知らなかった。

　ゲームの中では闇の魔力があるとされていたが、現実は違うのかもしれない。

　友人たちもゲームの中の人物と違うところがたくさんあるのだ。会長だって、ゲームの中とは違う可能性も高い。

「そうだよね。そんなもの知らないよね。こんなに優しい会長が闇の力でマリアに何かするなんてありえないよね」

　気づくと私は思ったことをそのまま口に出していた。

　こんなに優しい会長が人の命を奪って闇の魔力を手に入れるなんて考えられない。

　そう思い、再びシリウスに目を向けると……彼は今まで、見たこともない冷たい瞳を私に向けていた。

「……かいちょう……？」

「優しいか……君はいつも僕のことをそう言うね」

「……だって、会長は優しいですから……」

　その冷たい瞳と声に動揺しながらも私がそう答えると―――シリウスは顔を歪める。

「そんなのは演技だよ。優しく穏やかなふりをしていれば、過ごしやすいからね。馬鹿な君たちはまんまと騙されていたみたいだけどね」

「!?」

　驚きに目を見張った私を見て、シリウスは唇の端を持ち上げて馬鹿にしたような笑みを浮かべた。それはいつもの愛らしい笑みとはあまりにも違っていた。

「ちなみにマリア・キャンベルをさらったのも僕さ。あの子は知らなくてもいいことを知ってしまったからね。それから、カタリナ・クラエス、僕は君が大嫌いだ。寂しい奴らに声をかけて、救ってやっているつもりの偽善者が！　お前を見ているとイライラして仕方ない！」

　冷たい口調から一変して、荒々しく吐き出された言葉は悪意に満ちていた。

　まだ、つないだままだった手がとても強い力で握りしめられ、痛い。

「いい加減、どこかに消えてくれ！」

　寂しい奴らに声をかける？　救う？　偽善者？　シリウスの言っている言葉にはわからないことが多かった。

　でも、その口調が強い悪意に満ちており、彼が私を嫌っているということだけは理解できた。

　そして、やはりこの人がマリアを連れ去った張本人だった。

　では、この人がゲーム通りにマリアや、他の生徒会メンバーたち、私の大切な人たちの命を奪ってしまうのか……。

　私はシリウスの灰色の瞳を見つめる。いつもの穏やかな表情とはまるで違う、冷たく冷え切った瞳。

　自分がマリアをさらったと言った。優しさは演技だったと言った。

　吐き出される言葉は悪意に満ちている。

　それなのに………なぜ？

「……大丈夫ですか？」

　私は掴つかまれていない方の手をシリウスの顔へ伸ばした。

　冷え切った瞳で、悪意ある言葉を吐き捨てるシリウス。

　それなのに、その言葉に反してその顔は、とてもとても苦しく辛そうで……今にも泣き出しそうな顔をしているのだ。顔色もひどく悪い、今にも倒れてしまいそうなほどに……。

　伸ばした手で触れたシリウスの頬は氷のように冷たかった。

「……この偽善者が……いい加減にしろ！　僕にかまうな！　近寄るな！　笑いかけるな！　……もう僕の前から消えてくれ！」

　頬に触れていた私の手を叩き落とし、彼はそう叫んだ。

　すると、なぜか、目の前がゆっくり暗くなっていった……そして、意識がしだいに薄れていく……。

「そのまま眠り続けろ。その命が尽きるまで」

　シリウスが吐き捨てるように言った。

　薄れゆく意識の中で最後に見たのは―――シリウスの瞳から流れる涙だった。







★★★★★★★★★







「あなたの淹れてくれるお茶はとても優しい味がするわ」

　そう言って優しい笑顔で母が幼い僕の頭を撫なでる。穏やかでとても幸せだった日々。

　しかし、その幸せは突然、奪われたのだ……あまりにもひどい形で……。

　そして僕は誓った。僕たちの幸せを強引に奪った奴らに復ふく讐しゅうすることを、その地位も命も必ず奪い尽くしてやると。







　ディーク侯爵家の一人息子、シリウス・ディーク。それが今の僕の名。

　魔力を持っていたため、十五の年を迎えて魔法学園に入学した。
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　学力も魔力も高く学園の生徒の憧れでもある生徒会のメンバーにも選ばれ、ディークの屋敷の人々に褒め称えられている。

　そんな僕がその人物の名をよく耳にするようになったのは、学園で幼馴染のニコル・アスカルトに再会した頃からだった。

　幼馴染のニコルと最後に会ったのは、彼が十歳になるかならないかくらいだったので、五年ぶりの再会だったのだが……その五年でニコルはすっかり変わっていた。

　以前の彼はいつもどこか寂しそうな目をしている少年だった……しかし今、彼のその瞳は輝き、寂しさなどもう映してはいなかった。

　正直、その寂しそうな目に親近感を覚えていた僕は、彼の変化を少し残念に感じた。

　そして、そんな風に変わってしまったニコルの口から、その人物の名前がよく聞かれるようになる。

『カタリナ・クラエス』。クラエス公爵家の令嬢で我が国の第三王子ジオルドの婚約者。

　寡か黙もくで無表情なニコルが、この少女のことだけはよく話した。

　また彼女の話になると普段ほとんど動かない表情さえもいきいきと変化した。

　おそらくニコルの瞳から寂しさを取り除いたのはその令嬢であるのだろう。







　そして、次の年の春、二年に進級し生徒会長を就任した僕の前にその少女は現れた。

　ニコルの話から、それは美しく聖女のような人物だと思っていたのだが……実際に目にしたカタリナ・クラエスの初めの印象は特に特徴のない少女だった。

　それなりに整った顔はしていたが、今年、生徒会に選ばれたマリア・キャンベルたちに比べるとそれほど美しい少女でもなかった。

　それに、特別に頭が良い訳でもなく、魔力もほとんどない。

　はっきり言って公爵家の令嬢、ジオルド王子の婚約者という肩書だけの少女という感じだった。

　しかし、そんななんてことのない少女を婚約者であるジオルドはもちろん他の生徒会に選ばれた優秀なメンバーたちはこぞって慕っていた。

　それこそ教師を「カタリナが生徒会室に自由に入れるようにしなければ、自分たちは生徒会に入らない」と脅おどしてしまうほど。

　一体、あの少女に何があるというのだ？

　不思議には思ったが……正直、僕の復讐の妨げにさえならなければ、そんなことどうでもいいことだった。

　ただ復讐をやり遂げるためにも僕は、まだここで優秀で穏やかな生徒会長を演じる必要があり、新しく入った生徒会のメンバーともそれなりにうまくやっていかなければならない。

　そのため、彼らが慕うカタリナにも適当に愛想よくしておく必要があるな、という程度のことだった。

　だから、その日、カタリナ・クラエスにお茶を淹れて差し出したのも、単純に愛想を振りまくためだった。

「会長の淹れてくれたお茶はとても優しい味がしますね」

　受け取ったお茶を飲んだカタリナ・クラエスはそう言って穏やかな笑顔を見せた。

　その言葉と笑顔に僕はひどく動揺した……長年、貼り付けていた穏やかな表情の仮面を取り落としてしまいそうになるほどに……。

　いままで、他の生徒会メンバーにも普通にお茶を淹れ「美味おいしい」とは言われてきたのだが……僕の淹れたお茶を「優しい味だ」と言ってくれていたのは、これまでの人生でたった一人だけだったから……。

　しかも……その穏やかな笑顔もあまりにもよく似ていて、胸がひどくざわついた。

　あまりに動揺した僕はそこから、どのようにカタリナに対応したのか、自分でもよく覚えていない。しかし、長年培ってきた演技でなんとか普通に接することができていた気がする。

　そうして、その出来事から僕はカタリナ・クラエスと接するたびに、激しく動揺するようになってしまった。

　すべてを奪われたあの日に復讐を誓ってからずっと、そのためだけに生きてきた。

　穏やかな仮面を被かぶり、優秀な成績を修め、周りの目を欺あざむきながら――手に入れた闇の魔力を使い、準備を重ねてきた。

　資金を集め、罪をねつ造し、僕らの幸せを奪った奴らにこの手で復讐を果たせる日もそう遠くないところまできたのだ。

　それなのに……カタリナ・クラエスに関わってからうまくいかない。

　復讐のためならば後ろ暗いことにも平気で手を染めてきた。それに、後悔や、迷いなんてなく、心が乱れることもなかったのに……それなのに……。

　カタリナの澄んだ水色の瞳でまっすぐに見つめられるたびに……笑顔を向けられるたびに……ひどく心が乱れるようになってしまった。







　生徒会にマリア・キャンベルという少女がいる。平民であり、光の魔力を持っている特別な少女。

　優秀な頭脳に、高い魔力、そして多くの人々が見み惚とれるほどの美び貌ぼうを持つ、とても恵まれている少女。それなのに、彼女はよく寂しそうな目をしていた。

　それは昔の、ニコルのそれによく似ていて、僕は彼女にも以前ニコルに感じたような親近感を持った。だが、彼女も変わってしまった。

　ある時を境に、マリアからあの寂しそうな雰囲気が消え、そしてカタリナたちと生徒会以外でも親しくしている様子を見かけるようになった。

　そして、マリアの目はカタリナを追い、目があえばそれは嬉しそうに微笑むようになっていた。

　たくさんの人に囲まれて、楽しそうに微笑むカタリナ・クラエス。

　ニコルやマリアもその瞳をキラキラさせ、彼女の傍で幸せそうにしている。

　そんなカタリナの姿は、以前ニコルから聞いていた聖女のような人物像そのものに見えた。

　しかし、その姿を見ていると、心がざわついて仕方ない……時にはこれまで長年かけてつくってきた仮面が剥はがれかけている時さえあった。

　カタリナに心を乱される僕に『あんな奴にかまうな！　復讐の準備を続けろ！』ともう一人の僕が言った。

　それでも……どうしてもカタリナの存在を無視することはできなかった。







　マリア・キャンベルが嫌がらせを受けているのを見かけたのは偶然だった。

　彼女が嫉妬から嫌がらせを受けていたことは知っていたが、それを目の前で見たのは初めてだった。

　とりあえず、生徒会長シリウス・ディークとしてはそれを止めに入らないわけにはいかず、嫌がらせをしていた令嬢に注意をする。

「大丈夫かい？」と聞くと、マリアは「ありがとうございます。大丈夫です」と気丈な様子で答えた。

　それにしても、このように嫌がらせをする貴族の子息、令嬢たちの浅はかさには呆あきれてしまう。

　マリア・キャンベルは確かに平民であり、貴族が集うこの学園内での身分は低い。

　しかし、彼女は光の魔力保持者だ。光の魔力を持つ者は我が国でもほんの一握りしかいない本当に貴重な存在だ。

　そんなマリアは、この学園に入学した時より、すでに魔法省が彼女に目をつけている。

　光の魔力、それもかなり高い魔力を持つマリアは学園を卒業すれば、間違いなく魔法省に入り、そしてそれなりの地位を手にいれるだろう。

　そんな、国王に次ぐ権力を有する魔法省での地位が約束されているマリアに、こんな嫌がらせを続けていれば、そのうち罪にとわれるのは必須だ。

　そんなこともわからないとは本当に愚かな奴らである。

　そんな風に思っていた時に僕はふと一つの考えを思いついた。

　この愚かな者たちが行っているマリアへの嫌がらせの罪をカタリナ・クラエスにかぶせることができないだろうかと。

　もし、その罪をかぶせることができれば、いくら公爵家令嬢とはいえ、ただではすまないだろう。

　うまくいけば、カタリナをこの学園から……自分の前から消せるかもしれない。

　そうすれば……あの少女さえ消えてくれれば……もう心を乱されることもない。

　そう決めてからの行動は早かった。マリアが受けてきた嫌がらせを調べ、それをカタリナが行ったように仕立てあげる。

　後は、実際にカタリナを闇の魔力で操り、マリアへいくつか嫌がらせをさせれば良かったのだが……それは叶かなわなかった。

　闇の魔力、それを手にすれば人の心を自在に操ることができると言われている。

　ただ、その魔力を手に入れる方法と、その能力の危険性から公にはされていない魔力である。

　しかし、この魔力は決して万能な訳ではない。人の心ならなんでも、好きなように操れる訳ではないのだ。

　記憶を消したり、一時的に意識を奪ったりといったことはできるのだが……ないものを作り上げることはできないのだ。

　嫌いなものを好きにすることはできず、好きなものを嫌いにはできない。

　そこに妬ねたみ、憎しみが少しでもあればそれを増長させ、行動を起こさせることができるが……持っていない妬み、憎しみを作り上げることはできないのだ。

　そして……カタリナにはマリアを妬む気持ちが少しも存在しなかったのだ。

　妬む気持ちを増幅させ、嫌がらせという行動に移そうにも……ないものを増幅させることはできない……結局、カタリナにはマリアへの嫌がらせをさせることができなかった。

　そのため、作戦を変更せざるを得なくなり……。

　結局、カタリナをよく思っていない令嬢たちの妬み、憎しみを増長させ、揃えた状況証拠を持たせ、カタリナを糾きゅう弾だんさせることが精一杯となってしまった。

　そして、令嬢たちに事を起こさせる当日、彼女の頼もしいナイトである友人たちを遠ざけることで、最初こそ、少しはカタリナを追い詰めることができていたのだが……予定より早く現れてしまったカタリナのナイトたちの手によってそれも失敗に終わってしまった。

　作り上げた証拠もカタリナを溺でき愛あいする彼らに一いっ蹴しゅうされ、いじめられているとされたマリア・キャンベル本人も「絶対、カタリナ様ではない」と言い切った。

　正直、カタリナ自身を操れなかったことで、この計画はかなり成功する確率は低かったのだが、あまりにもあっさりと失敗してしまった。

　しかし、令嬢たちの記憶は消してあるし、あの昼休みに生徒会メンバーを足止めした者たちの記憶もいじってある。だから、この件と僕を結びつけることはできない。

　まぁ、僕自身のダメージになる訳でもないし、元々、確率の低い賭けだったので仕方ないかと思う僕に、もう一人の僕が問いかけてきた。

『初めからこんな計画でうまくいくはずがないのは、賢いお前がわかっていないはずないだろう。お前は本気であの邪魔な女を消す気があるのか？』

　本気で消す気はあるのか？　……あの少女を消す。そう、あの少女は僕の心を乱し邪魔をするから消さなければならない……だから今回の計画もたてた。

　しかし、計画が失敗したことを良かったと感じている矛盾した自分がいることにも僕は気づき始めていた。

　友人達に囲まれたカタリナが幸せそうに微笑む様子を眺め、落胆と安堵という複雑な感情を覚えながら、僕は生徒会室に戻った。







　こうして、この件は幕を閉じたはずだった。

　しかし、僕が生徒会室に戻り、仕事を片づけているとそこに彼女が現れたのだ。

　マリア・キャンベル、先ほど見事にカタリナを庇い、計画を失敗させた―――この学園で唯一、光の魔力を持つ少女。

　昼休みも、もう終わるという頃に彼女はなぜ、ここに現れたのか……そんな疑問はすぐに解決する。

　顔色を青くしたマリアが口を開いた。

「以前、会長がカタリナ様を睨んでいるのを見た気がして……その時は気のせいだと思ったんですけど……今回のことで思い出して……でも、まさか会長が今回のことに関係しているとは思えなくて、だから少しだけ会長の様子を確認しておきたかったんです。それなのに……会長、それはなんですか？」

「マリアさん、一体、何を言っているんだい？　今回の件とはなんだい？　カタリナさんに何かあったのかい？」

　僕は困惑した表情を作る。

　まさか、仮面が剥がれ落ち、よりによってカタリナを睨んでいるところを見られていたとは、とんだ失態だったが、そんなことはなんの証拠にもならない。

　ここはしらばくれて、さっさと記憶を消してしまえばいい。

「……知らないのですか？　でも……まったく関係ない訳ではありませんよね……だって、会長の周りには……カタリナ様を糾弾していた令嬢の方たちと同じ黒い気配がこんなに漂っているんですから！」

「!?」

　僕は思わず、目を見張った。黒い気配……それはまさか闇の魔法の気配か？

　今まで、何度かこの闇の魔法を使ってきたがそんなことを指摘されたことなどなかったし、周りもそんなものが見えている様子ではなかった。

　―――光の魔力を有するがゆえか。

　この闇の魔力を手にしてから、今まで光の魔力を持つ者に出会ったことはなかった。

　闇の魔力と光の魔力は対極にある。その力を持つがゆえにマリア・キャンベルには……闇の魔法の気配が具現化して見えたのだろうか……。

　厳しい表情でしっかりと僕を見据えるマリアの様子に……さすがにしらばくれ続けるのは、難しいかもしれないと感じた。

　それならば。

「はは、さすが光の魔力保持者様だね。そうだよ。今回の件は僕が仕組んだんだ。あの忌いま々いましい女を消すためにね」

「!?」

　目を見開き固まったマリアに僕はゆっくり歩み寄る。闇の魔法は触れていないと発動できない、僕はマリアの肩に手をかける。

「……でも、そんなことは君が知らなくていいことだから」

　闇の魔法でマリアの記憶から都合の悪い部分を消す、数秒後には、マリアは今の話をすべて忘れている。そのはずだった……しかし……。

「さあ、マリアさん。早く教室に戻らないと授業が始まってしまうよ」

「……何を言っているんですか？　会長。まだ話は終わっていません」

　マリアは怪訝な顔を見せた。

　……まさか!?　僕は再び、マリアに闇の魔法をかけた……しかし……。

「先ほどから、何をなさっているのですか？」

　マリアは怪訝な顔を見せるだけで、魔法にかかった様子はなかった。

　まさか、光の魔力を持つ者には闇の魔法がきかないのか……それでは記憶を消せない……ならば、このまま返すことはできない。

「会長、なぜカタリナ様を……」

　魔法がきかないマリアを僕は物理的に気絶させた。

　よけいなこと知ってしまったマリアを、記憶も消さずにカタリナたちの元に戻す訳にはいかなかった。

　そうして、僕は意識を失ったマリアを学園内の隠し部屋へと運んだ。

　それはここまで順調にやってきた僕の初めての大きな失態だった。

　これもすべて……カタリナ・クラエスに関わったがためだ……『あの女は邪魔だ。はやく消してしまうんだ』もう一人の僕が強い口調で言った。







　マリアの行方不明はすぐにカタリナたちの知ることとなり、そして、カタリナたちの懸命な捜索が始まった。

　学園にある隠し部屋の存在は、ディーク家のほんの一部しか知らないため、そう簡単には見つけることはできないだろうが……それにしても、いつまでもマリアを閉じ込めておく訳にはいかない。

　あれから何度も闇の魔法をかけているが、いっこうにかかる気配のないマリアに途方にくれていた。

『いっそこのまま、口封じに殺してしまえ』ともう一人の僕が言い始める。







　マリアを監禁し四日目の今日も、自習の授業の合間にマリアの様子を見にいく。

　マリアの気持ちがしずめば、闇の魔法もかかるのではないかと窺うかがっているのだが……ずっと薄暗い部屋に閉じ込められているというのに、マリアの様子は気丈なままだ。

　一向に好転しない状態に嫌気を覚えながら、学舎へ戻ると中庭外れの椅い子すにぽつんと座る人影を見つけた。

　それは僕をこの窮地に追い込んだ元凶であるカタリナ・クラエスだった。

「カタリナさん？　こんな所でどうしたの？」

　その背に声をかけるとカタリナは驚いたように振り返った。

「あ、あの……少し具合が悪くて医務室で休んでいて、これから教室に戻ろうと思って……」

　そう言ったカタリナの顔色は確かによくなかった。

「そうだったの。でも、マリアさんもまだ見つかっていないし、こんな人目につかない場所に一人でいるのは危ないよ。僕と一緒に戻ろう」

　生徒会長シリウス・ディークとしては、こうやって声をかけなければならない。そうして、僕はカタリナに手を差し出した。

「あ、ありがとうございます」

　カタリナが笑顔で僕の手にその手を重ねると――いつものように心がざわつく。

　太陽の光が降りそそぐ中庭はどうにも居心地が悪かった。早く教室へ戻りたい。

　それなのに、なぜかカタリナは僕の手を取ったきり固まってしまった。

「カタリナさん、どうしたの？」

　声をかけると、カタリナはその水色の瞳でじっと僕を見つめてきた。

　そして―――。

「会長は……闇の魔力を持っているんですか？　それで、マリアに何かしたんですか？」

　突然のそんな言葉に、それはひどく動揺したが…長年、演技を続けてきたかいがあり、スムーズに返すことができた。

「………闇の魔力ってなんだい？」

　闇の魔力そんなものは知らないと、困惑した表情を作る。

　カタリナは考えこむように俯うつむく。突然、なぜこんなことを言い出したのか……。

　そもそも闇の魔力のことを知っていたのか、それとも彼女の優秀なナイトの誰かが何か嗅かぎ付けたのか……しかし、ここで認めるわけにはいかない。

　カタリナは、マリアのように、確信を持った様子ではないため、ごまかしてしまえば問題ない。そのつもりだったのだが……。

「そうだよね、そんなもの知らないよね。こんなに優しい会長が闇の力でマリアに何かするなんてありえないよね」

　カタリナがまるで独り言のように、そう言ったのを耳にした時――僕の中の何かがはじけた。

　気がつけば、長年、つけてきた穏やかなシリウス・ディークの仮面は剥がれてしまっていた。

「……かいちょう……？」

　カタリナが動揺した様子で僕を見ている。

「……優しいか……君はいつも僕のことをそう言うね」

「……だって、会長は優しいですから……」

　この仮面の剥がれた僕を見てもまだそんなことを言うカタリナ。彼女はなんて愚かなんだ。

「そんなの演技だよ。優しく穏やかなふりをしていれば、過ごしやすいからね。馬鹿な君たちはまんまと騙されていたみたいだけどね」

「!?」

　驚きに目を見張ったカタリナに、僕は唇の端を持ち上げて馬鹿にしたような笑みを浮かべる。

「ちなみにマリア・キャンベルをさらったのも僕さ。あの子は知らなくてもいいことを知ってしまったからね。それから、カタリナ・クラエス、僕は君が大嫌いだよ。寂しい奴らに声をかけて、救ってやっているつもりの偽善者！　お前を見ているとイライラして仕方ない！」

　まるで、せき止めていたものが壊れてしまったかのようにどんどんと言葉が溢れてくる。

「いい加減、どこかに消えてくれ！」

　僕は悪意と憎悪に満ちた言葉を目の前の少女に投げつけた。

　これで、カタリナもだいぶ怯えたのではないか……もしかしたら同じような悪意や憎悪の視線や言葉を返してくるかもしれない。

　そう思ったのだが……。

「……大丈夫ですか？」

　カタリナから返ってきたのはそんな問い……そして、その瞳はなぜか、心配そうに僕を見つめている。

　なんでだ……なんで、まだそんな目で僕を見るのだ……。

　今、自分に言われたことを聞いてなかったのか？　マリアをさらったことも言ったはずなのに……。

　そうしてカタリナは、握っていない方の手を僕の頬へと伸ばし、気遣うように優しく触れた。

　なんで、なんで、なんで……なぜ、僕を恐れない、嫌わない……そんな目で僕を見るな！

　僕は頬に触れていたその温かい手を叩き落とす。

「……この偽善者が……いい加減にしろ！　僕にかまうな！　近寄るな！　笑いかけるな！　……もう僕の前から消えてくれ！」

　その水色の瞳で見つめられると、近くによってこられると、笑顔をむけられると……僕は今までの僕でいられなくなりそうだった。

『復讐のためならどんなことでもする』誓った思いが揺らぐ。

　もう一人の僕が言う『この女を消してしまえ』と……その声に従い、握っていた手から闇の魔法をかける。

「そのまま眠り続けろ。その命が尽きるまで」

　僕の目の前で、カタリナはゆっくりと地面に崩れていく。意識を奪い、夢の中へといざなわれた彼女は、このまま夢にとらわれ眠り続けるだろう。その命が尽きるまで―――。

　これで、ようやく目障りで邪魔な女はいなくなる。また元の通りに復讐のためだけに生きていくことができる。もう心を乱されることもない。

　そのはずなのに……胸のざわつきは少しも消えてくれない……それどころか……眠るカタリナの姿に……さらに大きく心はざわついた。

　瞳から水のような何かがポタポタとこぼれ落ちる。

　これは一体、なんなのだろう？







★★★★★★★★★







　日が沈み薄暗くなってきた部屋の中、ベッド横の椅子に腰掛けていた私は、もう何度目かわからない不安感にかられ、枕元へ手を伸ばした。

　そして、眠るその人の呼吸と体温を確認し、ほっと息を吐く。

　学生寮の一室、ベッドの上で静かに少女は眠っていた。

　私、アン・シェリーのこの世で一番大切な人――――カタリナ・クラエス様。

　身動きもせずに、深く眠り続けるその姿に呼吸が止まっているのではないか……もし、身体が冷たくなっていたら……と数十分おきにそんな不安にかられ、その呼吸と体温を確認し続ける。

　カタリナ様がこのようになってしまってから、もう二日がたとうとしている。

　そんなカタリナ様に付き添い続け、私はまったく眠っていない。食事もほとんど喉のどを通らない。

　同僚のメイドが「付き添いを代わるから休んできたら」と何度か言ってくれたが、とてもそんな気にはなれなかった。

　そうやって離れている間にカタリナ様に何かあったらと思うと……とても傍を離れることなどできなかった。

　眠るカタリナ様の手を握り、その顔を見つめる。

　その活発な性格からか、寝ている時ですらよく動き、何度も布団を蹴けり飛ばしていたカタリナ様が、ほとんど身動きもせずに眠るその姿は―――この状態が正常なものでないことをまざまざと感じさせた。

　どうして……このようなことになってしまったのか……。







　学舎の中庭で倒れていたというカタリナ様が、寮の自室に運びこまれてきたのは、二日前、日がだいぶ西に傾いた頃のことだった。

　ジオルド様から聞いた話では、朝から具合が悪く医務室で休んでいたというカタリナ様を、昼休みに迎えにいったところ「もう、教室に戻られた」と教えられた。

　そして、行き違いになったのだろうかと教室に戻るも、その姿はなく慌ててその行方を捜すと、中庭の片隅で、倒れていたのが見つかったのだそうだ。

　しかし、いくら呼びかけても反応を返さず、すぐに医務室に運びこみ、医師に診みて貰うが「ただ、眠っているだけだ」と言われたそうだ。

　だが、その後、どんなに呼びかけても、カタリナ様は目覚めなかったため、寮の自室に運びこんだのだ。そして再び、医師に診てもらったが、やはり「眠っているだけだ」との診断であった。

　それでも一向に目を覚まさないカタリナ様の様子に、業を煮やしたジオルド様が王子の権力を駆使し、国の名高い医師を呼び寄せてくださった。

　立派な口くち髭ひげを蓄えた初老の医師は、王族の方々の診察も担当しているという、国でもトップクラスの医師だということだった。

　この方なら、なんとかしてくださるのではないか、そう期待したのだが……。

「正直、まったく原因がわからん。身体をいくら調べても問題はないのだ。すぐに目を覚ますかもしれんし、このまま目を覚まさんかもしれん」

「このまま目を覚まさなかったら、どうなるのですか？」

　ジオルド様が険しい顔でそう問うと、医師は沈痛な面おも持もちで答えた。

「……このまま、ずっと眠り続けるのならば……水も取れず、食事もできない……そうなれば、やがて命を落とすことになるだろう」




「そんな!?　そんな馬鹿なことって！」

　普段は冷静なキース様が我を忘れ、必死に医師に詰め寄っていた。

『ドン』と激しい音がした方に目をやると、基本的には笑顔しかみせず、声を荒らげたこともない、ジオルド様がその拳を壁に叩きつけていた。

　メアリ様は真っ青な顔色でガタガタと震えており、今にも倒れてしまいそうだ。

　アラン様の顔も今までに見たこともないくらいに、ひどく強張っている。

　ソフィア様はただ立ち尽くし声一つ上げずにその大きな瞳から涙をボロボロと流している。

　ニコル様の拳はその色が変わってしまうほどに、強く握りしめられている。

　そうやって皆さんを見渡す私自身も、気を抜けばその場に倒れてしまいそうだった。

　カタリナ様が命を落とす……突き付けられたあまりの事実に、激しい絶望を感じた。

　その後、他のたくさんの医師にも診て貰ったが、やはり原因はわからず、カタリナ様を目覚めさせることはできなかった。

　時には癒しの力を持つ、国でも一握りしかいない光の魔力保持者の方にも来てもらったが……結果は同じだった。

　一日が過ぎ、こうして二日がたっても……カタリナ様に目覚める気配はない。

　私を人に使われる道具から、人間へと変えてくれた人。この世で一番、大切な人。

　あなたの傍でずっと、生きると決めたのに――お願いです。カタリナ様、どうか、どうか、私をおいていかないでください。

　私は、眠るカタリナ様の手を強く握りしめた。







★★★★★★★★







「いえいえ。ジオルド様こんなかすり傷、気になさらないでください。だいたい、額の傷なんて前髪でぱぱっと隠せるのでなんの問題もございませんわ」

　そう言って、彼女が僕に笑いかけた日からもう七年の時が流れた。僕の大切な婚約者、カタリナ・クラエス。

　城で存在を忘れられ、退屈な日々を過ごしていた僕の前に現れた不思議な少女。その可笑しな言動と行動に興味をひかれ、彼女と過ごすうちに――灰色でつまらなかった僕の世界が、鮮やかな色であふれていた。

　退屈、つまらないといった感情しか知らなかった。嬉うれしいも楽しいも、何も知らなかった僕に、カタリナはすべてを教えてくれた。

　嫉妬や、切なさも……きっと彼女に出会わなければ知ることはできなかっただろう。

　出会って共に過ごし七年、僕はもう彼女のいない、あの灰色でつまらない生活に戻ることなんてできなかった。

　初めは打算的な考えで申し込んだ婚約だった。しかし、気がつけば、カタリナ・クラエスという存在をこの世の誰よりも愛おしいと思うようになった。

　天性の人タラシであるカタリナを慕う者はだいぶ多かったが……決して誰にも渡すつもりなどなく、必ず、手に入れて絶対に離さないつもりだった。

　それなのに……こんなことになってしまうなんて……。

　カタリナに危険が迫っていると知っていたのに……守ることができなかった。強い後悔と自責の念に駆られた。

　カタリナがあのようになった原因は、闇の魔法であるかもしれない。

　そう思い、光の魔力保持者にも来てもらったが……結局、何もわからなかった。

「光の魔力がもっと高い者ならば、何かわかるかもしれない」と言われたが……唯一、その者より高い魔力の持ち主であろうマリア・キャンベルの行方もいまだにわからぬまま……事態は一向に改善しなかった。

　自分の無力さが悔しくて仕方ない……壁に強く打ち付け、腫はれあがった拳を強く握りしめた。







★★★★★★★★







「キース、私たちは姉弟になったのだから、私のことは姉さんと呼んでいいのよ」

　そう言って、笑顔をむけられたのは、もう七年も前の話だ。それでも僕は、あの日をまるで昨日のように思い出す。

　化け物と罵られ、暗い部屋で膝ひざを抱え、独りぼっちで生きていた。そんな僕にむけられた笑顔。背をなでてくれた温かい手。

「ずっと一緒にいる」と、僕を暗い部屋の中から明るい世界に連れ出してくれた義姉、カタリナ・クラエス。

　その温かな笑顔と優しさに姉弟以上の感情を抱くようになっていた、僕のこの世で一番、大切な人。ずっとずっと一緒で、これからだってずっと一緒にいるつもりだった。

　婚約者であるジオルド王子にだって渡す気はさらさらなかった。

　必ず、この手で守ると誓った。そのために、必死に剣と魔力を学び、貴族としての振る舞いを覚えた。すべてはこの手でカタリナを守るために。

　それなのに、どうして、こんなことになってしまったのか……なぜ、あの時、一緒にいなかったのか……必ず、守ると誓ったのに……。後悔が押し寄せてくる。

　クラエス家の養子になった八歳の時から、辛い時はいつもカタリナが傍にいて、優しい笑顔を向けてくれた。

　今、無性にあの優しい笑顔が見たい……カタリナを失いたくない……。

　僕は震える身体をぐっと手で押さえた。







★★★★★★★★







「メアリは植物を育てる才能にあふれた特別な手を持っているのよ！　緑の手を持つメアリは特別で素晴らしい存在だわ！」

　そう言って彼女が両手を強く握ってくれた日を、私はまだしっかりと覚えている。

　臆病で弱虫で、いつも俯いて逃げてばかりいた。自分が大嫌いだった。

　そんな私をカタリナ・クラエスは、特別だと、素晴らしい存在だと言ってくれた。すごくすごく嬉しかった。

　姉たちに「汚きたならしい」と罵られ、嫌いだった赤せき褐かっ色しょくの髪の色も瞳も――カタリナが好きだと、綺麗だと言ってくれたから好きになれた。

　カタリナの隣に並んで立てる、立派な令嬢になるために、たくさん努力を重ねた。

　正直に言えば、何度も何度も、めげそうになった。でも、カタリナが一緒にいてくれたから、私を好きだと、大切だと言ってくれたから、頑張ることができた。

　今のメアリ・ハントがいるのは、すべてカタリナが傍にいてくれたからだ。

　そして、これからだって、ずっとずっと傍にいたかった。

　それこそ、婚約者からだって奪ってしまいたいほどに、大好きで大切な人。

　それなのにまたあの……まるで死んでしまったかのように、静かに眠るカタリナの姿が頭によぎり、目の前が暗くなりそうで、必死に気を引き締める。

　こんな風に……気を遠くばかりしていられない……私はカタリナ・クラエスの親友、メアリ・ハントだ。そこら辺の軟弱な令嬢とは違うのだ！

　カタリナのためにできることをしなければ……姿勢をただし、私は顔を上げた。







★★★★★★★★







「アラン様にはアラン様の得意なものがあるのでしょうから、向き不向きがあって当たり前ですよ」

　ずっと双子の兄と比べられて、すっかりやさぐれていた俺にあいつはそう言った。

　水色の瞳を真っ直ぐに俺に向け、決して勝負に手を抜かず、猿のように木を登る可笑しな少女、カタリナ・クラエス。

　陰口にのまれ、勝手な妄もう想そうに囚とらわれていた俺を正気に戻してくれた。

　カタリナに出会い、俺はずっと肩にかかっていた無駄な力を抜くことができた。いつも真っ直ぐで、嘘のないカタリナの傍はとても居心地が良かった。だから、当たり前のようにずっと彼女の傍に居続けたのだ。

　それが……こんなことになってしまうなんて……。

　カタリナを失ってしまうかもしれない……そう考えた時、今まで味わったことのないほどの恐怖を覚えた。

　そして初めて気がついた。俺にとってカタリナがとても大切な存在になっていることに……。

　それこそ、ずっと傍にいたいと思ってしまうほどに……。

　俺はなんて鈍いんだ。失いそうになってから、初めて自分の気持ちに気がつくなんて。

　相手は兄の婚約者だ……この思いが叶うことはない。

　でも……それでも許される限りまだ傍にいたい。ここで、失ってしまうなんて耐えられない。

　なんとかして、カタリナを助けたい。







★★★★★★★★







「ご両親はあんなに素敵で、妹さんはあんなに可愛くて、ニコル様は本当に幸せ者ですわね」

　そう言って微笑んだあの日の彼女を、俺はずっと忘れることができない。

　大切な家族の存在を俺の不幸だと決めつけて、同情してくれる人々……「俺は幸せなのに」といくら言ってもわかって貰えない思い。

　ずっとわかって貰えないと思っていた……もういいと諦あきらめていた思い。そんな思いをカタリナ・クラエスはわかってくれた。

　わかって貰えない悔しさであふれていた胸の中を、温かさで包んでくれた。あの日から、カタリナは俺の特別な人になった。

　あまり人と関わるのが得意ではないためか、他人から視線をそらされることもよくあった。

　しかし、カタリナはいつでも水色の瞳で真っ直ぐに俺を見て、そして太陽のような明るい笑顔を見せてくれた。彼女の傍はとても心地よかった。

　幼馴染である第三王子の婚約者であるカタリナ。どんなに思っても、ずっと一緒にはいられないことはわかっていた。

　それでも許される限り、その傍にいたいと思っていたのに……。

「優秀だ、次期宰さい相しょう候補だ」などと周りに担ぎあげられていても、肝心な所で役にたたない自分が嫌になる。

　大切な人一人も守れないで、何が次期宰相候補だ……再び、強く握りしめた拳、爪が食い込んだ手のひらから血が滴したたり落ちた。







★★★★★★★★







「私は、ソフィア様のその絹のような白い髪も、ルビーみたいに赤くキラキラした瞳もとても綺麗だと思います」

　気味が悪いと、呪われていると言われ続けた、人とは違う私の容姿。

　それを「綺麗だ」と言ってくれた彼女は、その後「私とお友達になってください」とその手を差し出してくれた。

　初めは、都合のいい夢を見ているだけだと思ったのに……その夢は覚めなかった。

　生まれて初めてできた友達、向けられる優しい笑顔。カタリナ・クラエスという少女に出会って、私の世界は大きく変わった。

　ずっとこもっていた部屋から飛び出し、明るい太陽の下へ。

　部屋の中で、ずっと夢に見ていた幸せな日々を私は手に入れた。

　こんな日々がずっと続けばいい。そう願っていたのに……なんで、なんでこんなことになってしまったの……。

　この二日間、少しでも気を抜くと涙が溢あふれてくる。泣きすぎて、もう身体中の水分がすべて出てしまったのではないかと思うのに……それでもまだ涙は溢れてくる。

　カタリナが突然、倒れてから、もう二日がたとうとしている。何度も部屋を訪れ、呼びかけたが、まったく反応を見せずに、眠り続けるその姿に胸が締め付けられた。

　本当は、ずっとカタリナの傍についていたい。

　しかし「そういう訳にはいかない」という兄に寮の自室まで引っ張ってこられてしまった。

　でも、こうして離れていると、今この瞬間にも、カタリナを失うのではないかという強い不安感に駆られるのだ。

　この二日、色んな医師に診て貰ったが、眠り続けるカタリナを目覚めさせる方法は見つからなかった。

　このまま眠り続ければカタリナは命を落とす……初めこそ、あまり実感の湧わかなかった、突き付けられた事実。

　どんな医師に診せても、芳かんばしい答えは返ってこないまま二日を迎えたことで、段々と現実味を帯びてきていた。

　このままでは、本当にカタリナを失ってしまう……もう二度とあの笑顔を見ることができなくなる。

　そんなの、絶対に耐えられない！　失いたくない！　そう強く強く思った。

　その時だった。

『そうよ！　耐えられない！　また失うなんて絶対に嫌！』

　その声はどこからか、突然、聞こえてきた。聞いたことがない声、それでいてどこか懐かしい声。

　驚いて、あたりを見回すが、使用人にもさがって貰った自室には自分以外の人影はない。

『せっかくまた出会えたのに……もう失うのは嫌！　今度こそ、あの子を助けてみせる！　だから、こんな所でめそめそしてないで、私をあの子の元に連れていって！』

　まるで、私自身の中から聞こえてくるような不思議な声。

　そんな不思議な声に導かれ、私は立ち上がり、カタリナの元へ向かう。







「ソフィア様!?　こんな時間にどうされたのですか!?」

　カタリナに付き添っていたメイドが、突然の私の訪問に驚きの声を上げる。

　それもそうだろう。もう夜も深くなっているこんな時間に突然、ちゃんとした了承もなく乗りこんだのだから。普段なら、絶対にしないであろう非常識な行動。

　それでも、どうしてもしなければいけないと思ってしまったのだ。

　そうしろと、不思議な声が訴えてくるから。

「……カタリナ様」

　ベッドに近寄ると、その手を両手でしっかりと握りしめる。

　そうしていると、私の非常識な行動が伝わったらしく、兄が迎えにやってきた。

「ソフィア、落ち着きなさい」

　そう言って私の肩に手をかけ、部屋に戻るように促うながされるが……私はそれを拒絶した。

　そんな私たちの様子が伝わったのか、いつの間にか部屋にはジオルド、キース、メアリ、アランと皆が集まってきたようだった。

　それでも私はカタリナの手をしっかり握ったまま、この場を動かない。

　そして、握った手に額ひたいをつけて目を閉じると『どうか、お願いします。カタリナ様を助けてください』と強く願った。

　すると瞼まぶたの裏に見覚えのない少女が映った。黒い髪に瞳、見覚えはないはずなのに、どこか懐かしく感じる不思議な少女。

『わかっているわ！　必ず、連れ戻してくるから！　あなたはここでカタリナを呼び続けて！』

　強い意志を宿した瞳でそう言うと少女の姿は消えた。







★★★★★★★★







　闇の魔法を使いカタリナ・クラエスを眠らせてから、二日たった。

　彼女のナイトたちは必死に、色々な方法でカタリナを起こそうとしているらしいが、それは叶わないことだ。闇の魔法はかけた者にしか解けない。

　カタリナはこのまま、眠り続けそして命を落とすだろう。

　それこそ、僕の望んだことだった。それなのに……なぜか、心が落ち着かない。

　このまま、カタリナが命を落としてしまうと思うと……胸が締め付けられるように苦しい。

　……嫌いやだ、彼女を失いたくない……闇の魔法など解いてしまいたい。

『何を馬ば鹿かなことを言っている！』

　もう一人の僕が僕を怒鳴りつけてくる。

『あの女は復ふく讐しゅうの邪魔になるんだ！　復讐の邪魔をする者は消していくしかない！』

　……でも……迷う僕にもう一人の僕はさらに声を荒らげる。

『お前が生きているのは復讐のためだ！　お前の母親の命を奪い、お前を道具にした奴らを地獄に突き落とすことがお前の生きる意味だ！　忘れたのか、お前の母親の最期の言葉を！』

　……そうだった……大好きだった母の最後の言葉――『……どうか、仇かたきをとって……』死にゆく母の口から放たれたその言葉こそ僕の生きる意味だ。

　復讐のためだけに僕は生きなきゃいけないのだ。







★★★★★★★★★







「いつまで、寝てるつもりなの！　このアホが～～！」

　そんな叫び声と共に、布団を引っぺがされた。

「……え、え、何？」

　あまりに突然の出来事に私が目を丸くしていると、布団を引っぺがした人物が、私を睨にらんだ。

「何？　じゃないわよ！　何度、呼んでも起きてこないで！　また学校に遅れるわよ！」

「……え、お、お母様……？」

「おかあさま？　……どうしたの、気持ち悪いわね。寝ぼけてるの？」

「……え、あれ？　……お、おはよう。お母さん」

　私は仁王立ちで佇たたずむ母を見上げる。少し下がった目じりに丸い顔は、どこか狸たぬきに似ている。

　そして「もう高校生になったのだから、いい加減に髪や服装をチェックしなさい」と無理やり部屋に設置された姿見には、そんな母によく似た平凡な狸顔をした私の顔が映っていた。

　なんだろう？　すごく違和感を覚えた。

　私はこんな顔だったろうか？　うん確かにこんな顔だった。でも今の私の顔はもっと……。

「なに、グズグズしてるの！　はやくしないとまた遅刻するわよ！」

　母に怒鳴られて、時計に目をやると……もう本当にギリギリの時間だった。

　私は慌あわててベッドから飛び起き、学校にいく仕度を始める。パジャマを脱ぎ捨てて制服に着替え、水でさっと顔を洗ったら準備完了。

　母には「せめて髪くらいはとかしなさい」とよく言われるが、頑固なくせ毛はいくらとかしても少しも整わないので、もうとかすことを放棄している。

　まあ、今の髪は割とサラサラだし、毎朝、アンがしっかりとかしてくれるからいつも綺き麗れいなんだけど……。

　あれ？　今の髪ってなんだ？　アンがとかしてくれるって？　アンって誰だっけ？

　また、ひどい違和感を覚える。何かが違う。私は……何か、大切なことを忘れている？

　あ！　もうこんな時間だ!?　本当に急がないとやばい！　一瞬、浮かんできた疑問を目に映った時計の針が消し去った。もう、悠ゆう長ちょうに考え事をしている時間などない。

　急いで、リビングへ向かうと、大学生の兄が優雅に朝食をとっていた。

　社会人の兄と、父はすでに出勤したようだ。

「おお、おはよう。お前はいつになったら、布団を剥はがされないでも起きられるようになるんだ」

　そう言って、苦笑する兄の脇わきから、母がさっとお弁当を差し出してくれる。

「ありがとう」

　お礼を言って、お弁当を受け取ると、それに合わせてお腹が『ぐ～』と鳴る。

　食卓に並んだ美味おいしそうな朝食を前に、かなりの空腹感を感じてしまったが、とても食べている時間はない。

　食卓を見まわし、なにか移動しながらでも食べられそうなものを探すが、見当たらない。

　仕方ないので冷蔵庫をさっと漁あさると自転車をこぎながら、咥くわえて食べていけそうなものが見つかったので、それを口に突っ込んだ。

「いってきまふ～～」

　挨あい拶さつをして、玄関に向かうと、母がぎょっとした顔で振り返る。その後ろでは、なぜだか兄が爆笑している。

「ちょっと、あんたなんでそんなの咥えて……」

　母が何か言いかけたが、なにぶんもう時間がないので聞き流させてもらう。

　家を出て、中学から愛用する自転車に飛び乗る。軽快に走り出した後ろから、母の叫び声が聞こえてきた。

「せめて咥えていくならパンにしてちょうだい!!　なんで、きゅうりなの!!」







　自転車をこぎながら、私は咥えていた朝ご飯代わりのきゅうりを食べ始めた。

　おそらくおばあちゃんの畑直送であろうきゅうりは、新鮮で美味しかったが、やはり生のままは味気なくて、味み噌そをつけてくればよかったと少し後悔した。

　きゅうりを頬ほお張ばりつつ、近所の犬に激しく吠ほえられながらも、なんとか学校に辿たどりつくとすでにホームルーム開始のチャイムが鳴っていた。

　急いで、教室に向かうと、教室はまだ少し騒がしかった。これはまだ担任は来ていないな。

「ギリギリセーフ」

　そう言って後ろのドアから軽やかに教室に入ると。

「残念ながらアウトだ」

　教壇に立った担任教師から冷たい視線を送られた。

　そして―――遅刻回数が大台を突破した私は……昼休み、担任教師に呼び出され、お説教をくらうこととなった。

　昼休みの半分をつぶされたお説教タイムが終わり、げっそりしつつ、そのまま、あっちゃんの教室へと向かう。

　中学からの親友でオタク友達のあっちゃんとは、二年になってクラスが分かれてしまったが、昼休みにはあっちゃんの教室を訪れ、オタクトークをしながら昼食を食べるのが私たちの日課になっていた。

　いつもよりだいぶ遅い時間にやってきた私の姿を見たあっちゃんは――。

「また遅刻して、呼び出されたんだって、いつになればちゃんと時間内に登校できるようになるのよ」

　私の本日の遅刻と呼び出しをもう知っていたらしい、呆あきれ顔でそう言われてしまった。

「昨日は少し夜更かししちゃったから、朝、起きられなくて」

　私がそう言い訳すると、あっちゃんはさらに呆れた顔になる。

「また、夜遅くまでゲームしてたの？　ちゃんと時間を考えてしなさいよ」

「……う、ついむきになっちゃって」

　高校生になり、手を出し始めた乙女ゲームに私はどっぷりはまってしまっていた。

　それこそ新作を手にいれると、ついつい時間を忘れて熱中してしまうのだ。

「それでまた夜遅くまで励んで……少しは『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』進んだの？」

『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』は最近、買った乙女ゲームで、今睡眠時間すら削って必死になっているゲームだ。

「うん、そろそろ俺様王子のアランを攻略できそう」

『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』の攻略キャラ、アランは俺様な王子様の設定だ。

　……でも、確かに少し偉そうな所もあるけど、基本的に優しいし、実際はゲームの設定ほどに俺様という感じじゃないのよね。

　あれ？　実際ってなんだ？　私は一体、何を考えているんだろう。

　まるで、ゲームのキャラクターに実際に会ったことがあるみたいな……。

「どうしたの？」

　突然、考えこんだ私をあっちゃんが心配そうな顔で覗のぞき込んだ。

「あ、ううん。なんでもない。あ、早く昼ご飯を食べなきゃだった！」

　お説教によって半分近くが失われてしまった昼休み、はやくお昼を食べてしまわないと食いっぱぐれてしまう。

　ただでさえ、朝はきゅうり一本のみで空腹だ。私は母の手作り弁当をかっこんだ。

　昼食を食べ終えると、いつものようにあっちゃんとオタクトークを楽しんだ。

　朝起きて、母が作ってくれたお弁当を持って学校へ登校して、そして友達と楽しくおしゃべりをする。

　それはいつもの日常。変わらない毎日なのに―――なぜか、今日はそれがとても懐かしく、愛おしく感じた。

　いつまでも、こんな日々が続けばいい。なんでか、そんな風に思った。







　それから数日かけ、乙女ゲームも順調に進んだ。今は、腹黒ドＳ王子のジオルドを攻略中だ。

　しかし……なんなのだろう。いつも何か違和感を覚えた。

　特にこのゲーム『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』をやっているとそれはより強く感じた。

　私は何か大切なことを忘れてしまっているような……不思議な感覚にとらわれた。

　それでも……いくら考えてもその何かを思い出すことはできなかった。







　そんな日々が続いた、ある日の昼休み。いつものようにあっちゃんと一緒にお昼を食べていた。

「『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』の進み具合はどう？」

「今は、腹黒ドＳ王子のジオルドを攻略中」

　そう答えると、あっちゃんはなんだか、少し困ったような顔になる。

　なんだか、今日のあっちゃんはいつもとどこか違う感じがした。何がと具体的には言えないのだが、なんだかいつもより大人びているような感じだ。

「学校はどう、楽しい？」

「……え、あ……うん」

　再びあっちゃんの口から出た質問は、とても不思議な質問。返事をしつつ、なんだかいつもと違う様子のあっちゃんを見つめる。

　それは、いつものあっちゃんの顔、中学からずっと一緒の見慣れた顔だった……はずだったのに……。

「え!?」

　私は驚きに思わず声を上げた。なぜだか、一瞬、あっちゃんの顔が、白い髪に赤い瞳の美少女に見えたのだ。

　あまりのことに……目が可笑おかしくなったのかと両目をごしごしとこすり、再び親友の顔を見る。するとそこには見慣れたいつもの顔があった。

　今のはなんだったんだろう？　気のせいだろうか……。

　親友を見つめ、茫ぼう然ぜんと固まる私に、あっちゃんがとても大人びた笑みを浮かべる。

「私はとっても楽しいよ。あなたに会えて、またこうやって過ごすことができて。でもね……もうあなたの世界はここじゃないでしょう」

「？」

　世界はここじゃない？　あっちゃんは一体何を言っているんだろう。

「あなたの世界はもう別にあるでしょう。そして、そこにはあなたを待っている人たちがたくさんいる」

「……あっちゃん……一体、なんのこと？」

　困惑する私に、あっちゃんは優しく微笑ほほえんだ。

「ねえ、聞いて、皆があなたを呼んでいるから」

「……え……？」

　そう言ったあっちゃんの言葉に続くように、突然、その声は聞こえ始めた。




『カタリナ、起きてください！　もう君のいない人生は考えられない』

『起きてよ！　姉さん！　ずっと一緒にいてくれるって約束しただろう』

『カタリナ様！　起きてください！　あなたがいないと私は頑張れないのです』

『起きろ！　いつまでそうやって寝ているつもりだ！　このアホ令嬢！』

『カタリナ、目を覚ましてくれ』

『お願いです。カタリナ様、目を開けてください』




　それはとても懐かしい声だった……ずっとずっと一緒だった聞きなれた声。

　靄もやがかかったように思い出せなかった、強い違和感。ずっとかかっていた霞が消えていく。

　懐かしい声……私の義弟に友人たち……私の大切な人たち……なんで、私はこんなに大切な人たちのことを忘れていたのだろう。

　霞は綺麗に消え、記憶は鮮明に蘇よみがえる。気がつけば、私はすべてを思い出していた。

　あっちゃんの言う通りだった。

　少し口うるさいけれど優しい家族とオタクな親友、大好きな乙女ゲーム、この世界はとても居心地がいい。

　だけど……ここはもう私の世界ではないのだ。私には新しい世界ができた。

　新しい家族に友人たち……新しい世界にも大切な人たちがたくさんできた。

　そして、皆、私を持っていてくれている。

『今の私の世界に戻らないと。大切な人たちが待っていてくれる世界に』

　そう強く思った。すると、何かがはじけるような不思議な音が教室に響いた。

　びっくりして周りを見渡せば、いつの間にか、教室にいたはずの他のクラスメイトは誰もいなくなっていた。

　私とあっちゃんだけの教室。その床がボロボロと崩れ落ち始める。そして、その落ちていく先には明るい光が見えた。

　ああ、ここに、このまま落ちてゆけば元の世界に帰れるのだとわかった。

「あ、そうだ!?　あっちゃん！　私、元の世界に帰ったらマリアを助けに行かなきゃいけないの！　あっちゃんならマリアの居場所を知っているんじゃない？　教えて！」

　ゲームをすべてクリアしたあっちゃんならきっと知っているはずだ。

「わかるわ。マリアは学園内にいるわ。学園内に隠し部屋があるのよ。場所は――」

　そう言って、あっちゃんは丁寧に場所を教えてくれた。

　床はどんどん崩れ落ち、光の中に吸い込まれていく。

　時間がない……もっと早く思い出せたなら、もっと色々と聞くことができたのに。

「ああ、あとね。生徒会長はなんで……」

　なんであんなに苦しそうに泣いていたのかと尋ねようとした時。遂に、私の足元の床も崩れ落ち始めた。崩れる床と共に、私も光の中へと吸い込まれていく。

　そんな私にあっちゃんはとても優しい目を向けた。

「あなたなら、きっと大丈夫よ。私たちを救ってくれたように、会長のことも救ってあげて。彼の本当の名は――」

「え!?　救うって何？　本当の名って？」

　意味のわからないことを言われ困惑して、そう尋ねるも、もう身体のほとんどは光の中へと落ちていた。

　あっちゃんの顔も、もうほとんど見えない。きっと、これでもうあっちゃんとはお別れだ。

　中学からずっと一緒だった親友。私が無事に高校生になれたのだってあっちゃんのお蔭かげだ。

　いっぱいいっぱい助けて貰った。それなのに、突然の事故で……さよならも、ありがとうも言えなかった。これが、最後のチャンスだ。

「あ、あっちゃん。久しぶりに会えて嬉しかったよ！　さようなら、今まで本当にありがとう！」

　見えなくなるあっちゃんに向けて、私は声を張り上げ叫んだが、果たして届いただろうか。




「私もとても嬉しかった。今度は、ソフィアとしてずっと傍そばにいるから。さようなら、ありがとう、私の大切な親友」

　あっちゃんの最後の言葉は私に届かなかった。







　目を開けると、目の前にボロボロと涙を流すソフィアの顔があった。

　そして、その後ろにはジオルド、キース、メアリ、アラン、ニコルがいる。

　私の大切な人たち。ああ、私は自分の世界に帰ってきたのだ。

　目を覚ました私にソフィアが抱きつき、さらに号泣した。普段あんなに落ち着いているメアリもボロボロ涙を流して、私に抱きつく。他の皆も安あん堵どの表情で私を見ている。

　皆にとても心配をかけてしまったことがよくわかった。

　私の世界はここだ。大切な人たちがいるここが私の世界だ。

　だから、この世界を、大切な人たちを―――私は守りたい。

　あんなにひどすぎるバッドエンドには、絶対にさせない！










　目を覚まして動き始めたら、何やらギシギシとする身体をぐっと伸ばす。

　なんでも二日間、まるっきり眠ったままだったとかで、身体がすっかり鈍ってしまったようだ。

　目覚めた私はすぐに生徒会長シリウス・ディークの元へ向かおうとしたのだが……寮にも学舎にも、すでに彼の姿はなかった。

　私が目覚めたことを知り、どこかへ逃げたのではないかと皆は言ったが……私はそうは思わなかった。

　おそらく彼はまだ学園内、それもマリアの所にいるのではないかと思った。

　なぜそう思うのか、と問われてもうまく答えられなかったが、それでも私は確信していた。

　彼が、シリウスがマリアの元にいると。そしてマリアもまだ無事であると。

　だから、私はマリアを助けるために隠された部屋へ向かう。

「彼は君の命を奪おうとした犯罪者なのだから危険だ。自分たちと役人に任せてカタリナは部屋で休んでいろ」

　と皆は言ったけど……私は、自分のせいで危険に陥ったマリアをこの手で助けたかった。

　それに……もう一度きちんと、シリウスと話をしたかった。

　意識を失う前に見たシリウスの様子が……強く脳裏に焼き付いている。とても辛くて苦しそうな顔、音もなく流れていた涙。

　かなりの悪意を向けられたはずなのに……思わず心配になってしまうほどの切なそうな表情。

　それにあっちゃんが最後に言っていた彼の本当の名前という意味。シリウス・ディーク、彼にはきっと何か深い事情があるのだろう。

　そのためにも、私は自分の足でもう一度、彼の元へ向かう必要があった。

　そんな私の我わが儘ままを友人たちはだいぶ渋りながらも聞き入れてくれた。

　私だけ行かせる訳にはいかないと、皆が共にきてくれることになった。

　そして私は義弟と友人たちと共に、マリアとシリウスの元へ向かう。







　学園の外れ、薄暗い林の中を私たちは進んだ。

　学舎より、魔法省の研究所に近い位置に佇むその建物は、あまり頻繁には使われていない倉庫のようなものだという。

　妙に重々しいその扉を開け中に入る。クラエス家の客間くらい広い部屋の中は、何に使うのかよくわからないガラクタのような物であふれていた。

　そんなガラクタを避けながら、私は奥へとズンズンと進んだ。そして、入り口から一番、離れた位置にある大きな棚の前に立つ。

　とても一人では動かせそうにない、その棚の脇には、あっちゃんから教えてもらった通りにボタンのようなでっぱりがあった。

　私はそのでっぱりを棚の中に押し込んだ。大きな棚がほとんど音もなく右側へと動いていく――そして棚のあった場所に、黒く頑丈そうな扉が現れた。

「本当にあった！」と一緒にきてくれた皆から驚きの声が上がる。

　この隠し部屋のことは「夢の中でお告げがあった」と話しておいた。初めこそ「何を言ってんだこいつ」的な目で見られたが……最終的には信じて貰えたと思ったのだが……どうも皆、まだ疑っていたらしい。

　私は現れた扉に手を伸ばす。簡単には開かないかもしれないと思った扉は、手をかけるとあっさりと開いた。

　扉の先は、寮の部屋と同じくらいの広さの部屋に繋がっていた。そしてその部屋に足を踏み入れる。

　部屋には天井の方に小さな窓が一つついているだけで、だいぶ薄暗かった。

　私は目を凝こらし、部屋の中を見回す。すると部屋の隅にぽつんと少女が一人座っているのがわかった。私はすぐに駆け寄った。

「マリア!!」

「……カタリナさま……？」

　足に細い鎖のようなものをつけられ、拘束されているマリアの姿は痛々しかったが、ぱっと見て大きな怪我はないように見えた。

　また顔色こそあまりよくないが、その瞳はしっかりと私を見つめ返してきた。

「……マリア、遅くなってごめんなさい」

　私はマリアをぎゅっと抱きしめた。

　助けにくるのが、だいぶ遅くなってしまった。

「……私こそ、皆さんにご迷惑をかけてしまい申し訳ありません……」

　安心したのか強張っていた、マリアの身体から力が抜けていく。

「いいえ、私のために動いてくれたのでしょう？」

　マリアが少し困った顔で小さく頷うなずく。

　やはり、マリアはあの事件の日、何かに気がついて、私のために動こうとしてくれたのだ。

「ありがとう。マリア」

　私がそう言うと、マリアは頬を少し赤くして小さく微笑んだ。

　マリアが無事で本当に良かったと私は息を吐く。

　しかし、まだもう一つの目的を果たせていない。

「ねぇ、マリア。彼は……シリウス・ディークはまだここにいる？」

「……はい。彼はまだここにいます。その黒い扉の先に」

　そう言って、少し顔を険しくしたマリアが示した先には……少し見ただけでは、壁にしか見えない黒い扉があった。

「……カタリナ様は会長がされたことを、もうご存じなのですか？」

「そうね……と言いたいところだけど……実は色々わからないことは多いの」

　あっちゃんのお告げによって、この隠し部屋こそ知ることができたが、なんで彼がこんなことをしたのか？　そもそもどうやって闇の魔力を得たのか？

　本当にゲームであったようなひどいエンドを引き起こしてしまうのか……わからないことの方が多い。だけど……。

「………私にはどうしても彼が、悪い人には思えなくて……だからもう一度、ちゃんと話をしたいの」

　皆には「なんて危機感がない。お人よしすぎる」とか散々に言われたけど……これが、私の今の正直な気持ちだ。

「そうですか。確かに、私もこうして足をつながれている以外では、特にひどいことをされてはいません。食事もきちんと運んでくれました……だから、本物の悪人ではないかもしれません……でも、彼は何か不思議な力を持っているようなのです」

　やはり、ジオルドから聞いた通り、光の魔力を持つマリアは、闇の魔法を知覚することができるのだ。

「やっぱり、マリアには彼の力がわかるのね？」

「カタリナ様にもわかるのですか？」

「話には聞いているけど……私にはわからないの。それは光の魔力を持つ者にしかわからないものらしいのだけど……マリアにはわかるのね？」

　そう問えば、マリアはしっかりと頷いた。

「はい。あの時、ご令嬢たちと会長の周りに、何か黒い靄もやのようなものがかかっているのを見ました。そして、今も、会長の周りには黒い靄が……むしろ前よりもずっとその靄は大きくなっています」

　ええ!?　どうして、また誰かに闇の魔法をかけたの！

　いつの間に？　何のために？　戸惑う私に、マリアが考えこむように慎重に続けた。

「……ただ、その靄は最初に見たモノとは違うのです」

「……違う？」

「そうです。前に見たのはなんていうか、その靄が外側に少しついていた感じなのですが……今の靄は……内側からあふれ出ている感じなのです……なんというか靄が、会長を取りこもうとしているように見えるのです」

　それはどういうことなのだろうか？　闇の魔力を制御しきれずに暴走しているとかなのか？

　訳がわからず首を傾かしげるが、マリア自身もよくわからないという風に困った顔を返してくる。

　しかし、ここまできて「じゃあ、危ないから引き返そう」などと言うつもりはまったくない。

　そして、そんな私の気持ちをわかってくれているらしい、友人たちは「仕方がない」という渋々な雰囲気を醸かもし出しつつも、反対する言葉を言わないでくれている。

　まぁ、ここにくるまで相当にごねたので、もう言っても無駄だと諦められている可能性も高いが。

「……私も一緒にいきます」

　マリアがまっすぐに私を見てそう言った。

「でも、マリアはずっとこんな所に閉じ込められていたのだから……先に戻って休んで」

　いくら乱暴などはされてないとはいえ、ずっとこんな暗い場所に閉じ込められていたのだ。

　早く外に出て、身体を診て貰わないと。そう思い断ったのだが。

「いいえ、私も行きます！　だって、会長の不思議な力を見ることができるのは私だけなのですよね。だったら、私がついていった方がいいですよね」

　確かに、この中で闇の魔法を知覚できるのはマリアだけだ。

「駄目だと言われても、意地でもついていきます！」

　いつかのように強い意志を宿した瞳で、そう言い切ったマリアも、仲間に加わり、私たちは黒い扉を潜った。

　扉を開ければ、すぐに部屋があると思ったのだが、そこには地下へと続く階段があった。

　一人分の幅しかない細く、ほとんど光のささない階段を、ジオルドが魔法で出してくれた炎の明かりでゆっくり下る。

　そうして下った先には新たな扉があった。その黒く、重そうな扉に先頭にいたジオルドが手をかける。ほとんど音もなく静かに扉が開いた。







　その部屋はなんだか気持ちが悪いと感じてしまう部屋だった。

　広さは先ほどマリアがいた部屋と変わりないくらいなのだが……窓が一つもなくまったく日の光が入っていない。

　そんな部屋の中、明かりに照らされた壁には、黒く禍まが々まがしい文字がびっしりと書かれていた。

　なんだか部屋中の空気が淀よどんでいるようにすら感じる。そして、部屋の中央にシリウスは立っていた。

　手にしているランプに照らされた顔色は、最後に見た時よりもさらに悪くなっているように感じた。

　入ってきた私たちを前に、疲れ切りすべてを諦めたような表情をしていたシリウスだったが……私と目があうとその瞳を見開いた。

「……どうしてここにお前がいる」

　それはひどく驚きょう愕がくした様子だった。

　あれ？　てっきり私が目を覚ましたのを知って、ここに隠れたのかと思ったのだけど……知らなかったのかしら？

「眠り続ける魔法が解けたので」

　知らないなら、とりあえず教えてあげようとそう言うと。

「そうじゃない！　魔法が解けたのはわかっている！　……あのような目にあって、なぜのこのこと僕の前に姿を現したのだ！」

　険しい顔でそう返されてしまった。

「ああ、そういう意味ですか」

　そういう意味のことは、ここに、シリウスの元にいくと決めた時に、さんざん友人たちにも言われた。しかし、まさか本人にまで言われるとは……。

　確かに何やら、色々と悪口的な感じのことを言われ、闇の魔法もかけられた。

　目覚めることなく眠り続けていれば、命さえ失っていたと言われたのだが……まあ、ちゃんと目は覚めたし、害があったとすれば、寝すぎて少し身体がギシギシすることくらいだ。

　むしろ、たっぷり寝たからかとてもすっきりした気分だ。

　よって、私の正直な気持ちとしては。

「別に、それほどひどいことされたようには思えないので」

「……お前、自分のされたことを理解していないのか？」

　おお、なんかちょっと馬ば鹿かにした感じの目で見られた。非常に心外だ。

「いえ、ちゃんとわかっていますよ。闇の魔法で眠らされたんでしょう？」

「その通りだ！　それで僕はお前の命を奪うつもりだったんだ」

　シリウスは険しい顔でそう言ったけど……。

「う～ん。それは嘘うそですね」

「……嘘だと……」

　シリウスの顔がさらに険しくなったが、私は気にせずに続ける。

「だって、本当に命を奪おうと思ったなら、ただ眠らせるよりその場で殺してしまう方がずっと楽なはずだもの」

　目撃者もいなかった中庭、おそらく二人きりだった。その場で命を奪ってしまった方がわざわざ眠らせて死ぬのを待つよりもずっと簡単なことだ。

　あんまり賢くない私でもそのくらいのことはわかるのだ。目の前に立つ秀才がそんなことに気がつかないはずはない。

　だから、この人は本当に私を殺そうとした訳ではないのだと、私は結論づけた。

「………」

　言葉を失い立ち尽くすシリウスに、私はさらに続ける。

「私が、ここにきたのはもう一度、会長とちゃんと話がしたかったからです」

「……はなし？　……」

「そうです。あの時の会長……すごく苦しそうな顔で……泣いていたから……」

　正直、あの時に言われた言葉は、ほとんど忘れてしまったのだが……。

　まぁ、かなり濃い夢を二日間もずっと見ていたのでそれも仕方がない。

　だけど……あの倒れる前に見たシリウスの辛そうな顔と流れる涙だけは、今でもしっかり覚えていた。なぜ、彼はあんなに苦しそうにしていたのか……ずっと気になっていた。

「……だから、もう一度、ちゃんと話を聞かせて欲しかったの……」

　そう言ってシリウスを見つめると、彼の顔が大きく歪ゆがんだ。

「……この偽善者が……それで、他の奴らのように僕のことも救ってくれるとでもいうのか？　聖女カタリナ・クラエス様」

　顔と同じく歪んだ唇から、吐き出された言葉。

　偽善者？　救う？　聖女？　なんことだか、さっぱり意味がわからない。

　そういえば……あっちゃんも最後に言っていたっけ「会長を救ってあげて」と。

　だけど……。

「それは無理だわ！」

　私はシリウスを見つめながらきっぱりと言い切った。

「だって私は主人公じゃないもの。私は、ただのライバル役の悪役令嬢なんだから、人を救うなんてできる訳ないわ！」

　私の言葉があまりにも予想外だったのか、シリウスはポカーンと口を開けて固まってしまった。

　一緒にここまできてくれた皆からも「ライバル役？　悪役令嬢？」と疑問の声が聞こえてきた。

　思わず口に出して言ってしまったが、他の皆にはまったく意味がわからないことなのだ。あいつ変なこと言い出したぞと思われているかもしれない。

　それでも、その言葉は事実だった。この乙女ゲームの世界で、私は主人公のライバルキャラの悪役令嬢だ。

　しかも、他のライバルキャラであるメアリや、ソフィアのように美人で、魔力も高く、頭もいい素敵なライバルですらない。

　たいした美人でもなく、魔力もしょぼく、頭もよくない、残念なライバルキャラ。それが私カタリナ・クラエスだ。

　そんな私に、主人公のように他人のトラウマを解消したり、その傷ついた心を救ってあげたりなんてできっこないのだ。

　それでも、そんな私にも唯ゆい一いつ、できることがあるとするならば―――。

「あなたが苦しんでいるのを救ってあげることはできないけど……でも、傍にいることはできるから」

　悪役令嬢である私に、他人を救えるような力はない。でも、傍にいることはできる。

「傍にいて、悲しい時、辛い時には話を聞いて、元気がでるまで一緒にいるわ」

　突然、思い出した前世の記憶、自分が破滅しかない悪役であることに気づいてから、努力を重ねた日々。

　大変な時、辛い時だってあった。そして、そんな時にはいつも皆が傍にいてくれた。

　私が元気になるまで一緒にいて、話を聞いてくれた。だから、私はここまで頑張ってこられた。

　それに私の傍には、なんでもできる心強い仲間たちがついている。

　私なんかの力じゃ苦しむシリウスを救ってはあげられないけど、私の仲間たちならきっと彼に力を貸してくれるはずだ。

　私は少しずつ、シリウスに近づいていく。

「……だから、一人で泣かないで」

　まるで堰せきを切ったかのように、苦しそうに涙を流すシリウス。

　彼が一体、何に苦しんでいるのか、どうしてこんなに辛そうなのか？　今の、私には何もわからない。

　でも……こんな暗い部屋の中で、一人、声を殺して泣き続けるのは切なすぎる。どんどん辛さが増すだけだ。

　そうして、限界がきた時、彼はあんなにひどいバッドエンドを迎えてしまうのかもしれない。

　そんな風にしないために、あんなエンドを迎えさせないために――。

「一緒にいきましょう―――ラファエル」

　ポロポロと涙を流すシリウスに私は手を差し出し、あっちゃんに聞いた彼の本当の名前を呼んだ。

　呼ばれたシリウス――ラファエルはその涙で濡れた瞳を大きく目を見開いた。

　正直、本当の名前という意味はよくわからないままなのだが……それでも、なんとなく彼にはその名の方があっているように思えたのだ。

　私の伸ばした手に、ラファエルがおずおずと手を伸ばす。触れ合った彼の手はとてもひんやりとしていたので、私は両手でその手を包み込んだ。

「大丈夫」

　泣き続けるラフェエルを、元気づけようと私は笑顔を作る。悪役顔の意地悪な笑みにならないように気を付けながら。

「黒い靄が消えていく……」

　後ろでマリアが呟つぶやいた言葉の意味は、私にはわからなかったが……涙でぐっしょりのラファエルの瞳を見ると、私のよく知る優しい色をしていた。
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「こんな所でどうしたの？」

　近所の子供にいじめられ、家の脇に隠れて一人膝ひざを抱えて泣いていた僕の頭上から穏やかな声が聴こえた。そして声の方を仰ぎみると、そこには大好きな母が心配そうな顔をして僕を覗のぞきこんでいた。

「……なんでもないよ、大丈夫」

　大好きな母を心配させたくなくて、僕は慌てて涙をぬぐってそう言ったけど。

「こんな所で、一人で泣いていたら、辛い気持ちはきっとなくならないわ。辛い時にはお母さんが傍にいるから、傍にいて話を聞くから、一人で泣かないで」

　母はそう言って僕をぎゅっと抱きしめてくれた。







　僕が物心着く頃には、すでに母と子二人だけの暮らしだった。

　幼子を抱えながら働く母は、それは大変なはずなのに、いつも笑顔を絶やさなかった。

　決して裕福とは言えない暮らしぶりだったけれど……「私はこんな素敵な息子がいて幸せだわ」と母は僕を抱きしめ、たくさんの愛情を注いでくれた。それは穏やかで幸せな日々だった。

　父のことは何も知らなかった。その名も、生きているのかどうかも。

　そのことで近所の子供にいじめられることも何度かあり、まったく気にならないと言ったら嘘だったが……なんとなく母が父の話をしたがらないことを、子供ながらに感じており、深く追及することもなかった。

　しかし、僕はやがて後悔することになる。もし、父のことを知っていれば……何か変えることができたのではないかと。

　そして、母と二人で過ごした穏やかで幸せな日々が突然、終わりを迎えた。

　それは俺が九歳になる年の春、夕暮れ時、母と共に家路へつこうとしていた時に起こった。

　突如、僕たちの前に見たことのない大きな男たちが現れたと思うと――口に布を押し付けられた。その布からは甘い匂いがして……僕の意識は薄れていった。







　目を覚ますとそこは薄暗い部屋だった。日の光は入っていないようで、ランプの明かりだけで照らされた部屋。

　その明かりで浮き上がった壁にはびっしりと何かの文字が書かれていて、ひどく不気味な部屋だった。

　部屋の中には十名近い人がいるようだった。

　僕は部屋の真ん中に横たえられていて、人々はそれを囲むように立っていた。

　意識を失う前に僕たちの前に立った男たちもいた。おそらく、彼らによってここに連れてこられたのだろう。

　身体は縛られているようで、動こうとしたけれど身動きが取れない。口にもきつく布がまかれていて、うまく声を出すこともできなかった。

　僕の目の前には、全身に真っ黒な服を着た男と、そしてなんだかこの薄暗い部屋には似つかわしくない煌きらびやかな真っ赤なドレスをまとい、首にはドレスと同じ真っ赤な宝石を下げた、赤い女が立っている。

「子供が、目を覚ましたわ。さあ、あの子をここへ」

　赤い女がそう言うと、大柄な男が前に歩み出てきた。その腕には、僕とそう年の変わらない男の子が抱きかかえられていた。

　男の子は僕の横に、綺麗な布を敷かれ、その上にとても丁寧に寝かされた。

　近くで見ると男の子はひどく痩やせていて顔色も悪く、苦しそうに肩で息をしていた。

　きっと彼はとても具合が悪いのだろう。しかし、そうした具合の悪そうなところを差し引くと、彼は僕によく似ていた。

　赤い髪に灰色の瞳、それに顔立ちも―――この子は一体、誰なのだろう？

　そうして、僕が男の子をじっと観察していると、再び赤い女が口を開いた。

「これで準備は整ったわ。では、初めましょう。生いけ贄にえをここに」

　準備とはなんのことだろう。この薄暗い部屋で一体、何が始まるのか？

　生贄とはなんだろう？　以前、母に読んで貰った本に出てきた気がする……それはどんなものだったのだろうか？

　いまだに現実感のない状況で僕がそんな風にぼんやりと考えていると、男の子が連れてこられた反対側から、男がもう一人、誰かを連れてきた。

　それは……僕の大好きな母だった。まるで引きずられるように連れてこられた母。

　その美しい顔は青く腫はれていた。足にも怪我をしているのか、引きずって歩いている。

『かあさん!!』

　僕は布に覆われた口で必死に叫んだが、実際にはくぐもった音が少し漏れただけだった。

　立ち上がり母の所に行こうともがく。しかし、そんな僕を近くにいた男の一人が、ぐっと冷たい床に押さえつける。

「やめて!!」

　母が叫び、僕の方へ近寄ろうとしてやはり男に押さえつけられる。

　そんな僕らをとても冷たい目で見つめながら、赤い女が言った。

「その子供の身体はあまり雑に扱わないでちょうだい。その身体は私の大切なシリウスのモノになるのだから」

　その子供というのは僕のことだろうか？　身体がシリウスのモノになる？　シリウスとは誰のことなのだろう？　まったく状況が、わからず僕はただ混乱していた。

「……侯爵夫人、私を憎くお思いならば、どのようにしていただいても構いません……ですから、どうかどうか息子だけは……」

　傷ついた母が赤い女に、必死な様子でそう訴えていた。

　この赤い女を母は侯爵夫人と呼んだ。母はこの女を知っているのだろうか？

　それに……母を憎く思うとはどういうことだろう？

　母は僕にも優しかったが、近所の人にも、誰にだって優しくて皆に好かれていた。そんな母が憎まれるなんて想像もできなかった。

　しかし、赤い女の目はひどく冷たく母を見下ろしている。

「なんと図々しい女なのかしら。私から夫を奪い、子供まで授かった女が、まだ望みを言うなどと」

「……私は侯爵様の気まぐれで一時のお相手を申しつけられただけにすぎません。ですから、もう侯爵様に近づくつもりもございません。私はただ子供と共に静かに暮らしていきたいだけなのです」

『バシン』と乾いた音が薄暗い部屋の中に響いた。必死に訴える母の頬を赤い女が打っていた。

『かあさん!!』僕はまた声にならない叫びを上げる。

「……父親であるディーク侯爵によく似た子を同じ時期に産んだのに……どうしてお前と私はこんなにも違う。……美しい容姿に、健康な身体。そして、健康で元気な子供……なぜ、お前ばかりがそんなに恵まれているの。……私には何もない、美しくない容姿、病弱な身体、夫にも愛されず、やっとの思いで産んだ子供も同じように病弱で、しかもこのように不治の病やまいに侵され、もう余命いくばくもない……」

　赤い女が母に掴つかみかかった。

「……お前だけ……お前たち母子だけが幸せに生きるなんて絶対に許さない!!　……始めなさい！」

　赤い女のその一言で、真っ黒な服を着込んだ男が、母の前に立った。

　そして、まるで感情のない声で、聞いたことのない言葉を呟き始める。

　それは、不思議な言葉だった。まったく聞いたことのない異国の言葉のようでもあり、聞き覚えのある懐かしい言葉のようでもある。

　しかし、黒い男のその言葉が続くうちに僕の全身に、鳥肌が立ち始めた。

　空気がひどく淀んできているようで、気持ち悪くなる。

　そして―――男の言葉が止まる。すると薄暗かった部屋は完全に、闇に支配された。

　目の前さえ見えない暗闇の中で、僕は母の悲鳴を聞いた。







　真っ暗だった部屋に、次第に光が見え始めると、僕はすぐに母の姿を探した。

　そして、僕からほんの二、三歩離れた場所にぐったりと横たわる母の姿を見つける。

　縛られた身体で必死に母の方へと向かう。近づくと、母の顔色にまるで生気はなく、息も今にも途切れそうな状態だった。

　先ほどまでは怪我こそしていたが、こんなにぐったりしてはいなかった。

　なぜ？　どうしたのか？

『かあさん！　かあさん！』と僕は布越しに必死に母を呼んだ。

　そんな僕を母の瞳が映した。母は僕の瞳をしっかりと見つめると。

「―――どうか――」

　今にも消え入りそうな声でそう言うと、静かに息絶えた。







「どう？　成功したの？」

「はい。文献通り、無事に力を手に入れることに成功したようです」

　赤い女の問いに黒い男が答える。

「そう。ではさっそく、その力でシリウスの意識をこの子供の身体に移しなさい」

　赤い女たちが何か、話しているのは聞こえていたが……頭には何も、入ってこなかった。

　僕は今、ここで起こったことをまったく受け止められないでいた。

　つい先ほどまで、母と共に夕食の話をしながら、家路に向かっていたのに……気がつけば、なぜかこんな暗い部屋に連れてこられ……そして……最愛の母はもう息をしていなかった。

「はい。では、始めます」

　黒い男が隣に寝かされていた男の子の身体に触れながら、僕の頭に手をおいた。

　その瞬間、僕の頭の中に見たことのない映像があふれてきた。それは音のついた不思議な映像。

　知らない場所、知らない人々……それはまるで誰かが今まで体験してきた生活、そのものであるように感じた。

　次々に入りこんでくる映像に、頭が割れるように痛くなる。

　そして―――ようやくその映像が落ち着いた時……僕はすべてを知ることができた。

　僕がなぜ、こんな所に連れてこられたのか、なぜ母はこんな暗い部屋の中で息絶えたのか……僕の中に入ってきた映像が僕にすべてを教えてくれた。この赤い女の企みを――。

　赤い女はディーク侯爵という貴族の夫人であり、僕の隣に横たわっているシリウスという名の少年の母親である。

　しかし、夫人は侯爵の愛を得ることができなかった。侯爵は女好きの遊び人で、結婚後も女遊びが落ち着くことはなかった。

　侯爵は結婚後、義務的に夫人の元に通い、後継ぎであるシリウスができると、もう夫人の元に姿を見せなくなる。

　そのためか、夫人はただ一人の我が子、シリウスに激しく依存した。

　日々、自分の不幸を嘆いて、幼い息子にすがった。

　しかし、そんな彼女の唯一の心の拠より所である息子が……不治の病に侵されてしまう。

　金と権力を駆使し、たくさんの医師を頼り、それでもだめだとわかると今度は怪しげな魔法にも手を出したが……息子の病気が治ることはなく、日々、衰弱していく。

　息子を失う……そんな現実を彼女はとても受け入れることができなかった。

　そんなある日、彼女は闇の魔法の存在を知った。

　心を操り、記憶をすり替えることができる魔法。これを知った時、彼女は思いついたのだ。

　心を健康な身体に移し替えれば、息子は助かるのではないかと。

　それはあまりに突拍子もなく、とうてい実現できるとも思えない無謀な計画。

　しかし、もう息子を助ける方法がなくなった今、どうしても息子を失いたくない彼女はそんな無謀なモノにすらすがりついた。

　そして、彼女は闇の魔力を手に入れる方法と――息子の身体となる器を探した。

　息子の器は健康で、そしてできるだけ近い年齢で似た容姿の子供が必要だった。あまりに違う身体では、ディーク侯爵家を継ぐことができないから。

　そして、彼女は見つけ出したのだ。自分の息子にとてもよく似た容姿の同じ年頃の子供――まるでシリウスの器となるために産まれてきたかのようなうってつけの子供を――。

　その子供はかつて、ディーク侯爵のお手付きとなったメイドの一人が産んだ子供だった。

　かつて、侯爵家で働きディーク侯爵の寵ちょう愛あいを得た美しいメイドは子を孕はらむと同時に屋敷から姿を消していた。

　そのメイドだった女が、侯爵によく似た健康で元気な子供と共に幸せそうに暮らしていた。

　夫人は――その子供を我が子シリウスの器にすることを決めた。

　そして闇の魔力を手にする方法を知ることにも成功する。闇の魔力は命と引き換えに得ることができる。つまり、闇の魔力を得るには生贄が必要だった。

　夫人は器である子供の母親、あの幸せそうに暮らしている女を生贄にすることを決めた。

　そして本日、ついに彼女はその計画を実行に移した。

　器にする子供と生贄とするその母親を捕え、配下である魔力を持つ者に女の命と引き換えに闇の魔力を手に入れさせ――そして、息子シリウスの記憶をその子供に移させた。

　夫人の計画通りならば、シリウスの記憶を移された器である僕は、僕でなくなり……シリウス・ディークとなるはずだったが……。

　しかし、シリウスの記憶――彼の今まで見てきたもの、聞いてきたものをすべて頭の中に入れられても……僕は僕のままだった。

　頭の中には確かに、シリウスの記憶があった。しかしそれだけだった。そこには記憶だけがあって――シリウスという少年はいなかった。

　ただ、感じたのは「もう疲れた。はやく楽になりたい」という切ない気持ちだけ。

　物心つく前から、母親にすがられ続け、病の淵ふちに落ちてからもなお、ベッドの脇で不幸をなげかれ続けた少年は……ただ、楽になることだけを強く望んでいた。

　彼はその幼さにしてもう生きることに疲れていた。

　入れられた記憶にシリウス自身の思いはまったくなかった。そうして、僕はシリウスにはならず、彼の気持ちのない記憶、知識だけを得たのだ。

　夫人の計画は失敗に終わったのだ。しかし、その事実が夫人に知れれば、僕はこの場で殺されてしまうだろうと、頭に入ったシリウスの記憶が告げる。

　こんな所で死ねない……それは今まで、感じたこともないほどの強い思い。

　僕はまだ死ねない……だって母さんの最期の願いを叶えなければならないから……。

　気がつけば、口にきつくまかれていた布は外されていた。

　僕は、感情を押し殺し、この世で一番憎く思う女を――。

「……おかあさま……」

　そう呼んだ。シリウス・ディークがいつも呼んでいたように。

　すると夫人はその顔に満面の笑みを浮かべた。

「ああ、シリウス！　あなたなのね！　闇の魔法は成功したのね！」

　そう言ってディーク侯爵夫人は僕を抱きしめた。

　ひどい嫌悪感で身体が震えそうになるのを僕はじっと耐えた。

　僕はまだ、ここで死ぬわけにはいかなかった。生きて、母の最期の望みを叶えるために。

「……では、奥様。私の役目は終わりましたので。もう、家族と共に故郷に帰らせていただいてもよろしいでしょうか？」

　黒い男がオドオドした様子で、夫人に尋ねる。

「そうね、あなたはとてもよくやってくれたわ。あなたのお蔭で、私のシリウスはこうして健康な身体を手に入れることができたわ」

「……では、あの家族の元に帰ってもよろしいですか？」

「ええ、もちろんよ。すぐに帰してあげるわ。お前たち」

　夫人が部屋の隅に控えていた屈強な男たちを呼び寄せる。

　黒い男は安あん堵どの表情を浮かべ、男たちに近づいていく。すると、男たちは持っていた剣で黒い男を貫いた。

「………なぜ……」

　身体を貫かれ、血を流しながらも、男は夫人へと手を伸ばす。

「だから家族の元に帰してあげると言ったじゃない。あなたの家族はもうすでに死後の世界であなたを待っているのよ」

　夫人がにこりと優雅に微笑んだ。

「……家族の元へ無事に帰して欲しければ働けと言われ……ここまでやってきたのに……俺を……騙だましていたのか……」

「仕方ないわ、禁忌とされる魔力を得てくれるような者がいなかったんですもの。でも、こうして事が無事に終わった以上、このまま闇の魔力を手にしたあなたを生かしておくのは、とても危険でしょう」

　当たり前だと言うように微笑んでいる夫人を黒い男は、すさまじい形相で睨みつける。

「……おのれ、おのれ、………決して許しはしない……お前たちの地位も権力も奪い尽くし……必ず地獄に落としてやる……」

　男の伸ばした手がわずかに僕の足先に触れた。

「これから死にゆく人間が何を言っているの。お前たちとどめを」

　そうして黒い男にさらに深く剣が突きたてられ……男は息絶えた。

　また、時を同じくして本物のシリウス・ディークも冷たい床の上でその命を散らした。







　そして、僕はシリウス・ディークとして生きることとなった。

　母の命を奪い、僕を道具にしたディーク家の人々に復讐することを誓った。

　僕がその不思議な力に気がついたのは、シリウス・ディークとして暮らし始めてしばらくの時がたってからだった。

　人の心が読める、そしてそれを操ることができる。それは闇の魔力だった。

　正直、なぜ僕にこの力が宿ったのかよくわからなかったが、それはとても使えるもので、僕はこの力を歓迎した。

　そして、復讐のためにだけに生きて、時が流れ、僕は彼女に出会ってしまった。

　大好きだった母と同じことを言い、母とよく似た優しい笑顔を浮かべる少女、カタリナ・クラエス。

　彼女に出会い、僕の心は大きくかき乱され、なぜか復讐にも迷いが生じ始めてしまった。

　だから、僕はカタリナを始末することにしたのだ。

　闇の魔法で永遠の眠りにいざない、その命を奪うつもりだった。だが、決して解けないはずの魔法は解けてしまった。

　マリアの様子を見に隠し部屋へきていた時、僕がかけた闇の魔法が解かれたことがわかった。

　本来なら、焦あせらなければならない状況の中、僕はなぜか深く安堵した。

　カタリナにかけた魔法は解けた、これで彼女は助かった。よかったと、そう思ってしまった。

　そして、カタリナが目覚めたならば、僕のことが公になるだろう……そうすれば僕は捕まる。

『こんな所で捕まるわけにはいかない！　復讐を果たすためには逃げなくては！』

　もう一人の僕は強くそう主張したけれど……僕はここで、捕まってすべてが終わってしまってもいいと思えていた。

『母親の最後の言葉を忘れたのか』

　もう一人の僕のその言葉に……少しだけ気持ちが揺れた。

『どうか仇かたきをとって……』という母の最期の言葉――僕はずっとその願いを叶えるためだけに生きてきたのだ。

　だけど……もう、僕は疲れてしまった。もう、誰も傷つけたくなかった。

　僕のことが役人に知れれば、ディーク家が隠しているこの部屋も暴かれるだろう。

　初めは息子を生かす怪しげな魔法研究のため、その後は闇の魔力の研究のため、木を隠すなら森の中がよいとあえて魔法学園内に造られたこの隠し部屋。

　母が命を奪われ、僕が人生を奪われた場所。ここで、すべてが終わるのは……もしかしたら運命なのかもしれない。

　だから、僕はこの隠し部屋の中でただじっと待ち続けた。

　僕の破滅がやってくるのを―――。







　僕が想像していたよりずっと早くにその時は訪れた。マリアを閉じこめていた部屋に何者かが入りこんだ気配を感じた。

　僕のいる部屋より地上に近いその部屋は、地下に降りる通路と厚いドアに阻まれているため、部屋の様子をしっかり把握することはできないが、それでも人が入ってきた気配ぐらいはわかった。

　ついにマリアを救出し、僕を捕えるための役人がやってきたのだ。

　僕の中のもう一人の僕は『まだ、逃げられる！　全員に闇の魔法を使え！』と喚わめき続けていたが……僕はただ終わりの時を静かに待った。

　そして、階下に降りてくる足音がして、僕のいる部屋の扉が開いた。

　おそらく武器を携えた役人が立っていると思っていた僕は、扉から現れた人物を認識した途端、思わず固まってしまった。

　ジオルド・スティーアート、キース・クラエスなど生徒会メンバーが現れるかもしれないことは、ある程度予測していた。

　彼女を心酔する彼らが、彼女の命を奪おうとした僕を自分の手で捕えてやりたいと思うのは自然なことだ。

　しかし……僕は目の前に立った人物を凝視する。なぜこの人物がここにいるのか、わからなかった。

　暴言をあびせられ、魔法でその命を奪われそうになったというのに……なぜ、彼女はまた僕の前に現れたのか……。

「……どうしてここにお前がいる」

　僕の問いに彼女はあっけらかんと答える。

「眠り続ける魔法が解けたので」

　まるで以前と変わらぬ態度で、カタリナ・クラエスが僕の目の前にいた。

　まさか中庭であったこと、自分がされたことを忘れてしまっているのか……。

「そうじゃない！　魔法が解けたのはわかっている！　……あのような目にあって、なぜのこのこと僕の前に姿を現したのだ！」

「ああ、そういう意味ですか。別に、それほどひどいことされたようには思えないので」

　あいかわらず、何でもないようにカタリナは言う。殺されかけたというのに、彼女はどういうつもりなのか。

　かなり楽天的なアホなのか、それとも本当に聖女のように広い心を持っているのか。

　それとも単純に――。

「……お前、自分のされたことを理解していないのか？」

　そう尋ねるとカタリナは。

「いえ、ちゃんとわかっていますよ。闇の魔法で眠らされたんでしょう？」

　当たり前のようにそう答えた。

「その通りだ！　それで僕はお前の命を奪うつもりだったんだ」

　いまいち理解しているとは言い難いカタリナに僕は、はっきりそう言ったが……。

「う～ん。それは嘘ですね」

「……嘘だと……」

「だって、本当に命を奪おうと思ったなら、ただ眠らせるよりその場で殺してしまう方がずっと楽なはずだもの」

「………」

　変わらずに当たり前だという風に言い切るカタリナに……僕は言葉を失った。

　確かにカタリナの言う通りだった。あの時、わざわざ闇の魔法で眠らせるよりも、あの場で殺してしまった方がずっと簡単なことだった。

　でも……僕はそうしなかった……いや、できなかったのだ。

　僕は、本当は―――。

「私が、ここにきたのはもう一度、会長とちゃんと話がしたかったからです」

「……はなし？　……」

　一体、この少女は何を言っているんだ？

「そうです。あの時の会長……すごく苦しそうな顔で……泣いていたから………だから、もう一度、ちゃんと話を聞かせて欲しかったの……」

　水色の瞳が真っ直ぐに僕を見つめていた。

　胸が苦しくなり、呼吸がうまくできない。心がひどく乱れた。

「……この偽善者が……それで、他の奴らのように僕のことも救ってくれるとでもいうのか？　聖女カタリナ・クラエス様」

　気がつけば、思わずそんな風に吐き出していた。僕のことなんて、何も知らないくせに……裕福な公爵家で幸せに育った女に何がわかるというのだ。

　ここで、カタリナ・クラエスが「救ってあげる」とでも言ったなら……僕はきっと恵まれて大切に育てられたご令嬢の思い上がりを軽けい蔑べつしただろう。

　しかし……カタリナはそんな僕の思考とは正反対なことを言う。

「それは無理だわ！」

　カタリナはまっすぐに僕を見ていた。

「だって私は主人公じゃないもの。私は、ただのライバル役の悪役令嬢なんだから、人を救うなんてできる訳ないわ！」

　主人公？　ライバル？　正直、意味のわからない言葉を並べられたことにも面食らったが……まさかこんなにはっきり「無理だ」と言い切るなんて……カタリナ・クラエスの考えていることがまったくわからない。

　僕は茫然と目の前に立つ少女を見つめる。

　すると――。

「……救ってあげることはできないけど……でも、傍にいることはできるから」

　カタリナは優しく微笑んでそう言った。

「傍にいて、悲しい時、辛い時には話を聞いて、元気がでるまで一緒にいるわ」

　それは、かつて母が言ってくれた言葉と同じものだった。心配をかけまいと隠れて泣いていた僕を、母はそう言って抱きしめてくれたのだ。

　カタリナの言葉で、そのことを思い出した時、僕の頭の中で何かがはじけた。

　頭の中にかかっていた靄が晴れていくような感覚。

　本当は、ずっと疑問を感じていたのだ。

「どうか仇をとって」という母の最期の言葉……優しくて、いつも自分のことより僕のことばかり心配していたあの母が、本当にこんな言葉を残したのだろうかと。

　そして、今はっきりと思い出した。

　母はそんな言葉を残していなかったことを――そうだ。なぜ、こんな風に思い違いをしていたのだろう。

　母の本当の言葉は――。

「……どうか…生きて、生き残って、幸せになって……愛しているわ……」

　そう、母は仇をうつことなんて、望んでいなかった。

　母が最期に望んだのは僕が生きて幸せになることだった。だから、僕はなんとしても生き残こらなければならないと思ったのだ。

　気がつけば、カタリナがすぐ近くまできていた。

「だから、一人で泣かないで」

　カタリナが優しい笑顔で僕に手を差し出す。

　なぜか、視界はひどく歪んでいた。頬が濡れている。

「一緒にいきましょう―――ラファエル」

　ラファエル、それは僕の本当の名前だった。母が名づけてくれた大切な大切な名前。

　僕は差し出された手に向かって手を伸ばす。すると……。

『おい、何をしている。こんな奴のいうことなんて聞くな！　むしろ、油断して近くまできているんだ。このまま、こいつを人質にして逃げれば、まだ逃げ切れる！』

　頭の中のもう一人の僕が僕を怒鳴りつけた。僕は、そんなもう一人の僕に返した。

『そんなことはしたくない。僕はもう復讐なんてしない！』

『……な、なにを』

　怯ひるんだ様子のもう一人の僕に、僕は問う。

『それから、お前は誰だ？』と。

　復讐ばかりを唱えるもう一人の僕、その意見に従いこれまでやってきた。

　母の最期の言葉をことさらに持ち出していたのもこいつだ。

　しかし……こいつの口から語られる母の言葉は偽りだった。こいつは僕を騙して唆そそのかしていた。

　大好きだった母の最期の言葉を捻ねじ曲げてまで復讐を叫んだ、もう一人の僕。

　僕はようやく気がついた。こいつは僕ではないと。

　そう確信すると、ずっと自分だと思っていた姿の、本当の姿が見えてきた。

　もう一人の僕……僕だと思っていた……その人物は―――真っ黒な服を着た男……あの日、母に死をもたらしたあの黒い男だった。

『……気づいたか……』

　黒い男が皮肉な笑みを浮かべる。

『……ずっと、僕のふりをして僕をいいように操っていたんだな』

　あの日、この男は死の瞬間に僕に触れた。その時に、闇の魔力と、そして自分の意識を僕の中に入れ、操っていたのだろう。

　そして、母の最期の言葉の記憶も捻じ曲げていた。

『お前の望みを叶えるために手をかしてやっていただけだろう』

　黒い男が憎々しげに言う。

『……確かに、僕もあいつらをひどく憎んだ。……でも、僕が生き残ったのは復讐のためなんかじゃない！　僕は幸せになるために生き残ったんだ！』

　そう、母の最期の願い――幸せになるために僕は生き残ったんだ。だから、もうこの男の存在を消さなければならない。

　闇の魔法はかけたものにしか解けないという常識は、目の前の少女が覆くつがえしてくれた。

「大丈夫」

　カタリナの温かい手が、僕の手を包み込んでくれていた。

　僕は黒い男を見据えて強く思った『もう復讐は終わりだ。お前の存在はいらない』と。

『くそ、軟弱なお前をここまで導いてやったのは誰だと思っているのだ……この裏切り者が……』

　そう吐き捨てながら……黒い男の姿は消えた。

　顔を上げるとカタリナが優しい笑みを浮かべて僕を見ていた。







★★★★★★★★★







　シリウス・ディーク、本名はラファエル・ウォルト。

　ディーク侯爵と、侯爵家で働いていたメイドであった女性の間に生まれたという彼は、私たちにすべてを話してくれた。

　自分がどう育ったのか、どうしてシリウス・ディークとして生きてきたのか。闇の魔力をどうやって手に入れたのか。

　そして、この七年間ずっと、闇の魔法によって操られていたこと。

　その話を聞いて、彼を犯罪者として役人に突き出そうと意気込んでいた、皆の気持ちも変わった。

　元々、彼の罪を問おうなどと思っていなかった私はともかく、マリアも数日にわたり閉じこめられていたことを許すことにしたようだ。

　特にマリアはあの時、ラファエルにかかっていた闇の魔法が解ける瞬間をその目で見ていたらしく、より彼の話を信じることができたのかもしれない。

　しかし、ラファエルは自ら役人の元に行くことを決めた。

「自分の口でちゃんと話をしたいのです。僕と母がされたこと……黒い男のこと……それから本物のシリウスのことも……それに操られていたとはいえ………僕のしたこともきちんと話さなければいけませんから」

　ラファエルはそう言って、ディーク侯爵夫人とその手下たちの罪、そして自分の罪を話すために役人の元へ向かったのだ。

　それから、しばらくしてディーク侯爵夫人とその配下の者たちが、捕まったとの噂うわさが密ひそやかに流れ始めた。

　ことに禁忌の魔法が関わっているだけに、公にこそされていないが、おそらく今後、彼らはなんらかの形で罪を償うことになるのだろう。

　しかし、噂の中にラファエルの話は聞こえてこず、役人の元に向かった彼がその後、どうなったのか、まったくわからずとても心配していた。







　そして、数か月がたち、卒業式まであとひと月を迎えた頃のことだった。

　卒業式が近くなり、生徒会のメンバーである皆はとても忙しい。なので、そんな皆の邪魔をしないように、私は畑仕事にでも精をだそうと、畑の道具を取りに寮へと歩いていた。

「カタリナ・クラエス様」

　なんだか聞き覚えのある声に呼ばれ振り返る。

　そこにはあまり目立たない茶色の髪に、魔法省の人たちがよく着ている制服のようなものを着た一人の少年が立っていた。

　雰囲気はひたすら地味な感じで、たぶん声をかけられなければその存在にも気がつかないのではないかというほどにぱっとしない少年だった。

　あれ？　この人は誰だっけ？　声をかけてきたということは知り合いの可能性が高いが……思い出せない。

　そんな風に考えながら、少年の目を見た。すると、それは私のよく知る灰色の優しい瞳だった。

「……まさか、ラファエル？」

　まさかと思いつつも、茫然とそう返すと、少年、ラファエルは大きく目を見開いた。

「よくわかりましたね。こんなに見た目を変えたのに」

　ああ、やっぱりラファエルだった。

　数か月ぶりに見るその姿は確かに以前とは全然、違っていたが、それでも灰色の優しい瞳は彼のままだった。

　私がそんな風に言うと、ラフェエルは、はにかんだような笑顔を見せた。

　それは久しぶりに見た彼の笑顔だった。

「戻ってこられたの？」

　ここにこうして一人立っていると言うことは、また学園に戻ってこられたということなのだろう。

「はい。皆さんが色々、証言してくださったこともあって、こうして戻ってくることができました」

　私たちは少しでもラファエルのためになればと、彼に聞いたこと、マリアの見たもの、それに今までの優しい彼のことを、コネを使って役人のお偉いさんに訴えていた。それが、少しでも彼の役に立ったなら良かった。

　それにしても、あまりに以前と違う、その姿に驚いてしまう。

　なぜ、こんなにも姿を変えたのだろうか？

「もしかして、また新入生として学園に入るの？」

　彼はあの事件後、そのまま学園を去っている。

　表向きは『体調を壊して療養するため』となっているが、すでに社交界ではディーク侯爵夫人が捕まったという噂が密やかに流れているため、息子であるシリウスも事件に何か関わっていたのではないかと囁かれている。

　なので、もう一度、素知らぬ顔でシリウス・ディークとして学生をするのは厳しい。

　だが、ここまで姿を変えているならば、別の人物として新たに入学することも可能だろう。

　彼の新たな姿を見てそう思ったのだが。

「いいえ。もう学生には戻りません。ちゃんと卒業できなかったのは残念ですが。これからは魔法省で働かせて貰うことになりました。ラファエル・ウォルトとして」

　自らにかかっていた闇の魔法を解いたラファエルは、それと同時に闇の魔力も失っていた。

　それでも、彼、ラファエル・ウォルトには自らが持つ高い魔力があった。その魔力を評価され、魔法省に入職となったらしい。

　まぁ、裏には禁忌とされる魔力を自分の意志ではないにしろ一時的に得てしまったという事実があり、その身柄を魔法省で預かった方がよいという考えもあったのだそうだが。

　そんな事情もありながら、当分はこの魔法学園内にある魔法省の施設で働くのだという。

　そのため、学園の生徒にばれて色々、騒ぎにならないよう姿を変えたのだと言う。

　とても同一人物に見えないその姿はなんでも変装のプロの直伝によるものらしい。

　変装のプロってなんだと思うが……顔の形なども変えてあるかなり高度な変装である。さすがはプロ直伝。

　世間が落ち着くまで、しばらくこの姿でいるそうだ。

「じゃあ、またこうして会うことができるわね」

「そうですね。同じ敷地にいますから」

「ふふ。じゃあ、また機会があったら、あの美味しいお茶を淹れてもらえますか？」

「はい。喜んで」

　そう言って笑ったラファエルが、唐とう突とつに私の前で、跪ひざまずいて手を差し出した。それは昔、ジオルドが婚約を申し込んできた時と同じポーズだった。

　え、なに？　何事なの？　訳がわからず戸惑っていると。

「カタリナ・クラエス様、改めてお願いをします。私、ラファエル・ウォルトはあなたの傍で生きていきたいのです。どうか傍にいることをお許し願えますか？」

　なんだか、堅苦しい台詞せりふに聞こえたが……ようは、これからも仲良くしましょうってことよね。

「もちろんです。これからもよろしくお願いします」

　私は、笑って差し出された彼の手をとった。

「あ、でしたら、その……どうも、あなたからの様付けは落ち着かないので、今まで通りに呼んで貰いたいのですけど」

　私がそう言うと、ラフェエルは少し困ったように笑った。







第五章　　最終イベントがやってきた







　ついに……ついに、この時がやってきてしまった。

　現在の二年生である先輩たちの卒業式を明日に控えた夜、私は一人寮の自室で拳こぶしを握りしめていた。

　そうついにやってきてしまったのだ。乙女ゲーム『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』の最終イベントである卒業式が……。

　平民の主人公が貴族ばかりが集つどう、魔法学園に入学して一年間、魔法の勉強をしながら、生徒会メンバーの先輩や同級生と恋をするこのゲームは、先輩たちの卒業と共にゲーム終了となる。

　卒業式、主人公は攻略対象の誰か、あるいは逆ハーレムルートならば全員と結ばれる。

　カタリナ・クラエス断罪イベントこそ、なんとか乗り切った私だったが、まだゲーム終了のその時まで油断はできない。

　正直、今ではすっかり大切な友人となった皆が私を身一つで国外追放にしたり、ましてや命を奪うなんて考えられないけれど……最後まで用心は必要だ。

　私はトムじいちゃんと作った最高傑作のヘビの玩具おもちゃを、ドレスのポケットに準備する。

　また、もしも追放される事態になった時のために、自前の鍬くわと作業着、あと農業関係の本をひとまとめにしていつでも持っていけるように準備する。

　その勢いを評価されている剣の腕前。完璧にできたヘビの玩具と、それをすばやく投げつける技。緑の手を持つメアリの指導の元、もう枯らすことなくちゃんと育てられるようになった野菜。そして日々、畑を耕し続けてきた鍬さばき。

　前世の記憶を取り戻してから、八年の努力がついに試される時がやってきたのだ。

　くるならきてみなさい！　破滅フラグ！　この八年の集大成！　カタリナ・クラエスが相手になってやるわ！　私は握った拳を天井へと掲げる。

　そうして、一人闘志を燃やしていると、部屋の扉がノックされてアンが入ってくる。

「お嬢様。明日、ニコル様にお渡しするお祝いの花束をご自分で用意されると仰おっしゃっていましたが、ちゃんと準備されたのですか？」

　天井に拳を掲げる私を怪け訝げんな目で見つめつつ、アンがそう聞いてきた。

　この学園の卒業式では、お世話になった先輩にお祝いを贈るという風習がある。

　まぁ、その辺は前世の学校と同じだ。

　ちなみに私は、色々とお世話になったニコルに、お祝いを渡す予定だ。

　このお祝いだが、花束が主流である。中にはお金をかけたアクセサリーなどを贈る人もいるらしいが、それは特別な間柄だけらしい。

　なので、私も花束を用意すればいいのだが……ここで、私は考えた。

　魔性の伯はく爵しゃくであるニコルは、それはそれは人気者である。愛好会という名のファンクラブは今では学園一の大きさだとか。

　そんなニコルは、それはたくさんの花束を貰もらうことになるだろう。ならば……もう花束はいらないのではないか。

　だいたい、そんなに花束ばかり貰っても保管に困るだろうし、正直、花束には飾るという他に特に使い道はない。なので、私は特別製のモノを用意したのだ。

　そして、私は得意げにその用意したモノをアンに見せる。

　綺き麗れいに包まれたそれは一見すると花束に見えるが、よく見ればそうでないことがわかる。

「どう、画期的でしょ！」

「…………」

　本当に、よく思いついたわ。私って天才だわ！

　さぁ、ニコルへの贈り物もばっちり用意したし！　破滅フラグ対策も万全！

「……あの、お嬢様、これは一体……」

　明日はいよいよ最終決戦！

「……あの？　お嬢様？　聞いています？」

　私はもう一度、握った拳を高々と天井へ掲げた！

　こうして、決戦前夜の夜は更けていった。







　卒業式はほとんど、入学式と同じような感じでつつがなく行われた。

　卒業生代表の挨あい拶さつはニコルが務めた。本来ならばシリウス・ディークが務めるはずだったらしいが、彼はもうここの学生ではないので仕方がない。

　ニコルの挨拶に男女年齢問わず、多くの人が顔を赤らめ甘いため息をつき、すっかり魅了されていた。本当に恐ろしい魔性っぷりだった。

　在校生代表の挨拶は、ジオルドが務めた。ちなみに来年の生徒会長も彼が務めるらしい。

　ジオルドの挨拶でも、たくさんの女の子たちが赤くなってため息をついていた。さすが、見た目は正統派の美形王子なだけはある。

　そうして、たくさんの人の切ないため息を聞きつつ、式は無事に終了した。







　そして、ついにその時が、私にとって本番である乙女ゲームのエンディングイベントの時がやってきた。卒業パーティーである。

　式が終了すると学舎の中庭で、学生全員参加の立食パーティーが開かれる。

　この卒業パーティーの中で、主人公とその意中の攻略対象はこっそりと会場から抜け出し……そして、そこで熱い思いを打ち明けて結ばれるのだ。

　よって、私の今後はマリアの動向、つまりマリアが誰と会場を抜け出すかによって決まるのだ。

　なので、いつも以上にマリアの隣にべったりとくっつく。しかし、ただマリアにべったりしているだけという訳にもいかない。

　なにせ、卒業のお祝いのパーティーなのだ。ちゃんと先輩たちにお祝いを言わなくてはいけない。

　とりあえず、一番にお祝いを渡さなければならないニコルの元にマリアと共に向かう。

　私たちが行った時には、ニコルはすでに多量の花束を手にしていた。さらに横に置かれた台の上にも花束があふれていた。これは想像以上だ。

　そのあまりの量にあっけにとられつつ、お祝いを言う。

　そして、マリアに先に花を渡して貰った。マリアが用意してきたのは、高価ではないが可か憐れんで可愛らしいマリアらしい素敵な花束だった。

　続いて私も準備してきた特別製の例のモノを渡す。

　一見して、花束に見えるそれを、稀まれにしか見られない素敵な笑顔で受け取ったニコルは……その中身を確認し、そのまま固まってしまった。

　そんなニコルの様子を不審に思ったのか、傍そばにいたアランがその手元を覗のぞく。

「おい、どうしたんだ……ってこれなんだ!?　草か!!」

　アランはそう言って大きな声を上げ、その声にジオルドやキースまで寄ってくる。

　そんなアランに私はむっとして返した。

「失礼な！　草なんかではありませんわ！　野菜です！」
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「……野菜？」

　アランが怪訝な目で再びニコルの手元を覗き込む。ニコルも一緒になって自分の手にあるモノを確認していた。

　少し、離れてジオルドとキースも成り行きを見守っている。

「花束ばかりを貰っても困ると思って、畑で採れた野菜を束にして包んだのです。これなら、飾って捨てるだけじゃなくて、お腹を満たすことができると思いまして」

　花束ではなく、名づけて野菜束だ！

　今の時季の我が畑にはあまり色どりのよい野菜はなく、ニラやネギなど葉ものの緑中心であるため確かに多少、草的な感じはあるかもしれないが、花束と違ってお腹を満たすこともできる優れものだ。

　ああ、なんて素晴らしいアイディア！　私は自身の発想の素晴らしさに、一人、自画自賛した。しかし……。

「……ってこれどう見ても草……っていうか野菜って……ぶっ…」

　なぜか、アランは爆笑した。

　なんだ、何が可笑おかしいというのだ。本当に失礼な奴だ。

　固まりが溶けたニコルは「ありがとう。大切に食べるよ」と言ってくれたし、マリアも「美お味いしそうですね」と言ってくれた。

　ちなみに、ジオルドはまた俯うつむいてずっと肩を震わせており、キースはなんだか呆あきれたような視線を送ってきた。







　そんな風に過ごし、気がつけばパーティーも終盤へと差し掛かっていた。

　正直、私はだいぶ焦じれていた。なぜなら、マリアにちっとも会場を抜け出す様子が見られないのだ。

　しかも、卒業する先輩たちへのサプライズのお祝いという名目で、ジオルドとアランの兄弟がまさかのバイオリンのデュエットを始めたではないか……あれ？？　ちょっと二人ともマリアと抜け出す気あるの？　どうして仲良く演奏なんて始めちゃってるの？

　しかし、まさかあの二人が一緒に演奏するとは、すっかり仲良くなって……というか、ゲームにこんなシーンあったっけ？　しかも演奏している曲、このあいだ二人が私に卒業式でどんな曲が聴きたいかと聞かれて、よく意味がわからないままに答えた曲じゃないか……なぜ、卒業式に関係ない私に選曲させたんだ……。

　なんだか……ゲームのシナリオと違うことが多すぎてすっかり混乱する私に、マリアがそれは素敵な笑顔で「今日はずっとカタリナ様と一緒で嬉うれしいです」とか言ってくれた。

　まぁ、その言葉自体はとても嬉しいのだが……マリア、あなたには意中の攻略対象はいないのか？

　はっ！　それともまさかいつの間にか逆ハーレムルートになっており、このまま全員と結ばれるのか！

　逆ハーレムルートはクリアしていないので、そのエンディングはわからないが、あっちゃん情報だとやはりカタリナは破滅するらしい……。

　ああ、どうなの？　マリア、逆ハーレムなの？　それともこれから誰かと結ばれるの！

　焦れて焦れて焦れて……待ちきれなくなった私はついに……。

「ねぇ、マリア。あなた好きな人はいないの？」

　もう直球で聞いてしまっていた。突然、そんな問いかけをされて、ひどく驚いた様子のマリアだったが、しだいにその頬を赤くして。

「私は、カタリナ様をお慕いしております」

　といういつもの天然発言で返してくれた。

「……あの、マリア。それはそれでありがたいのだけど……そうじゃなくて、気になったり、お付き合いしたいと思うような男性はいないの？　ということなのだけれど」

　今度こそ、通じるはずだとはっきりと聞く。

「……気になったり、お付き合いしたいと思う……男性……」

　私の言葉を繰り返して考えこむマリアを、私は固かた唾ずを呑のみつつ見守る。

　さぁ、はっきり教えてちょうだい！　マリア、あなたはどの攻略対象と結ばれるの？

「……いませんね」

「……はぇ……」

　マリアから出たその答えに私は思わず、情けない声を上げて固まってしまった。

　え？　なに？　いませんって言ったの今？

　混乱する私をよそにマリアが、はっきりとした口調で続ける。

「私には、気になる男性はいません。私が気になるのも、お慕いしているのも、ずっと傍にいたいと思うのも、カタリナ様なのです」

　そう言ったマリアは、私の両手を取り握った。

「ですから、これからもずっとカタリナ様の傍にいさせてください」

　それは、どこかで聞いたことのある台詞せりふだった。

　あぁ、そうだ。この台詞は主人公が結ばれた攻略対象に最後に言うものだ。

『これからもずっとあなたの傍にいさせてください』

　でも、なぜそれを私に言ったのだろうか……状況がわからずに……混乱していると。

　マリアに握られていた手にもう一つ別の手が伸びてきた。

「マリア様、抜けがけはいけませんわ。私もずっとカタリナ様と一緒ですわ」

　そう言ってマリアの手の中から、私の手を取るとメアリが優雅に微笑ほほえんだ。

「私も、私もです！　カタリナ様！　ずっとずっと一緒にいさせてください！」

　メアリの横から顔を出したソフィアが興奮した様子でそう言えば。

「ならば、俺も。許される限り共に」

　ニコルがいつもの無表情でそう言う。

　するといつの間にか、例のデュエットを終えて戻ってきたらしいアランも前に出てきた。

「そ、それなら、俺だって！」

「皆、何を言っているのですか。カタリナは僕の婚約者なのですよ」

　そう言ってジオルドが、メアリに取られていた手をさっと奪っていく。

　すると今度は、横から出てきた別の誰かの手に、また手を取られる。

「ジオルド様、前から何度も言っていると思いますが、義姉さんに王子様の妃は務まりませんよ。どうか婚約はなかったことに。義姉のことは僕がきちんと面倒をみるので」

　ジオルドの手から私の手を取り上げキースが言う。

　すると、何やら私をそっちのけで皆がワーワーと盛り上がり出してしまう。

「キース。何度も何度も言っていますけど、婚約は解消しませんから。カタリナは必ず僕の妃にします」

「いいえ。ジオルド様、大切な義姉を貴方あなただけに独占させる訳にはいきません。必ず婚約は解消させていただきます」

「確かに、ジオルド様にだけ独占させないためにも、まずは、婚約解消して貰わなくてはいけませんわね。キース様、このメアリ・ハントも力をお貸しいたしますわ」

「そうですね。ジオルド様にだけ独占されるなんて嫌ですわ。メアリ様、私にもお手伝いさせてください。お兄様もぜひ協力してください」

「お前たちがそう言うならば」

「え、それなら俺だって協力するぞ！」

「私もきっと役に立ちます！　ぜひ、手伝わせてください！」

「………よってたかってひどいですね。あなたたちは……でも絶対に渡しませんからね」

　気がつけば、キースに取られていた手も自由になっていたが……うん、もうすごい蚊か帳やの外感が半端ない。もう皆がなんの話をしているのかさえわからない。

　ちょっぴり寂しくなりながらも、ワーワーと実に楽しそうな皆を見つめる。

　その様子はとても仲が良さそうなのだが……そこに恋愛的なものは見えない……逆ハーレムルートならば、もう少し甘い雰囲気になるはずだ。そもそも、メアリやソフィアが加わっている時点で違う気がする。

　皆から仲間外れにされている感じがするが……私を破滅に追いやるような様子もない。

　私はまだ、だいぶ混乱しつつも、必死に頭を働かせた。

　え～と。これは……この状況は……おそらく……皆お友達の友情エンド？

　友情エンド、それは別名ノーマルエンド。主人公が、どの攻略対象とも結ばれず、皆いいお友達で終わる。恋愛ゲームとしては、誰とも恋ができなかったという、ある意味バッドな終わり。

　マリアがなぜか、私に例の結ばれた攻略対象に使う台詞を言ってくるなど、前世で私がやった友情エンドと違う所もあるが……それでも、この皆で楽しそうな様子は……確かに前世のゲームで見た友情エンドによく似ていた。

　私は内心、攻略対象の皆はマリアにメロメロなんだと思っていた。

　だって、マリアは本当に、可愛くて優しくて、なぜかよく目にする頬ほおを赤く染めて恥はじらう様子など、ライバルキャラの私ですらドキッとしてしまうほどのものだったから。

　それに、ジオルドやキースなんかは、私がマリアにくっついていると、よく引きはがしにきており、これはすっかりマリアに心を奪われ、私に嫉しっ妬としているのだなと思っていた。

　だからこそマリアは必ず誰かと、あるいは全員と結ばれるだろうと思っていた。

　それなのに……まさかの友情エンド……友情エンドではどのライバルキャラにも痛手はこない。だって、皆、ただの友人で終わるのだから。

　つまり……私、カタリナ・クラエスに破滅はやってこない……張っていた気と一緒に、身体に入っていた力もいっきに抜けていく。

　かなりの放心状態で、楽しそうに話す友人たちをボーと眺めていると、パーティー終了の声がかかった。

　こうして卒業パーティー、そして……乙女ゲーム『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』は終わった。

　あまりにも予想外なエンドであったが……私にとって実に素晴しいエンドを迎えて。







　卒業パーティーを終えてから、私たちは生徒会室に移動した。

　ここで生徒会メンバーとおまけの私で、ニコルのお疲れ様会をすることになっていた。

　お疲れ様会といってもパーティーのすぐ後なので、軽いお菓子とお茶で少しおしゃべりする程度だ。

　この会には学園の他の生徒にばれないように、元生徒会長シリウス・ディークであったラファエルも呼んであった。

　なんだか恐縮した様子で現れた彼を、皆、温かく迎えた。

　後輩であるメンバーは皆、花束を用意していて、ラファエルはそれを嬉しそうに受け取った。

　ただ、私の特製、野菜束を渡した時はニコルと同じように少し固まっていた。おそらく、私の素晴らしいアイディアに驚いたのだろう。

　こうして久しぶりに揃そろった生徒会メンバーと共に、楽しい時を過ごす。

「どうぞ、カタリナさん」

　ラファエルが笑顔でお茶を差し出してくれた。

「ありがとうございます」

　お礼を言って受け取り、そのお茶を喉のどに流す。久しぶりに淹いれて貰ったお茶は以前と変わらず、とても優しい味がした。

　なんでも昔、疲れて帰ってくるお母さんのためにいっぱい練習したのだそうだ。そう言って話してくれたラフェエルの顔はとても穏やかだった。

「カタリナ様、よろしかったらこちらもどうぞ、召し上がってください」

　マリアがそう言ってお菓子を勧めてくれた。

「わぁー、今日のも一段と美味しそうね。初めて見るお菓子だけど、これもマリアの手作り？」

　フワフワのスポンジケーキのようなものの上に、シロップがたっぷりかかっていて見ているだけで、涎よだれがたれてきそうなそれは、今までのマリアの作ってきたお菓子では見たことのないものだった。

「はい。新しく考えたのです。母と一緒に」

「まぁ、お母様と？」

「はい。カタリナ様が私の作ったお菓子をとても喜んでくださると話したら、いつも同じものでは飽きてしまわれるのではないかって、一緒に新しいレシピを考えたんです」

「そうなの。マリアのお菓子に飽きる日がくるなんて絶対ないと思うけど、それでもとても嬉しいわ。ありがとう。お母様にもぜひ、お礼を言っておいて」

「はい。伝えておきます」

　そう言ってマリアは嬉しそうに微笑んだ。

　いただいたマリアの新しいお菓子は見た目以上に美味で、もう手が止まらなかった。

「カタリナ……そんなにたくさん、いっきに食べるとまたお腹を壊しますよ」

「そうですよ。姉さん。卒業パーティーの時も他の人に比べてかなり食べていたでしょ。いい加減にしないと」

　夢中でお菓子を頬張る私に、ジオルドとキースから注意がとんできた。

　うっ、二人ともよく見ていらっしゃる。まるで、お母様のようだ。これでお腹を壊したら、それ見たことかと怒られる。ジオルドには笑顔でネチネチと、キースには困り顔で長々と。

　しょうがない、少しだけセーブしておくか。私は少しだけお菓子を頬張る速度を落とした。

「カタリナ様、最近、新しい小説のシリーズを買いましたの。とってもいいお話なので、ぜひ、また一緒に読みましょう」

　ソフィアがそう言って、新しいロマンス小説の話をしてくれた。

　とても私好みの小説で、すぐに貸して貰うことになった。うん。非常に楽しみだ。

　そうして、小説の話で盛り上がっていると。

「カタリナ、またしばらく会えなくなるが、妹を頼む」

　ニコルがいつもの無表情でそう言ってきた。

「いえいえ。こちらこそ、よろしくお願いします」

　私が笑顔でそう返すと、ニコルはまたあの魔性の微笑みを浮かべた。

　……うん。本当にすごい魔性の力……長年の付き合いでだいぶ免めん疫えきのある私でも、思わず頬が赤くなりそうだ。

　ニコルとはまた一年ほど、あまり会えなくなる。

　私も寂しいが、兄が大好きなソフィアはより寂しくなるだろう。

「お兄様、いつでも訪ねてきてください！　また一年も蚊帳の外では他の方に後おくれをとりますから！」と頻ひん繁ぱんにやってくるようにお願いをしていた。

　後半の台詞の意味は少しわからなかったが。とにかくソフィアは兄が大好きなのだ。

「カタリナ様、次の春、畑では何を育てる予定ですか？」

　ソフィアのブラコンぶりを微笑ましく見ていると今度は、メアリがそんな風に聞いてきた。

　そう、もうすぐ春がやってくる。今年の畑では何を育てようか、新しい野菜を育ててみようかな。うん。今から、とても楽しみだ。

　メアリが「今年もお手伝いしますよ」と言ってくれる。緑の手を持つメアリがいれば、百人力だ。

「……畑もいいが……お前、畑に入る時のあの被かぶりものだけでも、いい加減に何か違うものに変えろよ……どう見ても農民のおばちゃんにしか見えないぞ」

　アランがそんなことを言う。そもそも、これはもう何回か言われている。

　正直、畑仕事は動きやすく作業しやすい恰かっ好こうが一番だが……そんなに言われるなら少し改善してみようか。

「……わかりました。少し改善しますわ」

　確かに私の使っているほっかむりは、無地で地味な色合いが多い。

　おばちゃんっぽく見えても仕方ないかもしれない。

　よし！　次からは思い切ってほっかむりの生地を花柄にしてみよう！

　だいぶお腹も膨ふくれてきた私はテーブルから少し離れた窓辺に寄り、腹ごなしをする。

　皆はそれぞれ楽しそうに話したり、くつろいだりしている。

　私は、そんな皆を見ながら、この八年に思いを巡らせる。

　八年前、八歳のあの日、前世の記憶を思い出した。

　そしてここが乙女ゲームの世界で、しかも自分が、破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった……と気がついた時は、自分はなんて不幸なんだと嘆いたものだ。

　しかし、実際に蓋ふたをあけてみれば……ゲームとは全然違っていた。

　カタリナに無関心であるはずだったジオルドは、とても親切でいつもよくしてくれる。

　カタリナを避けているはずだったキースは、いつも一緒にいてたくさん助けてくれる。

　本来は関わりのないはずだったメアリ、アラン、ソフィア、ニコル、ラファエルも、今ではかけがえのない大切な友人だ。

　そして、本来なら敵対し、カタリナに破滅をもたらすはずだった主人公マリアも大事な友人となった。

「カタリナ様、大丈夫ですか？」

　お腹を押さえつつ、窓辺によっかかる私に、マリアが心配そうに声をかけてくれた。

「大丈夫よ。ありがとうマリア」

　悪役令嬢カタリナ・クラエスになってしまうなんて、なんてついてないんだ……不幸すぎると嘆いた日々。

　でも結局、危惧していた破滅が訪れることはなかった。

　それどころか、こうして私を気遣い、時には助けてくれる素敵な友人たちができた。

　魔力もしょぼくて、勉強もできない私を皆は決して見捨てることなく、大変な時、辛い時、いつも傍で支えてくれる。

　今なら大きな声で言える。

　こんなに素敵な人たちに出会えて――私、カタリナ・クラエスはとても幸せ者だと。

　窓の外から暖かい日差しが差し込み、春が近いことを告げている。

　乙女ゲームのシナリオにはなかった新しい季節がやってくる。
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僕の大切な彼女は







　魔法学園に入学して一年がたち二年に進級し、僕ジオルド・スティアートは生徒会長に任命された。

　実力主義であるこの学園の生徒会、そして生徒会長はその成績で選ばれる。そのため、常に成績トップをキープしていた僕が選ばれたのは必然だった。

　昔の僕なら、こうして無駄に目立つことは面倒だと思い、テストでも適当に手を抜いただろうが……今、こうして僕が面倒だと思いながらも大人しく生徒会長の職についているのには理由がある。

　それはジオルド・スティアートの実力を周りに知らしめ、その地位を確かにすることで、手に入れたい人を確実に手中にするためだ。

　昔なら面倒だから絶対に欲しくないと思っていた王位すら、その人を手にするために必要ならば手にしてやろうと思うほどだ。

　そしてもう一つ、実力を示し地位を確立することでその人を守るためだ。

　人たらしな彼女には守ってくれる味方も多いが、その無防備さは本当に貴族の令嬢なのかと呆あきれるほど、しかも彼女は人を疑うことを知らない。目を離せば腹黒い貴族たちにいいように利用される可能性も高い。

　よって、地位を確立し彼女に害をなす可能性のある者たちに、片っ端から睨にらみをきかせていく必要があった。

　そうした理由から、僕は今日もその地位を確かにするために、面倒な生徒会長の職をこなす。







　一日の授業を終えた後の生徒会室で、僕は仕事を終えると。

「今日の僕の分の仕事は終わりましたので、お先に失礼します」

　そう言って席を立った。これが忙しい時期ならば他のメンバーの仕事も手伝う必要があるが、今はそうではないため問題はない。

「もう、終わったのですか？」

　今年度より生徒会副会長に任命された、マリア・キャンベルが驚いた声を上げる。

「はい。ですので先に寮に戻らせて貰もらいますね」

　生徒会長の仕事量は他のメンバーよりもやや多くはあるが、本気をだせばそれほどのことはない。いつもなら他のメンバーたちと同じくらいの時間をかけてしているのだが、本日は本気を出して早々と終わらせた。

　なぜなら今日は生徒会室に彼女が来ていないからだ。そして、ここに来ていないということは、彼女はおそらく一人であの場所にいるはずだ。

　さっさと仕事を終わらせて彼女の元に行けば、少しだが独占することができる。

　そんな考えを察したらしい生徒会メンバーのキース・クラエスは僕に険しい視線を向け、メアリ・ハントはちらりとこちらを見て、あきらかに手の動きを速めた。

　これは、すぐにでも彼らは追ってくるだろうと思いながらも、少しの時間でも彼女を独り占めできるならと僕は足早で生徒会室を後にした。







　生徒会室のある学舎から出て学園のはずれにある例の場所へと向かうと思った通り、そこには彼女がいた。

　学園の隅に自作した畑で農民のような服装をして、それは楽しそうに畑作業する僕の婚約者カタリナ・クラエス。僕が手に入れたいと思うたった一人の人。

「カタリナ」

　こちらに気づいていないカタリナに、そう声をかけると彼女は少し驚いて振り返った。

「ああ、ジオルド様。もう生徒会の仕事は終わったのですか？」

「はい。カタリナは、今日は苗を植えていたのですか？」

　野菜の苗らしきものが、畑の脇わきに並べられているのを見つけそう聞くと。

「ええ。昨日、苗が届いたのでさっそく植えなくちゃと思って！」

　カタリナは、それは楽しそうな笑顔でそう返した。

　僕の婚約者はこんな風にいつもどこにいても楽しそうにしている。

　そんなカタリナと共にいると退屈などまったくなく、彼女と過ごす日々はいつもキラキラと輝いていた。

　そして、カタリナ自身が美しく輝いて見えるようになったのはいつ頃だったのか。……気がつけばカタリナ・クラエスという少女は僕の中で一番大切な存在となっていた。

　それは楽しそうに届いた苗を説明してくれるカタリナに近づいて、その柔らかい頬ほおに手を伸ばし触れる。

「？　ジオルド様？」

　不思議そうに見上げてくる水色の瞳。その瞳に自分だけが映っていることがこんなにも嬉うれしいとは……。

「汚れがついていましたよ」

「ああ、そうなのですか。ありがとうございます」

　疑うことなんて知らない無防備なカタリナはそう素直に礼を言う。

　いつもならば、このあたりで邪魔が入るのだが……本日はまだ生徒会の仕事が終わらないのか邪魔者たちは現れない。それならばと、そのまま手を動かしその柔らかい唇に触れる。

　きょとんとしたカタリナに顔を近づけその唇をそっとなぞった。

　こんなことをすれば普通の令嬢なら顔を赤く染めるところだろうが……さすがはカタリナ、まったく動じる様子はない。

　おそらく「口にも汚れがついていて取ってくれているのね」くらいにしか思っていないのだろう。九年のつき合いで、彼女の考えそうなこともだいぶわかるようになってきている。

　柔らかい唇の感触に、もっと深く彼女に触れたいという思いが湧わきあがる。

「カタリナ、まぶたにも汚れがついていますよ。とってあげますから目を閉じてください」

「あ、はい」

　カタリナは、僕の言葉をまったく疑うことなくその目を閉じる。

　そんな彼女にそっと顔を近づけようとすると。

「義姉さん！　危ない！」

　という声と共に腕の中に抱いていたカタリナを横から奪われた。

　まったくいつもいつもいいところで……そう思いながらカタリナを奪った犯人に目をやる。

　そこには予想通り、キースが息を切らせながらも、険しい顔でこちらを睨んでいた。

　どうやら生徒会の仕事を終えて追ってきたらしい。もう少し遅くても良かったものを……。

　切れた息を整えながら、僕に険しい視線を送ってくるカタリナの義弟キース。彼とももう九年のつき合いになる。

　カタリナに姉弟以上の感情を抱いている彼はことあるごとに僕の邪魔をする。そして僕とカタリナの婚約解消をもくろんでいる。

「やぁ、キース。生徒会の仕事は終わったのですか？」

　内心のいら立ちはしっかり隠しながら、にっこりと微笑ほほえみを向けると。

「お蔭かげ様で、急がなければいけない理由ができましたので頑張らせて貰いました」

　キースはやや引きつった顔でそう返した。そして。

「義姉さん、大丈夫だった？」

　とカタリナの顔を覗のぞきこむ。

「？　大丈夫って何が？」

　カタリナはきょとんとして、何が起こったのかわからないといった顔でそう答える。

　カタリナの凄すさまじい鈍さは今日も絶好調に発揮されているようだ。

　しかし……カタリナとキースの距離が近すぎて非常に不快なので、彼女の腕を引っ張って彼から引き離す。

　そのことに、かなり不服そうな顔をしたキースだったが、そこでもう一度カタリナを自分の元に引き寄せることはしなかった。なぜならキースという男は基本的にカタリナ、というより女性全般に対してひどく奥手なのだ。

　色気ダダ漏もれで、何人もの女性と浮名を流していそうな見た目をしているにも拘かかわらず、キース・クラエスという男は異性に不慣れだった。不慣れと言っても女性の扱い自体は紳しん士し的で素晴らしいのだが、こと色恋に対してはとても奥手なのだ。

　色恋とは無縁の思考回路と、凄まじい鈍さが定評であるカタリナとずっと一緒に育っているせいもあるかもしれない。

　しかも思い人であるカタリナに関しては特にひどい。無自覚に煽あおっているようなカタリナの考えなしの行動の数々にも、常に顔を赤くして慌あわてて距離をとっている。

　一時期、それではだめだと気づいたのか、自分から積極的にいこうとしていた時もあったが……僕がけん制をするまでもなく、自分で勝手に動揺して引いていくくらいの駄目さだった。

　まぁ、キースのそのひどい奥手ぶりは、僕にとってはありがたいことではある。

　なにせ、キースはカタリナと同じ家で暮らし、四六時中一緒にいるのだ。キースが色恋にこれほど奥手でなければ、二人の間に何があっても可笑おかしくはない。

　実際、もし僕がキースの立場だったのなら、カタリナとの間にもう既成事実ができていることだろう。

　そう考えれば、キースの奥手具合にはおおいに感謝する必要があるだろう。

　しかし、こうしていつもとてもいいと言うより、悪いタイミングで邪魔に入られるのには困ったものだ。

　もう少し、待ってくれればカタリナのその柔らかい唇に口づけすることができたのに……。カタリナの愛らしい唇を見つめながらそんなことを考えていると、何か気配に気づいたのか、キースが警戒した様子で、僕とカタリナの間にそっと入ってくる。彼自身は凄まじい奥手のくせにこういった気配には敏感なのだ。

　そうして、常に僕を警戒しカタリナへと近づけさせないように見張っている彼には悪いが。……実は僕はすでに一度、彼女の唇を奪っている。







　それは昨年度の冬が近づいてきた頃、カタリナと僕らがある事件に巻きこまれた時のことだった。

　カタリナが学舎の食堂にて令嬢たちに貶おとしめられそうになった後、マリア・キャンベルが行方不明になり、僕らは彼女の行方を必死に探した。

　そして調べを進めるうちに僕は、これらの出来事に闇の魔力が関わっているかもしれないことを突き止めた。

　闇の魔力、それは心を操り、人を思うままに動かすことのできる恐ろしい禁きん忌きの魔力。

　僕の推測では、おそらく狙われているのはカタリナだと考えられたため、すぐに彼女の元へ向かった。そうして、彼女に今わかっていることをすべて話した。

　本来ならば、高位な貴族にすらほとんど公おおやけにされていない闇の魔力のことを話すのはよしとされていなかったが、それでも危険が迫っているかもしれないカタリナには、すべてを打ち明けた方がよいと判断してのことだった。

　初めはただただ驚いていたカタリナも、しだいに事態の深刻さがわかってきたらしく顔を青くしていた。

　そして、闇の魔力が人の命と引き換えに手に入れるものだと教えると小さく震え出した。

　真っ直ぐで優しい彼女にはまるで想像のつかない世界の話だったに違いない。

　震える彼女を僕はそっと抱きしめた。







　次の日の翌朝、彼女は昨夜以上に青白い顔をして僕の前に現れた。

　昨日の話が恐ろしくて眠れなかったのかと思ったが、怖い夢を見てしまったからだと彼女は言った。そして僕や、他の友人たちの顔を見るとなぜか安あん堵どしたように微笑んだのだ。

　そんな青白い顔をしたカタリナを休ませるために医務室へ運ぶと、彼女は安心したように眠りについた。

　本当はずっとついていたかったが「ずっと傍そばにいられると寝づらいだろう」と医務室の医師に言われ「目覚めたら迎えにくるから教えてくれ」と彼に告げて教室へと戻った。そして数時間後、僕はここでカタリナから離れたことを深く後悔することとなった。







　一人、中庭で倒れているカタリナを見つけた時は身体中の血の気が引いた。

　慌ててかけ寄りその息があることを確認し、生きているとわかった時はそれは安堵した。しかし、その後また血の気を失うこととなった。

　ただ眠っているだけにしか見えなかったカタリナは、どんなに呼びかけても刺激してもまったく目を覚まさなかった。

　持てる地位を最大に使い、名の知れた医師たちを片っ端から呼び寄せ診察させるも、その原因はわからず、事態は一向に改善しない。

　闇の魔力によってこのような状態になっている可能性が高いと考え、国で一握りしかいない光の魔力保持者にも診みせたがやはり何もわからなかった。

　カタリナに危険が迫っていることに気づいていたのに……彼女を助けることができなかった自分の不ふ甲が斐いなさが許せなかった。







　カタリナが深い眠りに落ちてしまった翌日の朝、彼女の部屋を訪ねる。

　何度か声をかけノックをするも反応がなかったため、そっとドアを開けてみると、そこにはベッドで眠るカタリナとその脇に付き添うメイドが一人いるだけだった。

　彼女の部屋にはだいたい誰かしらついていたのだが、ちょうど皆が出払っている時だったようだ。

　どうやらノックにもかけた声にも気がつかなかったらしいメイドは、僕が入ってきたことにひどく驚き手に持っていた吸い飲みを床に落としてしまった。『ガシャン』と激しい音がしてガラスでできた吸い飲みが割れた。

「も、申し訳ありません」

　そう言って慌てて割れた吸い飲みを拾うメイドの顔はとても青白く今にも倒れそうなほどだった。

　カタリナ付きのメイドである彼女は、普段は実に優秀で素晴らしいメイドであり来客に気がつかなかったり、人前で吸い飲みを割るなどといった失態をするような人物ではない。

　だからこそ、その青白くなった顔と動揺ぶりがとても痛々しく見えた。

　彼女もカタリナをそれは慕っていたのだ。そして、カタリナも彼女を信頼していた。

「水を飲ませていたのですか？」

　僕が入ってきたことに気づくまでメイドはカタリナのベッド脇で水差しを手にしていたので、おそらくそうなのだろうと思い尋ねる。

「はい。なんとか水だけでも飲んでいただければ何か変わるのではと思いまして……でも、うまく飲んでいただくことができなくて……」

　そう言ってメイドは悲しそうに目を伏せ、再び吸い飲みの欠片かけらを拾い集める。

　しばらくして吸い飲みの欠片をすべて拾い集めたらしいメイドに「カタリナは僕がみていますから、どうぞ、その欠片を片付けてきてください」と声をかける。

　メイドはやや戸惑った様子を見せたが、やがてこくりと頷うなずき「お願いいたします」と頭を下げ部屋を出ていった。

　そうして、僕はカタリナと二人、部屋に残された。それは普段ならまさに待ち望んでいた状況であったはずなのに……今、どんなに愛しい言葉をささやいても、触れても彼女はなんの反応も返してはくれない。

　それでも、その顔を見ようとカタリナの眠るベッドの傍へと寄る。

　まるで息をしていないように静かに眠る彼女の様子に不安になり、その口に手をあて確認する。確かに息があることに安堵しながらもその唇が濡ぬれていることに気がつく。

　おそらく、メイドが水を飲ませようとした時に濡れたのだろう。ベッドの脇に置かれたテーブルにはもう一つ吸い飲みが置いてあった。
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『……このまま、ずっと眠り続けるのならば……水も取れず、食事もできない……そうなれば、やがて命を落とすことになるだろう』

　医師から告げられた言葉が脳裏によぎった。

　絶対にそんなことにはさせない。僕はテーブルに置いてあった吸い飲みの水を口に含むと、カタリナの唇にそっと重ね、ゆっくりと彼女の口の中に水を移動させる。

　そして水が漏れないようにカタリナの唇を自分の唇でふさいでいると、しばらくして彼女の喉がわずかに動き、ごくんとその水を飲みほした。

　飲んでくれた……良かった……。そうして僕は何度かそれを繰り返し、彼女に水を飲ませた。

　やがて眠りについて二日目の夜にカタリナは自ら、闇の魔法をやぶり目を覚ました。







　あの時は必死だったので、あまりしっかりとした感触は覚えていないのだが、それでもカタリナの唇がとても柔らかかったということは覚えていた。

　一度、知ってしまったからこそもう一度、触れたいとより思ってしまうのだが……。

「姉さん、何度も言っているだろう！　ジオルド様と二人っきりになっちゃダメだって！」

「でも、キース、もう終わったのだからジオルド様といても大丈夫なのよ！」

「え、何が終わったの？　その大丈夫の意味がまったくわからないんだけど……」

　これでは、なかなか次の機会には恵まれそうにない。こんなことならあの時もっと激しくしておけば良かった。

　カタリナとキースのどこかかみ合わないやりとりを見ながら、そんなことを考えていると。

「カタリナ様、無事ですか？」

　また息を切らしながら、新たな邪魔者がやってきた。

「あら、メアリも来たの。今日は皆、早いのね……ん？　無事って何が？」

「ええ、今日はちょっと色々ありまして、まぁ何もなかったのなら何よりです」

　そう言って、あえて僕に向かって微笑むのは、今のところ僕の弟の婚約者であるメアリ・ハント令嬢。

　僕の双子の弟アラン・スティアートの婚約者であるはずの彼女は一応の婚約者などまったく眼中にないらしくひたすらカタリナを慕って追いかけている。

　見た目は可愛らしい美少女である彼女の中身が、僕に近いものだということに、気づいたのはいつ頃だったか……今では、キース以上に邪魔の仕方が激しくなっている気がする、手ごわい敵である。

「お、おい。メアリ、どれだけ急ぐんだ」

　そんなメアリの後ろからは、弟であるアランがやってくる。この弟も実はカタリナに思いを寄せている者の一人だ。

　八年前からカタリナに淡い思いを抱いていたアランだが、そのやや鈍い性格と僕ら、というより婚約者であるメアリの策略によってカタリナへの思いを自覚しないように仕向けられてきた憐あわれな男である。

　しかし、そんな鈍かったアランも、昨年度の事件あたりからようやく自分の思いを自覚したようで、少しカタリナへの態度が変わってきた。

　それでもまぁ、アランがその思いを自覚したところで兄の婚約者にちょっかいを出すような性格ではないだろうと油断していたのだが……。

　ここにきて策士である自らの婚約者メアリに、策の一つとして組み込まれてしまったらしい。兄弟で寮の部屋も隣であることから、僕の行動をメアリたちに伝えて邪魔をするという意外と面倒な敵になってしまった。

　まぁ、アラン自身ではなくメアリが段々とすごくなってきていることが問題なのだが……というかむしろカタリナへの思いを自覚してからのアランの方がメアリと接近している気がする。

　仲間意識からなのだろうか？　むしろ婚約者なのだから、二人だけで仲良くして僕のカタリナにちょっかいを出すのはいい加減にやめて欲しいところだ。

　僕とカタリナだけだったはずの畑に、気がつけばどんどんと生徒会のメンバーが集まってきている。僕としてはかなり早めに仕事を片付けたつもりだったが、やはり彼らも優秀であるということなのだろう。

　結局、間もなくソフィア・アスカルトにマリア・キャンベルまでやってきて一気に賑にぎやかになってしまった。

「それにしても、ジオルド様は仕事も速くて、なんでもできて本当にすごいですね」

「いえいえ、今日はたまたまですよ」

　今日の仕事の速さを見て改めて思ったらしいマリアにそんな風に言われ、僕はあいまいに返した。

　他のメンバーは僕が仕事を早く終わらせた理由を察して、微妙な表情を浮かべているが、どうやらマリアはそのことに気がついていないらしい。

　この平民であり光の保持者でもあるマリア・キャンベルという少女は、とてもしっかりしたところもあるが少し抜けたところもあるのだ。

　そのためか、その行動もカタリナほどではないが突拍子もない時がある。

　もし、カタリナに出会っていなかったら自分の性格上、だいぶ興味を持ったかもしれない存在であり、今もその努力家なところや何事にも一生懸命なところには、非常に好感が持てると思っている。しかし……。

「ああ、そうでしたわ。カタリナ様。今日もカタリナ様のためにお菓子を作ってきましたので、どうぞ召し上がってください」

　そう言ってマリアが自作の菓子を差し出すと、カタリナがそれは嬉しそうにマリアに寄っていく。

「マリア、いつもありがとう！　大好きよ！」

　そう言ったカタリナの顔はもうデレデレである。

　そう、マリア・キャンベルという少女自体は好感のもてる人物だとは思う……そう思うのだが……。

　ただ、僕の婚約者が彼女に懐きすぎている、彼女を好きすぎていることが問題なのだ。

　マリアの作る菓子に、すっかり餌え付づけされてしまっているカタリナは、とにかく彼女が大好きだ。

　しかも、マリアの方も人たらしを特技とするカタリナに、すっかり誑たぶらかされてしまっている。

　たまに二人の寄り添う姿がまるでお似合いの恋人同士に見える時すらあるので本当に恐ろしい。

　よって、マリアという存在も、いまやカタリナとの仲を邪魔する敵、しかも他の敵とは別次元の強敵なのである。

　そんなマリアから餌付けされた菓子を畑の脇に準備されたテーブルで、もぐもぐとそれは幸せそうに食べ始めたカタリナの姿を少し複雑な気持ちで見ていると。

「あ、お兄様！　こちらですわ」

　とソフィア・アスカルトが声を上げた。

　その目線の先を追うと、そこには昨年度に学園を卒業したはずのソフィアの兄であるニコル・アスカルトと、もう一人昨年度の途中まで生徒会長をやっていたラファエル・ウォルトがこちらに向かって歩いてきていた。

「どうも、ジオルド様、お久しぶりです」

　そう声をかけてきた、男女構わず魅了してしまうほどの凄まじい美び貌ぼうを持つニコルに挨あい拶さつを返し、どうして学園にいるのかを問うと。

「今日は、学園内の魔法省施設に用事がありましたので」

　といつもの変わらない無表情で返してきた。

　そして一緒にやったきた、ラファエルは現在、学園内の魔法省の施設で働いている。

　本日もそこで勤務している際に、訪れたニコルに声をかけられ、誘われてここまでやってきたということだった。

「あら、ニコル様、ラファエル様、お久しぶりです」

　マリアの菓子に夢中だったカタリナが、ようやくニコルとラファエルに気がついたらしくそう声をかけると。

「カタリナ。元気そうで何よりだ」

　ニコルは先ほどまでの無表情が嘘うそのように魅惑的な笑顔を浮かべる。

　そうなのだ、このニコルもカタリナに思いを寄せている一人なのだ。

　そうは言っても見た目はかなり派手だが中身は常識人である彼が、人の婚約者に横恋慕することなどないのだが……なにせ彼には不思議な魅力があり、男女問わずとにかく虜とりこにしてしまうという厄やっ介かいな体質の持ち主なのだ。

　その魅力は年々、威力を増しているようで、国でもかなりの上位に入るくらい鈍いと思われるカタリナですら、最近はその笑顔に見み惚とれていることがあり、気が気ではない。しかも。

「お兄様もこちらで一緒にマリア様のお菓子をいただきましょう」

　いつの間にか、ちゃっかりカタリナの隣を陣取ったソフィアがそう言ってニコルを呼ぶ。

　ニコルの妹であるソフィアもカタリナをそれは慕っていて、兄とカタリナが結ばれれば自分もずっと一緒にいられるという野望を持っているらしく、その仲を取り持とうとしているのだ。

　元々は大人しい少女だったソフィアも、長年、メアリやカタリナと一緒にいるためかすっかりたくましく積極的になっている。幼い頃に初めて会った時、俯いてばかりいた少女とはもはや別人のようだ。

　そして、ニコルと共にやってきたラファエルもそれは愛おしそうにカタリナを見つめていた。

　色々と複雑な事情を抱えていた彼は、最初こそ、カタリナになんの感情も持っていないようだったが、例の事件後に一度、学園を去り戻ってくると、気がつけばカタリナをそれはそれは熱い瞳で見つめるようになっていた。

　本当にカタリナ・クラエスという少女は、一体、どれだけの人を誑たらしこむつもりなのか……。

　僕は美味しそうに菓子を頬張るカタリナを見つめながら内心ため息をつく。

　お転婆で単純で鈍くて貴族の令嬢としてはだいぶ規格外なカタリナ。

　それなのに不思議と彼女は人を引き付ける。心に寂しさや切なさを抱える者は特にその彼女の真っ直ぐな気性に惹ひかれていくようだ。

　陰いん謀ぼう渦うず巻まく社交界で、必死に人の顔色と腹の中を窺うかがって生きてきた者たちにとって、カタリナから向けられる真っ直ぐな瞳と言葉は、まるで暖かな日差しのように心を包んでくれる。

　だから、多くの者がカタリナ・クラエスという少女に惹かれ、そして彼女と関わることで変わっていくのだ。

　しかし、いくらなんでも誑しこみ過ぎている。敵の数が多すぎる。

　でも……まぁ、皆と一緒に菓子を頬張るその姿はとても楽しそうで、もう少しこのままでもいいのかもしれないと思う僕自身も、だいぶカタリナに影響を受けて変わってきているのだろう。

　そうして、ずっとカタリナを見つめていたためか、その水色の瞳と視線があう。

「ジオルド様も食べますか？」

　僕が見ていたのはカタリナの食べていた菓子が食べたいためだと思ったらしい。そう言って菓子の入った入れ物を勧めてきた。

「そうですね。では、一ついただきましょうか」

　僕はカタリナの元に近寄ると、彼女が手に持っていた菓子を指ごとパクリと口に含んでいただいた。

「ごちそうさまでした」

　そう言って微笑めば、周りから剣けん呑のんな視線が飛んできたが、とうのカタリナ本人はといえば「あの、ジオルド様、まだこちらに残っていますが」ときょとんとした顔でまったくわかっていない様子だ。

　しかし、そんなカタリナとは真逆に非常に険しい顔をしたキースに。

「義姉さん、指貸して！」

　と腕を引っ張られ、僕が含んだ指をハンカチでゴシゴシと擦こすられ始める。

「え！　何、キース。ちょっと痛いんだけど」

　かなり強い力で擦っているのだろうカタリナが抗議の声を上げる。

「キース。カタリナが痛がっているじゃないですか」

「なっ、元はといえばあなたが！」

「そうですわ！　ジオルド様、なんてことをなさるんですか！」

「……信じられません。不潔ですわ」

「本当だぞ！　お前、なんてことを……」

　そう言って僕とカタリナの間に旧、現生徒会メンバーたちがどんどんと入ってきたことによってカタリナとの距離が引き離される。

　確かに、こうやって皆と共に笑っているカタリナの笑顔も好きなので、この状況ももう少しくらい続いてもいいかとは思うが……しかし、だからといってカタリナを他の誰かに渡す気などさらさらない。

　きょとんとした顔でこちらを見つめているカタリナにニコリと笑顔を向け、次はどうやって二人きりになる時間を作ろうかと考える。
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　こんにちは、山口悟と申します。

　このたびは本作を手にとっていただき、ありがとうございます。

　こうして二カ月連続で刊行していただけることになったのも、本作を読んで、応援して下さった皆様のお蔭です。皆様、本当にありがとうございます。この二巻では主人公カタリナが乙女ゲームの舞台である魔法学園に入学し、ゲームの物語が始まります。ゲーム本来の主人公もついに登場しますので、どうぞよろしくお願いします。

　そして一巻に引き続き、それは美しく成長したライバルキャラに、攻略対象キャラのイラストを描いてくださったひだかなみ様、本当にありがとうございます。

　特に、本来のゲームの主人公マリアの可愛らしさには「本当に乙女ゲームの主人公そのものだ！」と感動してしまいました。

　最後に、一、二巻と数か月に渡り、たくさんのアドバイスをくださった編集部の担当様、また本作を出版するのに力を貸してくださったすべての皆様に心よりの感謝をもうしあげます。

　皆様、本当にありがとうございました。


山口悟












乙女おとめゲームの破は滅めつフラグしかない悪あく役やく令れい嬢じょうに転てん生せいしてしまった…２
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